
富 山 県 文 化 振 興 財 団

埋蔵文化勁発掘調査報告第11集

開群大滝遺跡・地崎遺跡発掘調査報告

一― 能越自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘報告Ⅱ

第一分冊

2000年

財団法人 富山県文化振興財団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所



正  誤  表

第1分冊

ページ・行 誤 正

P3  表 NE」-06 NE」-05

P42  16そ〒 石組み 石組

P53  3フイ子 包含層出土遺物

P77  14イ子 天目茶碗 天目茶椀

P242 24イ子 SD3 SB3

P244 8イ子 埋土も同様の幅 SD462と同様の幅

P348 35・ 36イ子 盃 杯

P353 7イ「」 B2出土遺物 B2地区出土遺物

P380 13イ〒 ～わすかながら認められた。 認められた。

P380 37・ 38イ〒 住居跡 土坑



巻
首
図
版

一

下 C地区 近世面畠 (西から)上 開醇大滝遺跡全景 (北から)



巻
首
図
版
二

鎮
1総

||=蕪

上 A地区 中世画全景 (南 から) 下 C地区 中世面南側全景 (南 から)



巻
首
図
版
三

懇

≧:垂妥子li｀
iモ「.■_i

持.!■ !→|  ● il:IIミ|:

一毬

■

■



巻
首
図
版
四

上左 炉関連遺情 SK423(南 から)

切られた井戸 SE524(東 から) 中右

出土鉄瓶

上右 炉関連遺橋 SK607(北 から) 中左

噴砂に切られた土坑 SK67(西から)下
噴砂に

700号土坑



巻
首
図
版
五

i :  i´ f rfテ ●  ::ィ lt i

上 地崎遺跡東区全景 下 530号井戸 (南から)



開群大滝遺跡。地崎遺跡発掘調査報告

能越自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘報告Ⅱ

第一分冊

2000年

財団法人 富山県文化振興財団

埋 蔵 文 化 財 調 査 事 務 所



富山県文化振興財団では,平成 4年度から能越自動車道の建設に伴

い,多数の遺跡を発掘調査 してまいりました。

本書は平成 5年度に調査を実施した福岡町開帯大滝遺跡 。小矢部市

地崎遺跡の発掘調査報告書で,能越自動車道関連遺跡調査報告として

は平成10年刊行の五社遺跡に続 く2冊 目となります。

開書大滝遺跡は,天正13(1586)年 の白山大地震で埋没 。崩壊した

と伝えられる木舟城の城下町の一部にあたります。炉関連遺構が検出

されたことや古地図との比較から,鍛冶屋町・鉄砲町に相当すると考

えられます。南北150m以上,東西約90mに渡 り,2条の道路と短冊

状に区画された町並みが確認されました。道路に沿って建物が整然と

配置され,裏側に丼戸や畠を伴った町並みの姿が明らかになりました。

また,井戸を切 り裂いた噴砂などの地震の痕跡も確認されています。

地崎遺跡では中世末から近世にかけての建物が 4棟検出され,こ の

地方の民家の構造等を検証することのできる好資料といえます。この

両遺跡の発掘調査報告書が,中世から近世の民衆生活をひもとく一助

となり,今後の研究に活用されれば幸いです。

本書をまとめるにあたり,関係機関や団体また諸氏のご指導をいた

だき厚 く感謝いたします。

平成12年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所 長 桃 野 真 晃



例

1 本書は富山県西砺波郡福岡町開辞地内に所在する開律大滝遺跡と,小矢部市地崎地内に所在する

地崎遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は建設省北陸地方建設局からの委託を受けて,財団法人富山県文化振興財団が行った。

3 本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記のとおりである。

調査期間   開諄大滝遺跡 平成 5(1993)年 5月 19日 ～平成 5(1993)年 12月 21日

地崎遺跡   平成 5(1993)年 5月 11日 ～平成 5(1993)年 7月 27日

整理期間   平成10(1998)年 4月 1日 ～平成■ (1999)年 3月 31日

4 本書の編集・執筆は,池野正男,中川道子,越前慎子,三島道子が担当し,執筆分担は文末に記

した。

5 遺物の写真撮影は,写房 楠華堂 (代表 内田真紀子)に委託した。

6 自然科学的な分析は,以下の諸機関に委託し,その成果について報文を得た。

植物種子 同定 いパリノ・サーヴェイ

木製品樹種同定 財団法人 元興寺文化財研究所

金属製品等分析 lkl九州テクノリサーチ

漆 塗 膜 分 析 漆器文化財科学研究所 (代表 四柳嘉章)

また,地震痕跡は寒川 旭氏 (通産省工業技術院地質調査所)に依頼し,玉稿を賜つた。

7 発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の方々から多大な御教示・御協力を得た。記して謝意

を表したい。(敬称略,五十音順)

伊藤隆三,宇野隆夫,寒川 旭,田嶋明人,前川 要,宮田進―,富山県教育委員会,富山県埋

蔵文化財センター,小矢部市教育委員会,福岡町教育委員会

一一一口



例

1 本書には本文、挿図及び表、自然科学的分析 と遺構全体図、写真図版を掲載する。

2 時期別に検出した主な遺構 。出土遺物の内容については、章末に一覧に掲載 している。

3 開帯大滝遺跡の時代区分は、中世、近世以降に分けた。

4 遺構全体図は1/200で示し、北から1頁に収まる範囲に分割して遺跡毎に掲載する。

5 本書で示す方位は全て真北である。

6 挿図の縮尺は次の率を基本とし、各図の下に縮尺率を示す。なお遺物写真図版の縮尺は統一して

いない。

遺構 建物 :1/100,溝 :1/40～ 1/80,井戸 :1/40,土 坑 :1/20～ 1/40

遺物 土器・陶磁器 :1/3～ 1/6,木製品 :1/1～ 1/8,石製品 :2/3～ 1/8,金属製品 :

1/1-1/6

7 遺構の略号は以下のとおりである。

SA:柵,SB:建物,SD:溝 ,SE:井戸,SF:道路,SK:土坑,SP:柱穴,SX:その他 (集石

遺構)

8 開書大滝遺跡の遺構番号は、調査時に地区毎に付した番号にある一定の数値を加算して遺構番号

とした。呑号は遺構の種類に関わらず連番号とするが、建物・柵・道路には新たに番号を付した。

各地区の遺構番号に加算した数値は次の通りである。但し複数の地区にわたる遺構は、若い遺構

番号で示す。

A:2000,B:3000,Ci加算せず,D:4000,E:5000,F:6000
9 遺物は遺跡毎に連番を付す。遺物番号は遺物観察表及び写真図版中の遺物番号と一致する。

10 施釉陶器等の釉の掛かる範囲は 1点鎖線で示した。 2種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされ

ている場合はトレースの濃淡で示した。

11 遺物の煤付着部分及び漆器の赤色漆の部分等、遺構図中の地山及び炭化物層等はスクリーントー

ンで示す。以下に図示したもの以外については、それぞれの図・文を参照されたい。

遺跡の略号は、開存大滝遺跡「35K O―地区名」。地崎遺跡「09T S―地区名」で、遺物の注記には

略号を用いた。

遺構一覧及び本文中で用いる遺構についての用語 。数値等は以下のとお りとする。

掘立柱建物 :用語は「平城宮発掘調査報告Ⅶ」を参考とし、以下のように定義付ける。

① 柱間や棟方向に関わらず建物の平面図の長軸を「桁

行」、建物の短軸を「梁行」とし、桁行 (間)× 梁行

(間)の順に表記する。

② 建物の棟方位は、真北からの方位の振れをわかりや

すく表示するため、「南北棟」の場合は建物の長軸の
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方位を、「東西棟」の場合は短軸の方位を波1る 。

③ 建物の面積は長軸に短軸をかけた数値である。

④  「柱穴」とは柱位置に遺存する穴の総称とする。

③  「柱掘形」とは、掘立柱を据え付けるための穴のことで、「掘形埋土」とは柱根を固定するた

めに柱掘形に入れた土のことである。

⑥  「柱根」とは、遺存している柱自体の下部のことであり、「柱痕跡」とは柱掘形の中の柱根が

立ったまま腐り消えて空洞になり、そこに土が流れ込んだもので、ここでは柱根が抜き取られ

たものも含む。

⑦ 柱穴の規模は、遺構確認面から測つた数値である。

井戸 :井戸の部分名称及び型式分類については、宇野隆夫氏の「井戸の分類」注
1を援用している。

① 各部の名称は、地上の施設を「井桁」、地下壁面の施設を「井戸側」、底の施設を「水溜」と

する。

② 型式分類は井戸側の部位の構造で分類する。

③ 井戸の断ち割図面において、地山の変化がわかるものは、スクリーントーンで示した。

遺構一覧・遺物一覧 :観察表の凡例は以下のとおりである。

① 遺構の覆土に切り合い関係がある場合は、備考欄に新>古のように記号で示す。

② 法量はcm単位で示す。

③ 重量はg単位で示す。計測は大きさによって台秤と電子秤を使い分けた。

④ 胎土・色調 。釉調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所 色

票監修「新版標準土色帖」・財団法人日本規格協会「標準色票 光沢版」を使用し、釉調の和名

は小学館『色の手帖』より似たものを使用した。なお、陶磁器の内複数の色が見られる場合は、

最も多く使用されている色を記し、その他は特記事項に記す。但し透明釉の場合は記入しない。

③ 特記事項 :陶磁器については窯名・窯詰め技術 。墨書・刻印・ヘラ記号等を、珠洲・瓦器 。

中世土師器は胎土中の含有物を記す。木製品のうち漆器椀は漆の色を記すが、記載がない場合

は黒色漆であることを示す。

注1 宇野隆夫 1982 「井戸考」『史林第65巻第 5号』
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第 I章 調 査 経 緯

1 調 査 に至 る経緯

A 調査の契機

能越自動車道は,富山県西部と能登地域の高速体系を確立するため,高規格幹線道路網計画の一環

として昭和62年に策定された。さらにこの道路は小矢部ジヤンクションで北陸自動車道や東海北陸自

動車道と接続し,三大都市圏との連携を強めることによって人や物の動きを活発化させ,地域の産業

の振興や豊富な観光資源の活用をはかることを目的としている。

道路は総延長約100kmが計画され,その内,富 山県内は約45kmで ある。この中には小矢部東・福

岡・高岡・高岡北・氷見の各インターチェンジが計画されている。

平成 2年 4月 に建設省から富山県教育委員会に建設計画が示され,早々に関係する建設省・富山県

荻育委員会・小矢都市教育委員会の三者で埋蔵文化財の取り扱いについての協議が行われた。その結

果,埋蔵文化財の分布状況を把握するため富山県教育委員会が主体となり小矢都市域の用地買収完了

地域の分布調査を早急に実施することとなった。

更に,平成 3年 4月 に建設省・富山県教育委員会・文化振興財団の間で再び協議がもたれ,用地買

収が遅れていた小矢部市域の一部,福岡町域を富山県教育委員会が分布調査を実施することとなった。

B分 布 調 査

平成 2年度の小矢都市域の分布調査は,小矢部市教育委員会の協力を得て,富山県教育委員会 (富

山県坦蔵文化財センター)が主体になり, 4月 17。 18の 2日 間実施された。本線敷地内 (小矢部ジヤ

ンクションから福岡インターチェンジ手前の小矢部市域)及び国道 8号線から福岡インターチェンジ

までのアクセス道路敷地内のうち,未買収地を除く小矢部市域が対象地である。

調査の結果,新たに6箇所の遺跡推定地が発見さ

れ,便宜上,本線敷地内は小矢部ジヤンクション側

から,NE」 -01・ 02・ 03・ 04,ア クセス道路は福

岡インターチェンジ側からNE」 ―A01・ 02と 仮称

された。

平成 3年度の福岡町域を主体 とする分布調査は,

福岡町教育委員会の協力を得て,富山県教育委員会

(富山県埋蔵文化財センター)が主体になり,12月

3日 に実施された。本線敷地内 (福岡インター手前

から福岡サービスエリア間),ア クセス道路敷地内の

福岡町域及び買収が遅れていた小矢部市芹川地内が

対象となった。

調査の結果,本線敷で新たに3箇所,ア クセス道

路敷で新たに小矢部市域で 1箇所が発見され,更に

周知の推定地 1箇所で範囲拡大が確認された。本線

敷は福岡インターチェンジ側からNE」 -05・ 06・

小矢部JCT 富山

富山県

′令ツ́＼_⌒

第 1図 調査位置図



1 調査に至る経緯

07,ア クセス道路敷はNE」 ―A-01の 範囲拡大域の福岡町域 をNEJ― A-03,小矢部市芹川地内のN

E」 ―A04と仮称された。

C試 掘 調 査

平成 2年度の分布調査結果は, 5月 24日 に建設省 。富山県道路課 。同企画用地課・富山県道路公社・

富山県教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財センター・小矢部市教育委員会の七者による協議の場で

報告され,今後の取 り扱いについて検討が行われた。その結果,早急に試掘調査を実施 し,よ り正確

な範囲や内容を把握する必要があるとされた。

試掘調査は小矢部市教育委員会が建設省からの委託を受け,11月 1日 から12月 22日 まで実施 した。

試掘溝は童機 と人力で遺構・遺物を確認 しながら掘削した。その結果,NE」 -04・ NEJ― A-01・

NE」 一A-02の 3箇所で遺構・遺物が確認され,五社遺跡,石名田遺跡,地崎遺跡と命名された。ま

た,本調査が必要な面積は合計約54,000♂ と判断された。

試掘調査の結果は,平成 3年 2月 26日 に建設省・富山県道路公社・富山県教育委員会文化課・富山

県埋蔵文化財センター 。小矢都市教育委員会の協議の中で報告された。

平成 3年度の分布調査結果は,平成 4年 1月 10日 に建設省・富山県教育委員会文化課 。富山県埋蔵

文化財センター 。文化振興財団の四者の協議の場で報告され,早急に試掘調査を実施する必要がある

とされた。

試掘調査は文化振興財団が建設省から委託を受け, 6月 1日 から7月 7日 まで実施 した。試掘溝は

調査対象面積の 50/Oを 目安に10mか ら20m間隔で設定 した。試掘溝の幅は約 2mで ,遺構・遺物の出

土状況を確認 しながら重機で掘削した。

その結果,NE」 -05。 NEJ 06・ NEJ 07・ NEJ― A-03の 4箇所で遺構 。遺物が確認された。

更に,NE」 06イよ2地点に分かれることと,NEJ― A-03は 石名田遺跡 と同一遺跡で範囲が拡大す

ることが確認された。NE」 -05は 開諄大滝遺跡,NEJ-06は 表島遺跡 。江尻遺跡,NEJ-07は下

老子遺跡,NE」 ―A-031ま 石名田木舟遺跡 と命名 された。また,本調査が必要な面積は合計で約

130,900♂ と半1断 した。

試掘調査の結果は, 9月 17日 に建設省,富山県教育委員会文化課,富山県埋蔵文化財センター,文

化振興財団の四者による協議の中で報告された。

D 本 調 査

平成 3年 4月 以降,建設省から遺跡の範囲が確定 した五社遺跡,石名田遺跡,地崎遺跡の本調査要

望が強 くなされていた。これを受け,富山県教育委員会及び文化振興財団は東海北陸自動車道関連の

調査が終了する平成 4年度から本調査を受託することを決め,調査体制の整備や調査方法の検討に入

った。

平成 4年 4月 17日 の建設省,富山県教育委員会文化課,富山県埋蔵文化財センター,文化振興財団

の四者協議で初年度は最も南側に位置する五社遺跡の本調査が決定された。

五社遺跡の調査は, 7月 20日 から12月 27日 まで実施 し,古代。中世の遺構・遣物が多 く検出された。ま

た,遺跡の一部分は用地買収の遅れや下層遺構の新たな発見により,平成 6年までの 3年間の継続調

査 となった。

2年目の本調査 となる平成 5年度は,更に調査体制を整備 し,平成 7年度末の福岡インターチェン

ジまでの供用開始時期に間に合わせるために,開帯大滝遺跡の調査を主体に,五社遺跡や石名田木舟

遺跡の一部も手がけた。 (池野正男)



第 I章 調 査 経 緯

遺 跡 名 所 在 地 面 僣 (ぽ ) 調査期間 遺 権 遺 物 時 代 面積 (ド )

NE」 ‐01 小矢部市水島
分布調査  5,600 H2.4 17-4 18

試掘調査   271 H2.■ .1～ ■.2 な し 珠洲・陶器 中世・近世

NE」 -02 小矢部市水島
分布面積  8,Oω H2.417～ 4.18

試掘面積 H2.■ 1～■ 2 な し 陶磁器 近 世

NE」 =03 小矢部市道明
分布調査  16,800 H2 4 17～ 4.18

試掘調査   1,184 H2■ 1～ 11.2 な し 陶磁器 近 世

NE」 -04

(五社遺跡)

小矢都市五社

分布調査  67,000 H2 4.17～ 4.18

試掘調査  2,977 H2.11.6～ 12.5 掘立柱建物 土坑 溝

須恵器・土師器 製塩

土器 珠洲 ,中世土師

器 輸入陶磁器

◎平安時代後半

◎中世

近世

32,CX10

本調査 (延べ)31,100
H4.7.20

～12.27

掘立柱建物・井戸・土

坑・溝・畠 集石

須恵器・土師器・灰THI

陶器・緑釉陶器・製塩

土器 中世上師器・珠

洲・輸入陶磁器・木製

品 ,金属製品

◎平安時代後半

◎中世

近世

本調査 (廷べ)6,209 H5.419～128
竪穴住居・掘立柱建物・

溝 畠・集石

土師器・須恵器・木製 ◎古墳時代中期

◎平安時代前半

本調査 (延べ)6,990
H65。 18

～10.25

掘立柱建物・土坑・溝

柵

須恵器・土師器・製塩

土器・中世土師器 珠

洲・瀬戸美濃 輸入陶

磁器 木製品

◎平安時代後半

◎中世

NE」 06

(開奪大滝遺跡)

福岡町開存

大滝

分布調査  78,400 H3.12.3

試掘調査  4,660 H4.619～77 掘立柱建物 土坑 井

戸・溝

中世土師器・珠洲 陶

磁器 木製品

◎中世末

近世
25,300

NE」 -06-b

(蓑島遺跡)

福岡町蓑島

分布調査  72,500
試掘調査  2,900

H3.12.3

H4617～ 6.29 土抗・溝 縄文土器 陶磁器
◎縄文時代晩期

近世
3,400

NE」 ‐06a

(江尻遺跡)

福岡町江尻

H3.12.3

H4.6.17～ 6.29

掘立柱建物 ・土坑・溝 弥生土器・中世土師器 弥生時代後期

中世

◎近世

12,100

NE」 =07

(下老子遺跡)

福岡町下老子

分布調査74,800 H3,12.3

試掘調査  4,9011 H4.6.1～ 6.17

竪穴住居・掘立柱建物・

土抗 溝

弥生土器 石器・土師

器・須恵器・中世土師

器・珠洲・輸入陶磁器

木製品 陶磁器

◎弥生時代後期から末

古代

中世

◎近世

68,50Э

NEJ― A01
(石名田遺跡)

小矢部市

石名田

分布調査  25,200 H24.17～ 4.18

試掘調査   1,462
H311.30

～12.13

掘立柱建物・土抗・溝 須恵器・土師器 中世

土師器 珠洲・輸入陶

磁器・木製品

◎奈良・平安時代

◎中世

近世

21,000

NE」 ―A-02

(地崎遺跡)

小矢都市地崎

分布調査  19,800 H2.4.17-4.18

試掘調査  1,049
H3.■ .30

～12.21

掘立柱建物・穴 陶磁器・木製品 ◎近世
1,000

NEJ― A03
(石名田木舟遺

跡)

福 岡町木舟

分布調査  32,600 H312.3

試掘調査  2,100 H46.16～ 7.1

竪穴住居・掘立柱建物

土抗・溝 杭列・礎石

建物・根大敷建物・埋

養状土抗

須恵器 土師器・珠洲・

輸入陶磁器・越前・中

世土師器 瀬戸美濃 ,

陶磁器 木製品・金属

製品

◎古代

◎中世

近世 21,600

NE」 ―A-04 小矢部市芹川
分布調査  19,41Xl H3.123

試掘調査   91111 H4.6.15～ 6.16 な し 陶磁器

※ ◎は主体をしめる時代

第 1表 試掘調査結果一覧



2 調査経過

2調 査 経 過

A調 査 方 法

発掘調査の基準となるグリッドの設定に際しては国家座標を用い,遺跡毎に起点を設定 した。開律

大滝遺跡は+76.100,-21.830,地 崎遺跡は+75.850,-23.550を XOYOと し,南北方向をX軸 ,東

西方向をY軸 とした。グリッドは2m方眼とし,各グリッド名は右上のX軸 とY軸の座標 とした。

開帯大滝遺跡の発掘範囲はX24～ X l18,Y28～ Y137ま でであり,調査区は農道や用水,畦畔など

でA,B,C,D,E,Fに 分けている。また,地崎遺跡の発掘範囲はX30～ X54,Y51～ Y94ま でで,

調査区のほぼ中央を走る農道によって東区,西区に分けている。

調査は表土・耕作土・無遺物層の除去,包含層の発掘,遺構確認面の精査・遺構の検出,遺構の発

掘,遺構の記録,写真撮影,空中写真測量,補足作業の順で行った。

表土・耕作土・無遺物層の除去は,人力掘削による調査の事前準備 として,調査員立ち会いのもと
,

試掘調査の結果をふまえ,基本層序を確認 しながら,事業者側がバックホウにより行った。場所によ

っては無遺物層の除去も行った。

包含層の発掘はスコップ等を用い,人力で掘削 した。フF土 はベル トコンベヤーを使用 し,路線敦内

の調査区隣接地に集積 し,ダ ンプによる調査区外への搬出は事業者側が行つた。

遺構確認面の精査・遺構の検出は,遺構確認面に達するとジヨレンやねじり鎌で精査 し,検出した

遺構はスプレーペンキ等でマーキングを行い,遺構概略図を作成した。検出した遺構には遺構番号を

付すが,各地区毎に遺構の種類に関わらず通 し番号 とした。また概略図には遺構上面の覆土色を記入

し,検討の材料 とした。

遺構の発掘は柱穴・井戸・小さい土坑は長軸に沿って半裁,大 きい土坑は十字,ま たはそれ以上に,

溝は適宜に間隔をあけてセクションベル トを残 し,移植ごてで発掘 した。井戸の人力による完掘は最

小限にとどめ,重機により完掘 した。

遺構の記録は断面図を1/20で 実測 し,遺構によつては1/10の 遺物出土状況図を作成 した。各遺構の

断面は351mカ メラで,出土状況図や個別の完掘写真・ブロツク写真はブローニー判もあわせて撮影 し

た。調査区の全景写真は 4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影 している。フイルムは,35almは

カラーと白黒,ブローニー判・ 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用 した。遺構の平面図作

成には空中写真測量を利用 し,面積によってクレーンとヘリコプターを使用 した。

人力で完掘できなかった井戸はバックホウで断ち割 り,下層の層位,最終レベルの確認,遺物の採

集を行つた。また,空中写真測量のために残 した畦などをはずし,遺構の完掘を確認 した。

B 調査の経過

平成 5年度の調査は,建設省 との協議のうえ,本線敷内では福岡インターチェンジ部分の開帯大滝

遺跡・五社遣跡を,ア クセス道内では地崎遺跡・石名田木舟遣跡を対象に,調査員 2名 1班の体制で

行つた。開諄大滝遺跡の遣構は,A地区・B地区及びC地区の一部で近世面と中世面に分かれてお り,近

世面の調査終了後,順次中世面の調査に入った。調査期間は5月 19日 ～12月 21日 まで,調査総面積は

28,063♂である。また,地崎遺跡の調査期間は5月 11日 ～ 7月 27日 まで,調査総面積は1,636♂である。
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遺  跡 地  区 調 査 期 間 延べ日数 調査面積 調査担当者 検 出 遺 構 出 土 遺 物

開存大滝 A 近世面

中世面

8月 23日 ～10月 18日 30日 間 2,104ぱ 三島道子 畠、溝、土坑 中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、
白磁、青磁、中国製染付、越中
瀬戸、唐津、伊万里、石製品、
金属製品、古銭

10月 20日 ～12月 21日 39日 間 2,104♂ 佐賀和美
越前慎子
三島道子

掘立柱建物、溝、井戸
土坑、石列遺構

中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、
白磁、青磁、中国製染付、越中
瀬戸、唐津、伊万里、石製品、
木製品、金属製品、鎧

B 近世面

中世面

7月 21日 ～8月 31日 19日 間 2,9∞ ド 三島道子 柱穴、溝、土坑、畦畔
遺構

珠洲、越前、瀬戸美濃、越中瀬
戸、唐津、伊万里、肥前、木製
品、石製品、金属製品

9月 1日 ～9月 21日 9日 間 2,900♂ 三島道子 溝 須恵器、土師器

C 近世面

中世面

6月 24日 ～7月 27日 18日 間 2,315♂ 河西健二
柴回真澄

畠 瀬戸美濃、越中瀬戸、伊万里

7月 28日 ～12月 15日 75日 間 5,225♂ 河西健二
柴口真澄

掘立柱建物
土坑、道路
遺構

戸
畔

井
畦

溝
畠

中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、
白磁、青磁、中国製染付、土師
質土器、朝鮮陶器、木製品、石
製品、金属製品、土製品、炉壁、鉄
津

D 6月 24日 ～9月 22日 40日 間 4,202nF 池野正男
谷杉廷子

掘立柱建物、井戸、土
坑、石敷

中世土師器、珠洲、瀬戸美濃、
白磁、青磁、越中瀬戸、本製品、石
製品、金属製品、古銭

E
6月 2日 ～7月 23日 26日 間 3,673ぽ 池野正男

谷杉廷子
掘立柱建物、溝、土坑

白磁、越中瀬戸、唐津、肥前、
金属製品

F
5月 19日 ～6月 22日 17日 間 2,640♂ 男

子
正
廷

野
杉

池
谷

溝 越中瀬戸、唐津、古銭

地  崎 5月 11日 ～7月 27日 48日 間 1,636nド 佐賀和美
越前慎子

掘立柱建物、溝、井戸
土坑

瀬戸美濃、志野、白磁、青磁、
越中瀬戸、唐津、伊万里、肥前、木
製品、石製品、金属製品

第 2表 調査一覧

2調 査 経 過

C調 査 体 制

総  括 桃野 真晃 埋蔵文化財調査事務所所長

関   清 埋蔵文化財調査事務所所長代理

庶  務 大房 友明 埋蔵文化財調査事務所主事

中川 靖夫 埋蔵文化財調査事務所主事

調査総括 池野 正男 埋蔵文化財調査事務所調査第一係長

調 査 員 神保 孝造 埋蔵文化財調査事務所主任

河西 健二 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

佐賀 和美 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

越前 慎子 埋蔵文化財調査事務所文化財朱護主事

谷杉 廷子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

三島 道子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

山元 祐人 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

森本英津子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

柴口 真澄 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

D 現地説明会

発掘調査の結果を広く一般に公開するために,年に1回 ,調査工程を検討しながら対象地区を選定

して現地説明会を実施した。説明会は石名田木舟遣跡で行い,開書大滝遺跡・地崎遺跡については記

者発表のみであった。

平成 5(1993)年 9月 27日  新聞記者発表 。開催案内

9月 30日  各紙に掲載 北日本新聞「16世紀の
｀
町並み

″
発見 木舟城下町跡か」

北陸中日新聞「近世のかじ屋群跡か」
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E 整理の経過

出土遺物は各年度内に可能な限り洗浄・注記・分類を行った。木製品・石製品 。金属製品について

は,メ モ写真を撮影して整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図るためオートシーラー

と専用フイルムを用いてパックし,仮保管している。調査概要については F埋蔵文化財年報』(5)と

して発干Jし ている。

報告書刊行に向けての本格的な整理は,平成10年 4月 に開始した。平成10年度は遺物の実測 。遺構

や遺物の挿図作成 。図版作成 。写真撮影・原稿執筆・編集が中心で,平成11年度は印刷を行った。 】

遺物の実測は土器・陶磁器の大部分を調査員及び整理作業員が行った。木製品・石製品 。金属製品

については,業者委託による写真実測で行った。実測図は種類別の遺物カードに直接書き込むか貼り

込んで整理した。遺構の実測図・写真・航空測量図はそれぞれの台帳を作成して整理し,遺構カード

とともにパーソナルコンピュータを使用してデータ入力した。挿図にある遺構・遺物については,観

祭表として掲載した。データ入力は人材派遣会社に委託し,整理作業員が補足した。

遺物の写真撮影は業者委託し, 4× 5イ ンチ判及び5× 7イ ンチ判を基本として,白黒とカラース

ライドフイルムを使用した。写真図版には密着焼付または引き伸ばしたものを使用した。遺構写真 。

遺物写真のうち重要なものはプロフォトCD化 して保存した。

自然科学的分析は平成 9年度から平成10年度にかけて専門機関等に委託し,その結果報告を掲載し

た。

木製品・金属製品のうち重要なものは,平成 9年度から平成10年度にかけて元興寺文化財研究所に

委託して保存処理を行った。

F整 理 体 制

平成 9(1997)年度

総  括 桃野 真晃

谷井 保夫

庶  務 宮成 真幸

蒲田 和志

整理総括 山本 正彼

担  当 中川 道子

三島 道子

平成10(1998)年度

総  括 桃野 真晃

谷井 保夫

庶  務 宮成 真幸

蒲田 和志

江本 裕一

整理総括 池野 正男

担  当 中川 道子

三島 道子

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一課長

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
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地一立

富山県は本州のほぼ中央に位置 しており,東 を北アルプスに,西 を両白山地及び西部丘陵に,南を

飛騨高地に囲まれ,北は富山湾に面 している。飛騨高原山地から北側に接 して連なる音川山地,呉羽

丘陵は県中央部に突出し,東部の複合扇状地平野 (狭義の富山平野)と ,西部の砺波平野に三分 して

いる。砺波平野北半の大部分は庄川新扇状地を形成 し,面積約146k�で日本の沖積扇状地の中でも最大

級の面積を有 している。扇状地上には庄川の変遷を示す河道跡が放射状に残っている。これに対 して

小矢部川流域の平野は,庄川新扇状地の発達に押されて狭い低地となってお り,小矢部川は丘陵裾を

蛇行 して北流する。

小矢部市・福岡町は富山県西部に位置している。小矢部市は三方を丘陵性山地に囲まれ,北 と東は

福岡町と接 している。小矢都市北部の丘陵は稲葉山 (347m)を最高点とし,北東に進むにつれ高さを

減じて福岡町西部の宝達丘陵に連なり,高岡市へと通 じている。西部は石動断層線と天田峠を通る国

道 8号線とに限られた地域で,極めて浸食されやすい砂山砂岩で構成されてお り,浸食谷が発達 して

いる。南部は医王山の北側を占める蟹谷丘陵地域である。これらの丘陵は石川県との県境となってお

り,浸食谷の源流部に形成された倶利伽羅峠や砂子坂峠などは,古来より越中と加賀の交通の要所 と

されてきた。東部には「散居村」地域としても著名な砺波平野が広がっている。

開律大滝遺跡は福岡町開諄 。大滝地内に所在 し,小矢部川と岸渡川に挟まれた河岸段丘上に立地し

ている。標高は21m～ 23mを 測 り,庄川新扇状地と小矢部川低地との境目に位置する。地崎遺跡は小

矢部市地崎地内に所在 してお り,小矢部川低地上に立地し,遺跡の北東約 l kmに 現在の小矢部川の河

道がある。標高は22mを 測る。開書大滝・地崎の両遺跡が所在する一帯は,古 くから沖積活動によっ

て幾度となく流路を変えた庄川・小矢部川の氾濫による被害を受けてきたことが知られている。標高

20m～ 30mの扇端部一帯は湧水地帯としても知られ,ま た,標高10m～ 15mの末端部では網目状流路

をとる大小河川の浸食によって複雑な微地形が発達 している。

2 歴 史 的環 境

開帯大滝・地崎遺跡の周辺では縄文時代から近世までの各時代の遺跡が認められるが,こ こでは時

代を追って主な遺跡について紹介していく。

縄文時代には小矢部川右岸では蓑島遺跡 (5),高 田新茅道遺跡 (13),駒方遺跡 (14)な どがある。

3遣跡ともに標高10m～20mの庄川扇状地端部に位置し,縄文晩期の遺跡として知られているが,遺

構は自然流路・溝・穴で集落の実態については不明である。小矢部川左岸では桜町遺跡 (47)がある。

桜町遺跡は小矢部川と子撫川の合流地点から丘陵地帯の河岸段丘に広がる約60万♂の大規模な遣跡で
,

縄文時代から現代に至るまで連綿と営まれた複合遺跡であることが確認されている。縄文時代につい

ては,草創期から晩期まで縄文時代金期間の遺物が出土している。縄文時代中期の層からは高度な技

術で加工した建築部材や,多量の木の実やコゴミなどの植物が出土し,注 目された。

弥生時代では小矢部川右岸に下老子笹川遺跡 (7),石塚遺跡がある。下老子笹川遺跡は能越自動車

道の路線上に位置しており,1995年 より調査が行われている。その結果,縄文から近世までの複合遺
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跡であることが確認されており,な かでも周溝をもつ建物が20棟以上検出され,弥生時代後期から終

末期の大規模な集落であつたことが判明している。石塚遺跡は北陸本線高岡駅と西高岡駅のほぼ中間

に位置し,弥生時代中期の拠点的集落として著名である。

古墳時代は小矢部川左岸の丘陵裾沿いの山腹斜面に,馬場古墳群 (22),加茂神社古墳群 (23),下

向田古墳群 (28),加茂横穴墓群 (25),桜町横穴墓群 (44)な どの古墳や横穴墓が目立っている。集

落遺跡については,五社遺跡 (4)で古墳時代中期の竪穴建物が検出されているが,調査例が少なく,

実態は明らかでない。                                   
】

古代では石名田木舟遺跡 (3),桜町遺跡がある。石名田木舟遺跡は小矢部川右岸に位置 し,縄文時

代から近世にかけての複合遺跡である。古代については 7世紀後半～ 9世紀後半の遺構・遺物が確認

されてお り, 8～ 9世紀を主体とする集落遺跡と考えられている。 7世紀後半～ 8世紀初めのものと

考えられる瓦塔や阿弥陀三尊像などの仏具関連の遺物が出上 しており注目された。桜町遺跡では, 6

世紀末～ 8世紀前半の40棟 を越える建物が確認されている。また,古代北陸道と考えられる遺構も検

出され,律令期の中心が桜町周辺にあるものと推定された。

小矢部市域には五社条里遺跡 (9),田川条里遺跡 (43),桜町条里遺跡 (46),石動条里遺跡 (49),

表輪条里遺跡 (59)な どの条里形地割が多 く残ってお り,小矢部川左岸にまとまって分布 している。

古代から中世にかけての砺波平野では荘園が増大 していき,小矢都市域では埴生庄,松永庄,糸 岡庄

など多 くの荘園が成立していった。

中世では倶利伽羅峠が合戦の舞台となるなど交通・軍事の重要な拠点となった。平野を望む丘陵部

には鴨城 (26)や 田川城 (38),今石動城跡,蓮沼城などの城館が築かれている。一方,平野部では開

書大滝遺跡 (1)の 南西約870mに木舟城跡 (8)がある。木舟城は寿永三年 (1184)年 に石黒氏が築城

したものといわれ,砺波地方の北部地域を支配する中心的な勢力となった。戦国時代末期には上杉氏 ,

佐々氏,前田氏の居城となり,天正十三 (1586)年の白山大地震によって崩壊 したと伝えられている。

その周辺には城下町が発達 したとされ,石名田木舟遺跡,開帝大滝遺跡では15世紀末～16世紀後半に

かけての遺構・遺物が確認されている。開待大滝遺跡では, 2本の道路跡と短冊形地割に整然と並ぶ

建物や炉関連遺構・井戸などが検出されており,F貴船城古今誌』に掲載されている位置図と比較する

と,鉄砲町・鍛冶屋町付近に相当することから木舟城の城下集落と考えられている。木舟城の崩壊後

は城主前田氏が今石動城に遷ったため,城下の町人も石動や高岡などに移住 し,農村となっていった。

近世以降には砺波平野一帯は加賀藩の支配下に入 り,灌漑用水の充実などの開拓政策によって開発

が進み,米の生産量は加賀百万石を支える要因ともなった。小矢部川左岸の石動には町奉行が置かれ,

北陸道の宿場町としても,年貢米の集散地としても重要な町となっていった。これに対 し,小矢部川

右岸の平野部では地崎遺跡 (2)や江尻遺跡 (6)な どで屋敷跡が確認されているが農村 となり,現在

では豊かな水田地帯となっている。

参考文献 石黒光祐他 1992 『貴船城古今誌』 木舟城跡保存会

小矢都市 1971 F/Jヽ矢部市史』

福岡町史編纂委員会 1969 『福岡町史』

(三島道子)



第 3図 周辺遺跡位置図(1:50,000)
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遺  跡  名 所 在 地 種   類 時 代 支 献

1 開需大滝遺跡 福岡町開帯 散布地 中世～近世

2 地崎遺跡 小矢部市地崎 集落・荘園 江 戸

3 石名田木舟遺跡
小矢都市石名田
福岡町木舟

散布地
弥生・奈良・平安・鎌倉・
室町

13,15, 16, 17,
19, 23, 27, 33

4 五社遺跡 小矢部市五社 集落 ・荘園 平安 中世 4,16.17,22,33

5 奏 鳥 清 脈 福岡町蓑島 集 落 縄文・近世 5、  19

6 江尻遺跡 福岡町江尻 集落 古墳・中世～近世 5, 19

7 下老子笹川遺跡 福岡町下老子
高岡市笹川

集落 弥生～近世 15,18,19,20,21

8 木舟城跡 福岡町木舟字西堀 城館 中 汁 →斤世

9 五社条里遺跡 小矢部市五社 条 里 古代・中世

木舟北遺跡 福岡町木舟 集 落 古代・中世
キ潜浩 麻 福岡町大滝 散布地 中 世 近 世

高田新西後遺跡 高岡市高田新字西後 散布地 縄文 (晩 )・ 奈良～中世

高田新茅道遺跡 高岡市高田新字茅道 散布地 縄 文 (晩 )

駒方遺跡 高岡市駒方 散布地 縄文 (晩),古代・中世

立野地頭田遺跡 高岡市立野字地頭田 散布地 縄文 (晩 )・ 奈良・平安

中保 D遺跡 高岡市中保 散布地 古墳～中世

小竹 C遺跡 高岡市小竹 散布地 古増～中世

上開発遺跡 高岡市上開発 散布地 奈良～中世

今市遺跡 高岡市今市 散布地 弥生～近世

三ヶ潰跡 高岡市三ヶ 散布地 古 婚 ～ 中 世

油屋寺田遺跡 高岡市戸出字油屋 散布地 古墳～平安 ?

馬場古墳群 福岡町馬場 古 増 古墳

力B茂榊社古増群 福岡町馬場 古墳 古墳

馬場東城跡 福岡町馬場 山城 中世

加茂横穴墓群 杷 艦I IHT¬ Π汗 室 ★ ル 平ヽ 横 穴 古 墳

鳴城跡 福岡町加茂・島倉 山城 中世

土屋古墳群 福岡町土屋 古 墳 古 墳

下向田古墳群 福 岡 Hf「 下 岡 田 古 増 古 増

西明寺遺跡 福岡町里口 寺匠 ? 中世

上向田古墳群 福岡町上向田 古 墳 古 墳

上五位神社古墳群 福岡町上向田・上野 ? 古 増 古 墳

平尻山古墳群 福岡町上向田・上野 古墳 古墳

上野古墳群 福岡町上向田・上野 古 墳 古 墳 11, 28

上野A遺跡 福岡臣上野字岡山 集 落 縄 文 ユ削 中 ) 古 増

上向田経塚 福岡町上向田 経 塚 中世

上向田上野古墳群 福岡町上向田 古 墳 古 墳

オオノン トウ古増 小矢都市田 古 増 古 増

田ナ 城 跡 小矢部市田 山城 中世～室町 ?

田ナ 城 ヶ峰横穴墓群 小矢部市四 横 穴 古 墳

田 ) 白土山横穴墓群 小矢都市田 構 火 古 増 (イ態と)

田ナ 遺 跡 小矢部市田 散布地 不 明

田 ナ 三角山横穴墓群 小矢部市田 字三角山 横 穴 古墳 (後 )

田 ) 条里潰跡 小矢都市田 条 里 古代・中世

桜町横穴墓群 小矢部市桜町字深沢 横 穴 古墳 (イ券金) 11

桜町西古墳 小矢部市桜町 古 墳 古墳

桜町条里潰跡 小矢都市桜町・西福町 条 里 古代・中世

桜町遺跡 小矢部市桜町字産田 。中出・舟岡
西中野字小三味前・坂

集落 荘 園 1,2,3,4,5,6,8,
10,25,30,31,32

天狗山古増群 小矢都市桜町字地山 古 増 古 増 7

石動条里遺跡 小矢部市小矢部町・畠中町 条里 百 4モ ・「F Tr

御館山館跡 砺波市東宮森・西宮森 ・東中 城館 室町 ?

東中潰跡 砺波市東中 け値 ? 室 町

金屋本江遺跡 小矢言る市金屋本江 散布地 奈良・中世

卜倉の土居跡 砺波市鷹栖 城館 ? 室 町

鷹栖四谷遺跡 砺波市疼栖 墓 室 町

内御堂遺跡 小矢部市内御堂 散布地 中世

浅地遺跡 小矢都市浅地 散布地 奈良・中世

高木遺跡 小矢部市高木字野田島 散布地 糸呈文 奈 里 中 世

衰輪遺跡 小矢部市蓑輪 散布地 縄文・古墳・奈良・室町

蓑輪条里遺跡 小矢部市安養寺・高木・衰輪・興法
寺

条里 古代・中世

ズ ンデ山遺跡 小矢部市浅地字ズンデ山 古墳 古 墳

浅地和明社遺跡 小矢部市安春寺 散布地 弥生 (終末 )・ 古墳

興法寺古墓 小矢部市興法寺 ? 墓 ? 古イtr白 目Ⅲ 9 9. 11

清水遺跡 小矢部市清水
福野町本江 。若竹町

散布地 古墳 平安 近 世

代含 畔 循 林 砺波市鷹栖 城館 事 町

稲葉山砦跡 小矢部市田川 山城 中世
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2 歴史的環境

文  献
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2 伊藤隆三 1980 『富山県小矢部市 桜町遺跡発掘調査概報』小矢部市教育委員会
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14 財団法人富山県文化振興財団 1993 『埋蔵文化財年報』 (4)

15 財団法人富山県文化振興財団 1993 『能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告一小矢部市～福岡町間―』

16 財団法人富山県文化振興財団 1994 『埋蔵文化財年報』 (5)

17 財団法人富山県文化振興財団 1995 『埋蔵文化財年報』 (6)

18 財団法人富曲県文化振興財団 1995 『能越自動車道関係埋蔵文化財包蔵地調査報告一NE J08遺 跡―』

19 財団法人富山県文化振興財団 1996 『埋蔵文化財調査概要―平成 7年度―』

20 財団法人富山県文化振興財団 1997 『埋蔵文化財調査概要―平成 8年度―』

21 財団法人富山県文化振興財団 1998 『埋蔵文化財調査概要―平成 9年度―』

22 財団法人富山県文化振興財団 1998 F五社遺跡発掘調査報告 富山県文化振興財団埋蔵文化財調査報告第 9集』

23 斉藤隆・橋本正春 1995 F富 山県福岡町 石名田木舟遺跡発掘調査報告書』福岡町教育委員会・富山県埋蔵文化財センター

24 神保孝造 1997 F民 間分譲住宅地造成事業に係る埋蔵文化財発掘調査概要 木舟北遺跡』福岡町教育委員会

25 高木場万里 1987 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (個人住宅の建築に伴う中出地区の調査)J月 矢ヽ部市教育委員会

26 富山県立高岡工芸高校地理歴史クラブ・OB会 1972 『富山県高岡市 高田新・駒方遺跡調査報告書』

27 橋本正春 1996 『富山県福岡町 石名田木舟遺跡第3次発掘調査報告書』福岡町教育委員会・富山県埋蔵文化財センター

28福岡町 1969 『福岡町史』

29 宮田進- 1985 『富山県福岡町 下向田古墳群試掘調査概報』福岡町教育委員会

30 山森伸正・林浩明 1987 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (県道改良工事に伴う荏谷地区の調査)』 月ヽ矢部市教育委員会

31 山森伸正・岡本淳一郎 1989 『富山県小矢都市 桜町遺跡 (県道改良工事に伴う深沢地区の調査)』 月ヽ矢部市教育委員会

32 山森伸正・島田修- 1990 『富山県小矢部市 桜町遺跡 (船岡地区の重要遺跡確認緊急調査)』 月ヽ矢部市教育委員会

33 山森伸正・塚田一成 1991 『富山県小矢部市能越自動車道関係遺跡群試掘調査報告』小矢部市教育委員会
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

遺跡の概要

A 概 要

遺跡の時期は,中世末と近世の二時期である。中世末は最も広範囲に遺構が認められる。遺構は 2

本の南北に延びる道路の両側に掘立柱建物群が並び町屋群を構成する。町屋群の範囲は南側では調査

区外にも広が り,確定できなかったが,その他の三方はほぼ確定できた。北側の調査区D・ B区の大

半には遺構は認められない。この部分には砂層,暗褐色シル トなどの氾濫堆積層が厚 く認められる。

谷地形が入 り込み湿潤で居住空間には不向きな地質と推波1す る。東側は大区遺構群東端に土塁状の石

列が検出されている。石列は堤防としての機能が推測されており東限を示す。西側はE・ F区 を北上

する大溝によって遺構群は途切れる。大溝は出土遺物から近世まで機能してお り,更に大溝の西側は

表土の直下が砂礫層で氾濫淮積層であり,遺構は検出されなかった。これらのことから遺跡の範囲は

比較的安定 した自然堤防上に位置 し,町屋群の配置も地形に大きく左右されたのであろう。

遺構は道路 2本,掘立柱建物54棟,柵 12条 ,井戸32基の他,溝・土坑は多数検出されている。

道路は建物群の配置と遺構が希薄な帝状部分を道路と推定 した。東側の道路 1は北側では直線的に

南下し,調査区中央付近で弧を描 きながら西狽1に折れる。道路中央部には平行する 1条の溝が配置さ

れるが,側溝や石敷きなどの付属施設は無い。西側の道路 2は直線的に南北に廷び, 2本の道路は調

査区外で合流すると推定される。

2本の道路に挟まれたC・ D区の建物群は短冊状の区画溝が伴う。区画溝は 2本の道路に挟まれた

東西を大略 2分割 し,道路に面した間口が狭 く奥行 きが長い短冊形で,区画規模には大小があり,道

路 1に面する区画は南側に大区画がみられる。これに対 して道路 2の東側に面する区画は不明確な面

もあるが大区画で,奥行 きは狭い。区画の選地や建物配置からは道路 1が表道路であろう。これに対

して道路 1に面する東側建物群には区画溝は認められず,無作為に建物が立て替えられてお り,柱筋

は不揃いである。小区画内での建物の配置は比較的単純で道路に面 して桁を並行させた建物を中心に,

奥に空白域を設ける。この空白域には平行する数条の小溝が検出されることから,畠等があったので

あろう。大区画の場合は道路に面 した位置に並行 して 2棟程度の建物が配置され,奥にも数棟の建物

を配置する例が多い。建物群の配置状況は道路 1が直線的に延びる北側の S B31,32・ 35。 37は柱筋

を揃え整然と並ぶ。道路 2に面 した西側は用水等で未調査部分が多 く,不明確であるが僅かに遺構が

検出されている。

掘立柱建物の重複関係は多い建物で 3回程度で,重複関係の認められない単独建物も多い。出土遺

物の時期 とも勘柔すると,遺跡の存続期間は16世紀代の約100年程度と推定される。掘立柱建物の柱

穴は遺構検出面からの掘 り込みが浅 く,新旧関係が不明なものが多い。また,柱穴は小さく,柱の配

置は不揃いの建物が多い。これらは,中世末の建物の特徴と推測する。

井戸は道路に面 した建物に基本的には伴う。配置位置は建物に接 した裏側ないし横が一般的である

が,道路に面 した表側に配置 した例 もある。井戸は石組井戸が多 く,深さは lm程度と浅い。

近世の遺構はA区 とC区南狽1で 畠跡が検出されている。畠の畝方向はブロック状で異なり,東西・

南北方向がある。畝の幅は lm前後で比較的広 く,長 さは一定でない。
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1 遺跡の概要
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第Ⅲ章 開諄大涌遺跡

出土遺物は少な く明確でないが近世に属すると推定する。

B 土   層

基本層序  Ia層 ;表土・耕作土。 Ib層 ;暗灰責色砂質シル トや浅責色シル トでA区やC区東側で部

分的に認められる厚さ数 cmの薄い層である。 Ic層 ;浅黄橙色砂質シル トや責褐色砂質シル トで厚さ

は数 cmか ら10cm程度である。畝状遺構のさくの部分に堆積 し,近世遺構の検出面にあたる。 Id層 ;

褐灰色砂質シル トや灰責褐色砂質シル トで畠の畝の部分に堆積 した土層である。炭化物が僅かに混 じ

り厚さは数cmか ら20cmである。 E層 ;D区西側で部分的に認められる淡責褐色砂質シル トで,厚 さは

数cmか ら10cm程度である。Ⅲ層 ;色調や砂の混入割合が異なり, 9層程度に分層可能である。基本的

な色調は暗黄色の砂質シル トである。Ⅳ層 ;明褐灰色粘土質シル ト・青灰色粘土質シル ト・青灰色シ

ル トで 3層程度に分層が可能である。V層 ;オ リーブ褐色砂礫 。明掲灰色砂質上で分層が可能である。

Ⅲ・V層 は氾濫堆積層である。

Ⅲ・Ⅳ oV層 は起伏にとみ,地区,地点によって中世遺構の検出面が異なる。A区ではV層 ,C区
はⅢ・Ⅳ・V層 ,D区はⅢ・Ⅳ層が遺構検出面である。B区中央部やD区北側にはⅢ層がみられず谷

地形が入る。西側のE・ F区では Ia層 の直下にV層 の砂礫層が現れる。

C地 震 痕 跡

遺跡内から地震痕跡である噴砂が数多 く認められる。噴砂は遺構やその坦土を切 り裂いていること

から遣構埋没後の地震痕跡であることは間違いない。但 し,幾多の地震痕跡でも,同 じルー トで噴砂

が吹き上がる可能性もあり,数度の地震痕跡である可能性も捨てきれない。文献上では天正13年 (1586

年)と 安政 5年 (1858年 )に地震に被災 し,大 きな被害を出した記録があり,後者の地震痕跡である

可能性が高い。更に,噴砂は近世遺構の畝やさく埋上をも切 り裂いてお り,安政 5年の噴砂痕跡とす

ると畝状遺構の構築時期はそれ以前となる。

D 中世遺構 の記述

中世の遺構はほぼ全調査区に広がる。遺構の記述に当たって,掘立柱建物を中心に項目を設け,建
物に付属する井戸・土坑などの遺構も同時に記述する。また,遺構内出土遺物も同様 とする。但 し,

所属が明確でない土坑や包含層出土遺物などは地区毎の最後にまとめて述べる。

C区の区画溝をもつ遺構群は,前述 した掘立柱建物を中心とした項目の前に区画毎に大項目を設ける。

更に所属が明確でない遺構も区画内遺構として記述 し,区画毎に完結させる。但 し,包含層出土遺物

は量が少ないため地区ブロックの最後にまとめる。

記述の順序は道路1に 面 した東側

建物群の北側から始め,南下する。

次に道路 1に面 した西側建物群に移   近世 →

り南端から北上 して説明する。その

後,道路 2に面 した東側建物群の北

端に移 り,南下して説明する。最後   中世 →
にE区の遺構・遺物の説明を行う。

具体的な地区名はD区東側遺構群 ,

A区遺構群,C,D区 区画番号順 ,

最後にE区の順に説明する。

(池野正男 )

第 5図 開醇大滝遺跡基本層序模式図
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2 遺構・遺物

2 遺 構 ・遺 物

A 中   世

中世面ではC地区を中心として南北およそ150m,東西に最大90mの 町並みが確認されており,54棟

の建物,井戸,土坑が道路に沿って整然と並んでいる。建物構造は掘立柱によるものが多いが,柱穴

が極めて浅い礎石・礎板・束柱痕などの上台基礎痕と考えられるもの,及び掘立柱建物との折衷型が

あると考えられる注1が半J別がむずかしく,こ こでは掘立柱構造をとるものとして扱っている。

道路 1東側遺構群

道路 1の東側には道路に沿って建物15棟 と,それに伴うと考えられる溝,土坑,井戸などの遺構が

確認されている。町並みを形成する区画溝はほとんど検出されなかった為,道路 1の東側は建物とそ

れに関連すると考えられる遺構を,建物ごとに記述する。

道路 1(第 7・ 8図 )

道路 1は D地区の西端からC地区北東角を通りA地区,C地区南東角へ緩くカーブしながら伸びて

いる。遺構の空白地帯となっており,道路 1の幅員は約10mと 推定できる。道路の幅員は北側のほう

が広く12mで ;南側に行くにつれて狭くなり南端では10mと なる。道路面は特に堅く締まって検出さ

れたわけではないが,C地区の南壁断面では建物遺構面よりも10cmほ ど高い面で観察された注2。 道路

上面にはバラス状の礫が認められたことから,若干の盛土を行つている可能性がある。道路 1の 中央

にはS D4041'S D170が 存在している。溝の幅は30cm～ 60cmで,C地区南壁断面では130cmを 測る。

深さは8 cm～ 10cmで,埋土は暗灰黄色粘土質シルトである。S D170か らは中世土師器 (3),珠洲甕

(フ・′の,石臼 ("。 ′の が出土している。∂は16世紀末の時期に想定される。9は 中甕の口縁で,D

地区南西端の包含層出土の破片と接合している。また,′θの甕胴部破片とは同一個体と思われる。Ⅵ

期
注3に比定されるもので,伝世品の可能性も考えられる。′′は上臼,′2は下臼であり,共に凝灰角礫

岩,いわゆる「桑山石」の製品である。

1号建物 (SBl,第 6図 ,図版26)

D地区の南東端に位置し,S D170か ら東へ 8m離れている。建物の柱穴は浅いものが多く,南端の

柱穴は調査中に消滅したが, SBlは西に22° 振る3柱穴 l列の柱列である。 S P 4015と S P 4011の

柱間は2.6mを測り,S P4011の南側でほぼ等間隔の辺りに柱穴らしい痕跡が確認されている。柱列

はS D170と ほぼ並行しており,柱列の東側には,土坑 (S K4006),井戸 (S E40能),石敷き遺構

(S X4005, S X4064)が あり, SBlを構成する諸施設と考えられる。SBlは ,道路に沿って立

つ 2間 ×1間の建物で,柱列の東側は土台等と仮定し石敷きを含む17♂ ほどの敷地をもつものと推定

している。

4006号土坑 (S k4006,第 6図 )

S K4006は S P 4011の 東側に隣接する80cm× 48cmの楕円形の浅い土坑で深さは8 cmを測る。底面に

炭化物が堆積しており,50cm× 40cmの範囲で円形の焼土が確認されている。このことから,炉跡の可

能性が考えられる。

4005号 。4064号集石遣構 (S X4005,S X4064,第 6図 )

石敷き遺構としたS X4005, S X4064は柱列の東1.5mに 位置する。拳大ほどの礫がまとまって検出

されたもので,180cm× 100cmほ どの範囲で認められ,掘 り込みはもたない。SBlの屋内に当たり,

上間の可能性も考えられる。

rδ



第Ⅲ章 開静大滝遺跡

0       1:3(ィ )     10cm

Ｐ４０‐７　　蜘

頓
③

Ｓ

ｗ

ＳＢ‐
ヾげ

◎
ゆ

3域
鋤
∵

SK4006                        sD4063
1 2δY7/a浅 責色砂(氏に炭が隊かれている)    I sY411灰色ンルト

遺構・遺物実測図 (中世)

1. SB1  2. SE4004  3. SK4006  4. SX4005・ SX4064  5, SD4063
SD4063(′ )

第 6図

=7



2 遺構・遺物

4004号井戸 (S E 4004,第 6図 ,図版26)

S E4004は S P 4015の 東約 2mに位置する,110c皿 ×108cmの 石組井戸である。石組は4段で,北西

側は部分的に崩れている。深さは30cmを 測 り,埋土は灰色砂である。 S E 4004は 道路に面 した建物の

裏側に位置 している。 S E 4004を はじめSBlに 関連する遺構から遺物は出土していない。

4063号溝 (S D4063,第 6図 )

S D4063は SBlの 北西1lmに位置する南北方向の溝で,道路 1の幅員内にかかる。溝幅は32cm,

深さ10cmを 測 り,埋土は灰色シル ト,黄灰色粘質シル ト,灰色砂である。瀬戸美濃の皿 (′)が出上 し

ている。Fは 16世紀後半の時期が想定される。

2号建物 (SB2,第 7図 ,図版26)

C地区の北東隅,SBlの 南約 5mに位置 している。 S D170か ら東に6m離れ,ほぼ並行 してい

る。一部調査区境にかかり途切れているが,桁行7.3m× 梁行4,Om,平面積29。 2♂ で,主軸はN-15°

―Wの南北棟の建物である。 2間 ×2間の側柱建物としているが,柱穴は極めて浅 く土台基礎痕の可

能性も考えられる。 S P 127と S P 1321よ 棟持ち柱の可能性もある。建物の内部に土坑 (S K8),道路

から見て建物の裏側に丼戸 (S E181)があり, SB2を構成する施設と考える。

8号土坑 (S K8,第 8図 ,図版26)

S K8は 200cm× 190cm,深 さ6 cmを測る不整形の竪穴状土坑
注4で ,北西角は柱穴を避けてカットさ

れている。埋土は緑灰色砂質シル トで,ほぼ全面に炭化物が堆積 している。北東角と南東角では小石

の集積が見 られ,漆器数個体 (2～)と 蓋 (0と 考えられる円形板が出土 している。 SK8は 土間

などの作業場 と考えられる。礫に混 じって出土 した漆椀は内外面黒漆でぢ・イは外面,jは底部内面に

赤色で文様が描かれている。イとjは いずれも丸に扇の文様で,同一個体の可能性がある。

181号井戸 (S E 181,第 8図,図版26)

S E181は C地区北東角にあり,上部のほとんどを排水溝によって破壊されている。残存する部分で

は直径80cmを 測る円形の石組井戸で,桶の側板が出土 しており,水溜として桶が用いられていたと思

われる。湧水のため,井戸底の確認はできていないが,桶の下端のレベルは標高20.84mを 測る。埋

土はにぶい責褐色砂質シル ト,緑灰色砂である。遺物は漆椀の底部 (力 がある。

3号建物 (SB3,第 9図 ,図版27)

A地区の北西端, SB2の南約22mに位置 し,緩やかに曲がる道路 1に沿って立つ 4間 × 1間 の建

物である。桁行6.4m× 梁行2.4m,平面積15.36♂で,主軸はN-5° 一Wの南北棟である。建物の内

部に長方形の浅い土坑 (S K2355),道路に面 した側に丼戸 (S E 2302)が あり,SB3に 付属する施

設と考えられる。

2355号土坑 (S K2355,第 9図 ,図版27)

S K2355は 178cm× 102cmの 竪穴状土坑で,深 さ10cmを測る。埋土は暗灰責色砂質上の単層で,炭化

物の堆積は認められない。土間などの作業場の可能性がある。

2357号土坑 (S K2357,第 9図 ,図版27)

SB3の東側に近接 してS K2357が位置 している。 S K2357は 108cm× 95cmの円形の土坑で,深 さは

22cmを 測る。南側に一部深い掘 り込みがあり,10cm代 の礫を含んでいる。井戸の可能性も考えられる。

2302号井戸 (S E 2302,第 9図 ,図版27)

S E2302は SB3の南西角,道路に面 した側に位置する。100cm× 95cmの円形の掘形を持つ石組井戸

で,下部に曲物を二段積み重ねている。 S E2302は ,上部の石組と下部の曲物と力ⅥOcmに 渡 り南北方

Z∂
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2 遺構・遺物

向にずれており,こ れは地震によるものと思われる。深さは64cmを 測 り,埋土は褐灰色粘土質シル ト,

にぶい黄褐色砂礫,明緑灰色砂礫である。遺物は井戸側として積まれた曲物で,′Jが上段,′イが下段

のもので,ヒ ノキ材を用いている。

4号建物 (SB4,第 10図 ,図版28)

SB5と重なるようにして立つ建物で, SB3の南東約 3mに位置する。道路 1の カーブに沿う主

軸N-14° 一Wの南北棟の建物で,桁行7.Om× 梁行5。 2m,平面積36.4♂ を測る。 S P 2402と S P 2408

は棟持ち柱の可能性がある。 S P 2317, S P 2318に は柱根が認められる。 S P 2317か らは漆の付着し

た底板 (′力が出土している。建物の内部には土坑 (S K2331)が あり, SB4に付属する施設と考え

る。

2331号土坑 (S K2331,第 11図 ,図版28)

S K2331は 245cm× 106cmの 長方形の竪穴状土坑で,深 さは10cmを 測る。建物内部に位置 し,土間な

どの作業場と考えられる。SB5の柱穴 S P 2332と 切り合っており, S K2331のほうが新しい。

2425号土坑 (S K2425,第 11図 ,図版28)

S K2425は 309cm× 169cmの 長方形で,深 さ19cmを 測る。坦土は黒褐色砂質シルトの単層で,埋土上

面に拳大の礫が集積されている。SB4のほぼ中央部に位置しているが,SB4と の関係は不明であ

る。出土遺物には中国製の白磁 (′51,染付 (′うがあり,75は端反りの碗で15世紀後半～16世紀前半の

もの,イは16世紀代の時期が想定される。

5号建物 (SB5,第 10,■図,図版28)

SB4と 重なるようにして立つ。 2間 ×2間 の東西棟の建物で,桁行5.8m× 梁行3.3m,平面積

19.14ポを測り,方位はN-5° 一Eである。建物の北側半分から東側にかけて「く」の字状にS D2339

が巡り,建物の内部には炉関連遺構 (S K2406)が確認されている。このことから,SB5は 鍛冶関

連の作業場的機能をもつ可能性が考えられる。また,建物の東側には炭化物の堆積がみられる土坑

(S K2415・ S K2413・ S K2414)が あり,これらもSB5に関連する施設と考えられる。

2339号溝 (S D2339,第 11図 )

S D2339は SB5の北東角を囲むように巡っており, SB5に伴う区画溝,あるいは雨落ち溝と考

えられる。溝の幅は30cm～35cm,深 さは16cmを 測る。埋土は炭化物混じりの黒褐色シルトの単層であ

る。 S D2410, S K2413を 切つており, S D2339の ほうが新しい。S K2413は 井戸の可能J隆 もあるこ

とから,排水溝的な要素ももつと思われる。遺物は16世紀代の中国製染付 (′の と,刀子 (′ 3),中世土

師器,瀬戸美濃が出上している。

2406号土坑 (S K2406,第 ■図)

S K2406は 建物内部に位置する73cm× 71cmの円形の土坑で,深 さは1lcmである。拳大の礫の集積が

みられ,中央部に円形の焼土と,焼土を囲むように炭化物の堆積が認められ炉関連遺構としたもので

ある。焼上が円形を描くことなどから,炉跡と考える注5。 s K2406の 周辺ではS K2415, S K2413,

S K2414で 炭化物の堆積が認められている。

2415号土坑 (S K2415,第 11図 )

S K2415は 建物の屋外だが, S D2339に 囲まれた範囲内に位置している。74cm× 36cmの不整形で,

深さは 7 cmを 測り,埋土は炭化物混じりのオリーブ褐色シルトである。

2413号土坑 (S K2413,第 11図 )

S K2413は SB5の東約 2mに位置し,S D2339に 切られている。103cm× 89cmの楕円形で,深さは

22
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60cmを 測る。坦土は炭化物混 じりのオリーブ褐色 シル ト,灰オリーブシル トである。下位の方には10

～15cmの礫が含まれており,井戸の可能性も考えられる。柱状の木製品が出土している。

2414号土坑 (S K2414,第 ■図,図版28)

S K2414は S D2339の 東側の区画外に位置する。160cm× 133cmの 方形の上坑で,深 さ12cmを測り,

底面付近に炭化物が堆積する。柱状の木製品が出土している。

6号建物 (SB6,第 12図 ,図版29,30)

SB5の南約 3mに位置し,緩やかにカープする道路 1に並行する建物である。桁行6.Om× 梁行

5,7mの南北棟で,平面積34.2ポ を測り,主軸はN-13° 一Eである。柱穴 S P 2295で は柱根が確認さ

れている。建物内部に土坑 (S K2403),井戸 (S E2455),建物の東側に隣接して井戸 (S E2423)

があり, SB6に伴う施設と考える。

2403号土坑 (S K2403,第 13・ 14図 ,図版30)

S K2403は 282cm× 265cmの方形の竪穴状土坑で,深さ24cmを 測る。埋土は皿状に堆積しており,黄

灰色砂質シルト,灰色砂質上が主体で, 2層以下は灰色シルトと炭化物が互層を成している。炭化物

は藁状・小枝状が多く,炭化していないものも含んでいる。6層 の炭化物層上面に食い込むようにして
,

漆椀 (2′ ～251,小札 (″～独),両端に切り込みのある棒状の部材 (男～うめ,折敷,短冊状の木の

皮,石臼,焼けた石などの多量の遺物が出上している。20は瀬戸美濃の天目茶椀で,S K2403出 上の

上器は一点のみである。これに対して木製品は多様なものがあり,遺存状態も良いものが多い。%は

内外面ともに赤色漆の皿で,いわゆる「根来手」を模したものである。j27は内赤外黒の脚高の椀で
,

高台裏に「上」の字の朱書きがみられる。S(2403出 上の漆椀では一の椀 :高い高台をもつ深身の椀

(2孝・2′),二の椀 :低い高台をもつ椀 (必・2の ,三の椀 :(%)と いう組み合わせが成り立つ注6。

2び・2/・ ″～密は小本しで,小札は甲冑構成の基本となるもので, S K2403か ら出土したものはその形

状から本小札に分類されるものである。″～密は比較的まとまって出土しており,レ ントゲン撮影を

行つたところ金属部分を含んでいなかったことから,草摺,袖などの部位と考えられる。生革に生漆

を塗り,さ らに黒漆で塗り固めた革製で,札頭に漆を特に厚く盛り上げた「盛上小札」という種類の

ものである。力の小札は長さ (札足)7.2cm,幅 (札幅)1.3cm,札 頭の厚みは0。 4cmを 測る。小札の

寸法は使用される部位や時代によって異なり,時代の下降と伴に縮小傾向にあり,室町時代後期のも

ので札幅1.4cm～ 1.5cm前 後のものが多くなるという注7。 2/.狗・密は黒漆に赤色で「×」状の模様が

描かれており,草招や袖,栴檀板などの最下段に施される「菱縫」という装飾を,実際に縫わずに朱

漆で描いた省略形式の「画菱」というものである。28～ Jびは両端に切り込みのある部材で, 9本 まと

まって出土している。この他に短冊状の木の皮や,桜の皮,焼石などが出土しており, S K2403は 何

らかの生産・加工などの作業を行っていた作業場の可能性が考えられる。

2455号井戸 (S E2455,第 13・ 15図 ,図版30)

S E 2455は 68cm× 62cmの円形の石組井戸で,下部に桶が埋められている。深さは37cmと 浅く,埋土

は暗掲色粘土質シルトである。他の井戸と比較すると小型で浅く,屋内に位置することから,用途の

違いも考えられる。遣物は水溜に用いられた桶 (F/1と ,底板 (イのがある。ては桶のほぼ中央から出土

しているが,クの径より小さく同一個体ではない。表裏両面とも煤けたような状態である。

2423号井戸 (S E 2423,第 13,15図 ,図版30)

S E 2423は 建物の北東角に位置し,道路からみると建物の裏狽1に あたる。156cm× 145cmの 方形の井

戸で,ほぼ中央に石組をもつ。深さは66cmを 測る。遺物は密。ちの漆椀がある。密は内外面赤色漆の
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1:3                15cm
0                     1:6                 30cm

第15図 遺物実測図 (中世) (密 ～41/3,ク 1/6)

SE2423(密・Fjl SE2455(巧・勿

いわゆる「根来手」の椀である。

2291号土坑 (S K2291,第 13図 )

S K2291は SB6の南東1.5mに位置している。37cm× 30cmの楕円形の土坑で,深 さは30cmを 測る。

埋土は灰色シルトである。建物に近接した位置にあるが, SB6と の関係は不明である。

2312号土坑 (S K2312,第 13図 )

S K2312は SB6の東側3.5mに位置している。131cm× 82cmの不整形の上坑で,深 さ12cmを 測る。

S K2391同 様にSB6と近接しているが, SB6と の関係は不明である。

7号建物 (SB7,第 16・ 17図 ,図版30。 31)

SB7は SB8と重なるようにして立ち, SB6の南約 3mに位置する。桁行5.Om× 梁行3。 2m,

平面積16.0だで,道路 1に並行するN-14° 一Eの南北棟の建物である。柱穴 S P 2346と ,S P 2252の

西側には柱痕跡が認められる。建物内部に土坑 (S K2282),建 物の東側に丼戸と考えられる土坑 (S

K2286)があり, SB7に付属する施設と考える。

2282号土坑 (S K2282,第 17図 )

S K2282は 140cm× 113cmの 竪穴状土坑で,深さは10cmを 測る。埋土は暗灰黄色シルト,褐灰色シル

トで,底面に10cm～ 20cmの楕円形の礫の集積と,炭化物の堆積がみられる。柱穴 S P 2477と 重複して

いるが, SB7に付属する土間のような施設と考える。

2286号土坑 (S K2286,第 17図 )

S K2286は 建物の東0.5mに位置している。130cm× 120cmの 不整形の上坑で,深 さ55cmを 測る。南

側が一段深く掘り込まれており,素掘りの井戸の可能性がある。井戸とすると,道路からみて建物の

裏側に位置することになる。中世土師器(781,瀬戸美濃 (IF91,珠洲 (5の が出土している。4は 16世紀

中頃～後半の時期が想定される。5θ は底部内面に煤が付着している。また,C地区北西端の包含層か

一卜一】卜一一）一一ホ一、ヽ卜一一一＼　一＼＼一＼
―

⊂⊃E
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2 遺構 。遺物

ら出土 した断面に漆が付着 してお り,お そらくは漆継 ぎが施 されていたと思われる破片 と接合 してい

る。

2285号土坑 (S K2285,第 17図 ,図版31)

S K2285は S K2286の 南 lmに位置する108cm× 102cmの 方形の上坑で,深 さは42cmを 測 る。 SK

2286と 同様 に, SB7の東約0.5mに位置するが, SB7と の関係は不明である。

8号建物 (SB8,第 16・ 18図 ,図版31)

SB7,SB9と 重なるようにして立つ。桁行5。 3m×梁行5,2m,平面積27,56ドの南北棟で,道路

1に沿うN-21° 一Eの建物である。梁行は2間 で5。 2mと しているが,東側半分の1間 2.9mの部分

が側柱建物の中核部分にあたり, S K2256を 含む西側半分は土台などによる補助屋的な空間と考えら

れる。建物内部に土坑 (S K2256),井戸 (S E2283)が あり, SB8に付属する施設と考えられる。

また,建物の東側に丼戸と考えられる土坑 (S K2241),集石のみられる土坑 (S K2306)があり,こ

れらもSB8に付属するものと考えられる。柱穴 S P 2281か らは(男)箸が出土している。

2256号土坑 (S K2256,第 18図 ,図版31)

S K2256は 南側半分を削られているが,■ lcm× 100cm以上の方形の竪穴状土坑で,深さは14cmであ

る。埋土は黄褐色砂質シルト,炭化物混じりの黄灰色シルトで,底面北半には拳大の礫の集積と,焼

土,炭化物の堆積がみられる。土間などの作業場と考えられる。

2280号土坑 (S K2280,第 18図 )

S K2280は S K2256の 北西角に隣接する土坑で,柱穴 S P 2281と 一部重複している。61cm× 45cmの

楕円形で,深さ5 cmを 測り,埋土上面に炭化物が堆積している。摩耗した珠洲の破片 (jの が出上して

いる。

2306号土坑 (S K2306,第 18図 ,図版31)

S K2306は 建物の南東端0。 7mに位置する155cm× 138cmの 楕円形の土坑で,深 さは30cmを 測る。埋

土は炭化物混 じりの責灰色シル トの単層で,底面に10cm～ 20clnの礫の集積がみられる。建物と近接 し

た位置にあり, SB8に関連する遺構の可能性がある。

2283号井戸 (S E 2283,第 18図 ,図版31)

S E2283は 建物内部の北東角に位置する83cm× 77cmの 石組井戸で,深さは50cmを 測る。埋土は暗オ

リーブ褐色砂質シル トで,最下部に曲物のタガが検出されている。

2241号土坑 (S K2241,第 18図 ,図版31)

S K2241は 建物の東約 lmに位置する55cm× 50cmの 円形の上坑で,深 さは45cmを 測る。埋土は暗灰

責色シル トで,下位には10cm～ 20cmの礫がランダムに入つており,井戸の可能性も考えられる。SK

2241か らは漆椀 (夕)が ほぼ完形で出土 している。夕 は内外面黒漆で,赤色漆で扇と丸に亀甲を組み

合わせた紋状の模様が対で描かれている。高台の裏には「時」 と思われる線刻がみられる。

9号建物 (SB9,第 16・ 19図 ,図版31・ 32)

SB8, S B10と重なるようにして立つ。緩くカーブする道路 1に沿う桁行5.Om× 梁行3.Omの南

北棟の建物で,平面積は15,0ポである。主軸はN-18° ―Eを測る。柱穴 S P 2255で は柱根が確認され

ている。建物の北側に方形の上坑 (S K2232)が あり, S K2232の 四隅を柱穴が囲んでいる。このこ

とから, S K2232を 囲む1聞 ×1間 の空間は,建物の中核部分屋外に位置するが連続的な覆屋のある補

助屋と考えられる。建物の東側0。 6mに丼戸と思われる土坑 (S K2165)があり,SB9に付属するも

のと考える。また,建物の南西約 3mに位置する東西方向の溝S D2202は ,区画溝の可能性が考えら

92
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れるが, どの建物に伴うものであるかは不明である。

2232号土坑 (S K2232,第 19図 ,図版32)

S K2232は 148cm× 142cmの 竪穴状土坑で,深さは12cmを 測る。埋土は炭化物混 じりの暗灰責色シル

ト,明オリーブ灰色シル トで,底面に10cm～ 20cmの礫の集積と,直径10cmほ どの円形の焼土,焼土を

囲む炭化物の堆積を確認 している。このことから,作業場 もしくは炊事場的な機能が考えられる。

2195号土坑 (S K2195,第 19図 )

S K2195は 建物の東側1.5mに 位置する120cm× 112cmの 方形の土坑で,深 さは20cmを 測る。SB9に

近接 した位置にあるが, SB9と の関係は不明である。

2196号土坑 (S K2196,第 19図 )

S K2196は S K2195の 東側に近接する160cm× 145cmの 長方形の土坑で,深さは12cmを 測る。埋土は

黄灰色シル トの単層である。 S K2195同様にSB9と の関係は不明である。

2466号土坑 (S K2466,第 19図 )

S K2466は S K2196の 南約 lmに位置する182cm× 11lcmの 長方形の上坑で,深さは14cmを 測る。埋

土は褐灰色シル トの単層である。 S K2195, S K2196同 様にSB9の東側に近接 しているが, SB9
との関係は不明である。

2165号土坑 (S K2165,第 19図 ,図版32)

S K2165は 建物の東側約0.6mに位置 している。100cm× 88cmの楕円形の土坑で,深 さは44cmを 測る。

埋土は暗灰責色シル ト,淡黄色砂礫で 5 cm～ 15cmの礫を多量に含んでいる。素掘 りの井戸の可能性が

あり,道路からみて建物の裏側に位置 している。図示はしていないが,中世土師器の小片が出上 して

しヽる。

10号建物 (S B10,第 16・ 20図 ,図版31・ 32)

SB9と 重なるように立つ。桁行5。 3m× 梁行2.9mで ,平面積15。 37ぽを測る。道路 1に並行する

主軸 N-26° 一Eの南北棟の建物である。柱穴 S P 2463,S P 2189,S P 2472で は柱根が確認されてい

る。建物の南東角に位置する S P 2180は柱根が確認されており,柱筋からはずれるが, S B10の柱穴

と考えられる。 S K2180か らは底部静止糸切 りの珠洲福鉢 (5Flが出上 している。建物内部に炉関連遺

構 (S K2308),建物の東側に丼戸 (S E2340)があり,S B10に付属すると考える。また,建物の南

側に近接 して炭化物の堆積のみられる土抗 (S K2157, S K2166)が あり,こ れらもS B10に 関連す

るものと考えられる。炉関連遺構をもつことから, S B10は鍛冶関連の作業場的な機能をもつと考え

られる。

2308号土坑 (S K2308,第 20図 )

S K2308は 65cm× 64cmの円形の上坑で,深 さは 9 cmを 測る。埋土は炭化物混 じりの淡黄色シル トで

ある。10cm～ 15cmの礫が半円形に敷かれており,埋土上面に炭化物が薄 く堆積 していることから,石

敷炉と考えられる。

2166号土坑 (S K2166,第 20図 )

S K2166は 建物の南側柱列に近接 して位置しており,95cm× 78cmの不整形で,深 さは12cmを 測る。

埋土は災化物混じりの暗灰責色シル トで,上面に炭化物が薄 く堆積 している。

2157号土坑 (S K2157,第 20図 ,図版32)

S K2157は S K2166の 南約0.5mに位置する77cm× 75cmの 方形の上坑で,深 さは12cmを 測る。埋土

は炭化物混じりの黒ttB色 シル トで,上面に 3 cm～ 5 cmほ どの厚さで炭化物が堆積 している。 S K2157
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及び S K2166は 土間と考えられ, S B10の建物中核屋外に位置 しているが,土台等による補助屋的な

空間で,連続した覆屋があった可能性がある。

2340号井戸 (S E2340,第 21図 ,図版32)

S E 2340は 建物の南東角約lmに位置する径98cmの円形の石組井戸で,深さは96cmを 測 り,水溜とし

て手桶 (5分 が埋められている。埋土は浅黄色シル ト,黒褐色粘土質シル ト,灰色砂である。掘形は径

140れ ,深さ20cmの 円形の穴を掘 り,ほ ぼ中央をさらに掘 り込んで石を組んでいる。 S E2340の 西側半

分を囲むようにして, 5 cm～ 20cmの礫が遺構確認面上面に集積している。この礫の下からはS B10の

柱穴が検出されていることから, S E23401こ伴う人為的な「石敷き」ではないと思われる。 S E 2340

からは,16世紀末頃の中世土師器 (5め , S K2403同 様の小札の破片が出土している。

2200号溝 (S D2200,第 20図 )

S B10の 南西角約 lmに南北方向の溝 S D2200が位置している。区画溝の一部と考えられるが,ど

の建物に伴う区画であるのかは不明である。溝の幅は18cm,深さは4 cmと 浅く,埋土は暗灰黄色シル

トである。中世土師器(551が出土しており,16世紀中頃～後半の時期が想定される。

11号建物 (S Bll,第22図 ,図版33)

S Bllは S D170の 東約 7m, S B10の南約 3mに位置しており,桁行5。 2m×梁行3.Om,平面積

15。 6ぜを測る。主軸N-18° 一Eの道路 1と 並行な南北棟の建物である。柱穴 S P 2479で は柱根が確

認されている。建物構造としてはS P 2119,2123,2153,2149,2133で囲まれる2間 ×1間の中核部

6 tOYR4/1樹仄色シルト(2 SY7ni棄黄色ンルト1%砂脚 %湿 炭イヒ物,%混 )

第21図  遺構 。遺物実測図 (中世 )

SE2340(5び・5/1
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分にS P 2155,2207,2479か らなる補助屋部分が付 く「 2間 × 1間十補助屋」と考えられる。建物の

北側から東側にかけて幅約0。 7mの 間隔を空けて S D2167が巡つてお り,SB■ に伴う区画溝または雨

落ち溝と考えられる。建物内部には炉関連遺構 (S K2139),炭 化物の堆積のみられる土坑 (S K2140,

S K2122),建物の南東角に丼戸 (S E 2488,S E 2341)があり,SB■ に付属するものと考える。炉

関連遺構をもつことからS Bllは 鍛冶関連の作業場的な機能をもつと考えられる。

2167号溝 (S D2167,第 23図 )

S D2167は 幅約21cm,深 さ10cmの 浅い溝で,埋土は暗灰責色シル トである。西側の S D2199と 一続

きの溝と考えられ,南側12mに位置するS D2099。 S D2098と , S Bll・ S B12を 囲む幅12mの方形

の区画を構成する区画溝の可能性もある。また,南端で S E 2488と 接 してお り,排水溝的な要素もも

つと考えられる。

2139号土坑 (S K2139,第 23図 ,図版35)

S K2139は 116cm× 67cmの楕円形の土坑で,深 さは 7 clnを 測る。埋土は炭化物混じりの暗灰黄色シル

トである。埋土上面の南端では径20cmの 円形の焼土と,焼土を囲むように炭化物が堆積 しており,炉

跡と思われる。

2140号土坑 (S K2140,第 23図 ,図版35)

S K2140は S K2139の 北に近接する77cm× 64cmの上坑で,深さは 9 cmを測る。埋土は暗灰黄色砂質

上で,埋土上面に炭化物が薄 く堆積 している。 S K2139及 び, S K21401よ建物の補助屋部分に位置 し

ている。

2122号土坑 (S K2122,第 23図 )

S K2122は S K2139の 南西約1.2mに位置する27cm× 23cmの楕円形の上坑で,深 さは 9 cmを 測 り,

埋土は炭化物である。

2154号土坑 (S K2154,第 23図 )

S K2154は S D2167に 接する52cm× 35cmの楕円形で,深さは 7 cmを 測る。埋土は炭化物混 じりの暗

灰黄色砂質上で,上面に炭化物が薄 く堆積 し,底面中央から焼石が出上 している。 S Bllに 近接 して

位置してお り, SB■ に関係する炉関連遺構の可能性がある。

2125号土坑 (S K2125,第 23図 )

S K2125は S D2167の 南端に位置してお り, S D2167よ りも新 しい土坑である。75cm× 65cmの楕円

形で,深 さは24cmを 測る。埋土は炭化物混 じりのオリーブ褐色シル ト,オ リーブ灰色シル トで,下位

に行 くほど炭化物が多量になる。 S Bllと 近接 した位置にあり, S Bllに 関係 した遺構の可能性が考

えられる。

2112号土坑 (S K2112,第 24図 ,図版35)

S K2112は 建物の東4.5mに位置する61cm× 50cmの 楕円形の上坑で,深さは 5 cmを 測る。埋土は戊

化物混じりの灰色粘土質シル トでぅ上面に焼土と思われる黄灰色シル トが薄 く堆積 している。 S Bll

との関係は不明である。

2137号土坑 (S K2137,第 24・ 25図 ,図版35)

S K2137, S K2138は 建物の東側に約 3m離れて並ぶ土坑で,幅60cm～80cmの集石帯が巡つている。

20cmほ どの厚さでにぶい責褐色シル トと5 cm～ 10cmの礫を盛上げて,そのほぼ中央部を20cm～30cm掘

り込み土坑を形成している。 S K2137は 1密cm× 140cmの 楕円形で,深 さは20cmを 測る。埋土は皿状に

堆積 しており,灰オリーブ色砂質土,暗灰責色砂質土,黄灰色砂で,炭化物がブロック状に混じる。
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2 遺構・遺物

中国製白磁 (J/1が出土している。クは端反 り口縁の皿で,16世紀中頃の時期が想定される。 S Bllと

はほぼ並行 しており, S Bllに関連する遺構の可能性が考えられる。

2138号土坑 (S K2138,第 24・ 25図 ,図版35)

S K2138は S K2137同様に集石帯が巡る土坑で,160cm× 158cm,深 さ24cmを 測る。埋土は炭化物混

じりの暗灰黄色砂質シル ト,黄灰色砂質シル トで,中位に炭化物が 5 cmほ どの層を成してお り,炭化

物は藁 。小枝状で一部災化 していないものを含んでいる。炭化物層の中からしゃもじ(J81が出土 して

いる。 S K2137同 様に, S Bllと は並行 しており,何 らかの関係をもつ遺構の可能性が考えられる。

2488号井戸 (S E2488,第 23図 )

S E 2488は 建物の南東角に位置する石組井戸である。110cm× 94cmの不整形で北東角は SK2125に 切

られている。深さは70cmを 測 り,埋土はオリーブ褐色砂質土,灰オリーブ色砂質シル ト,灰オリーブ

色シル トである。石組の石は10cmほ どの小さいものが多 く,下位にいくほど大きくなる。埋土には石

が多 く混 じり,下位の石組が南側にずれていることから,地震の影響を受けているものと思われる。

2341号井戸 (S E 2341,第 23・ 25図 ,図版34)

S E 2341は S Bllの 南東約1.3mに 位置している。■Ocm× 90cmの精円形の石組井戸で,深 さは86cm

を測 り,水溜として手桶が用いられている。埋土は灰オリーブ色シル ト,灰黄褐色粘質上である。石

組みは放射状に組まれているが,下部では手桶を囲むように組まれており,石組の組み方が異なる。

S E2341の 西半では 5 cm～ 10cmの礫の集積が 2m× 1.2mの 範囲に渡 り遺構確認面上面にみられるが ,

S E2340と 同様に人為的な遺構ではないと思われる。 S E 2341は S D2117と 切 り合い関係にあり, S

D2117よ り新 しい。 S E 2341出 上の遺物は手桶 (て窃 ,天目茶椀 (0・ て0で ある。7は 18枚の側板で

構成される手橘で,底板をぬいて水溜に用いられたものと思われる。 6‐5・ [灯は瀬戸美濃の天目茶椀

で,16世紀後半の時期が想定される。

1号柵 (SAl,第 22図 )

S Bllの 東側約 2mに建物と並行する柵 (SAl)が ある。 SAlは SB■の北側半分と並行 し,

S B10の 南側半分にかかるように位置 しており,どちらの建物に伴うものかは不明である。

12号建物 (S B12,第22図 ,図版33・ 34)

S B12は S D 170の 東約 6m,S Bllの南0.5mに位置する南北棟の建物である。桁行4.3m× 梁行

2.6m,平面積11.18ぽ を測る。主軸はN-16° 一Eで,道路 11こ 沿う。柱穴 S P 2095, S P 2447, SP

2480で は柱根が確認されている。建物内部に土坑 (S K2089, S K2197)が あり,建物の東側に丼戸

(S E 2094)が位置 しており,S B12に 付属すると考える。また,建物の南1.5mに 南側柱列と並行な

溝 S D2099・ S D2098があり, S B12に伴う区画溝と考えられる。

2099号溝 (S D2099,第 27図 )

S D 2099と S D2098と は一続きの溝 と考えられ,北側約12mで直角に曲がるS D2167と S Bll,S

B12を 囲む幅12mの方形の区画の南辺を構成していると考えられる。溝自体の幅は25cm～30cm,深 さ

は 3 cm～ 5 cmで ,埋土は灰色シル ト,灰黄色シル トである。

2089号土坑 (S K2089,第 24図 ,図版35)

S K2089は 建物内部のほぼ中央に位置する92cm× 77cmの長方形の上坑で,深 さは 7 cmを 測る。埋土

は炭化物混 じりの黒褐色シル トで,埋土上面に炭化物が薄 く堆積 している。土間などの作業場の可能

性がある。

2197号土坑 (S K2197,第 24図 )
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2 遺構・遺物

S K2197は S K2089の 南約0.5mに位置する80cm× 63cmの不整形の土坑で,深 さは 6 cmを測る。埋

土は暗灰黄色砂質シル トで,炭化物が混じる。 S K2083と 切 り合い関係があり, S K2083よ り古い。

S K2089と 同様にS K2197は 建物の内部に位置 してお り,土間などの作業場の可能性が考えられる。

2093号土坑 (S K2093,第 24図 )

建物の西側に近接 して S K2093が位置 している。■6cm× 90cmの不整形の土坑で,深 さは18cmを 測

る。埋土は暗灰責色シル ト,浅黄色砂質シル トである。 S B12と の関係は不明である。

2094号井戸 (S E 2094,第 24。 25図 ,図版34)

S E 2094は 建物の東約1.4mに位置している。102cm X 102cmの歪んだ方形の井戸で,深 さは62cmを 測
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第Ⅲ章 開存大滝遺跡

り,埋土は灰色シル ト,灰色粘土質シル ト,灰黄褐色砂礫である。底面付近には10cm～ 20cmの礫が堆

積 しており,素掘 り状であるが本来は石組井戸であつたと思われる。道路からみて建物の裏側に位置

している。底部の礫に混ざって漆椀 (p・ の ,下駄 (a)が出上 している。 b‐rは総黒の深身の椀で
,

高台が付 くものと思われ,16世紀後半代のものと想定される。

13号建物 (S B13,第26図 ,図版33・ 34)

S B14, S B15と 重なるように立つ。 S D170の 東 7m, S B12の 南約1.2mに 位置している。桁行

6.7m× 梁行2.5mの南北棟の建物で,平面積16。 75♂ を測る。主軸N-19° 一Eで,道路 1に並行する。

柱穴 S P 2064で は柱根が確認されている。建物内部に土坑 (S K2092),炉関連遺構 (S K2040)があ

り, S B13に付属するものと考える。また,炉関連遺構が伴うことから, S B13は鍛冶関連の作業場

的な機能をもつと考えられる。

2092号土坑 (S K2092,第 27図 ,図版35)

S K2092は 164cm× 164cm,深 さ 8 cmの竪穴状土坑で,南西角は柱穴を避けて歪んでいる。埋土は炭

化物混 じりの灰色シル ト,灰色砂質シル トである。建物内に位置 しており,土間などの作業場と考え

られる。 S B15の 柱穴 S P 2103と 重複 しており, S K2092の 方が新 しい。 S K2092か らは瀬戸美濃の

椀 (ψ)が出上している。

2040号土坑 (S K2040,第 27図 )

S K2040は S B13の ほぼ中央部に位置している。41cm× 38cmの 円形の土坑で,深さは40cmを 測る。

埋土は灰黄色シル ト,暗灰黄色砂質シル トである。埋土上面には 5 cm～ 10cmの礫が半円形に集積され

てお り,石敷きの上面を焼上が覆っている。このことから,炉跡と考えられる。

14号建物 (S B14,第26図 ,図版33・ 34)

S B13, S B15と 重なるようにして立つ。 S D 170の 東約 6mに位置 し,道路 1の カーブに沿う南

北椋の建物である。桁行6.Om× 梁行3.Om,平面積18.0ポ を測 り,主軸はN-18° 一Eである。建物の

北側約 1。 3mに北側柱列と並行な溝 S D2099。 S D2098があり,区画溝と考えられる。さらに,建物の

北東には, S D2099,S D2098に 連続するものと思われるS D2052があり,南北方向の S D2053と で

一つの区画を構成 していると思われる。 S B14は この区画内に位置しており,溝を挟んで S B12と 並

行に並んでいる。建物内部に炉関連遣構 (S K2465),建物屋外の南側に土坑 (S K2062, S K2063)

があり, S B14に付属するものと考える。建物屋外の上坑のある空間は土台などによる補助屋的な空

間で,建物中核部分と連続 した覆屋を持つ可能性がある。炉関連遺構があることから, S B14は鍛冶

関連の作業場的な機能をもつと思われる。柱穴 S P 2039か らは銅銭 (/21が出土 している。

2052号溝 (S D2052,第 27図 )

S D2052は S B14の 北東約 4mに位置する東西方向の溝である。区画溝と考えられるS D2099・ S

D2098の延長上にあたり,区画溝の可能性がある。溝自体は,幅23cm,深 さ4 cmを 測 り,埋土は黄灰

色シル トである。

2053号溝 (S D2053,第 27図 )

S D2053は S B14の 東約 8mに位置する南北方向の溝で, S B14と 並行する。 S D2053を 境として

東側には遺構がみられないことから,区画の東辺の溝と考えられる。S D2099。 S D2098。 S D2052

を北辺とし, S B14・ S B15を 囲む区画を構成すると思われる。溝自体は,幅31cm,深 さ9cmを 測る。

埋土は黄灰色シル トで,噴砂に切られている。

2465号土坑 (S K2465,第 27図 )

翠5



2 遺構・遺物

S K2465は 建物内部の南東角に位置する。133cm× 86cmの楕円形の上坑で,深 さは15cmを 測る。埋

土はにぶい黄褐色砂質シル ト,灰色砂質上である。西側半分の埋土上面には 5 cm～ 15cmの礫の集積が

みられ,礫の上面に焼上の堆積が確認されている。炭化物の混 じりはないが,炉跡と考えられる。

2062号土坑 (S K2062,第 27図 )

S K2062は 建物の南約0。 5mに位置する52cm× 47cmの 円形の上坑で,深さは 5 cmを 測る。埋土は黒

褐色砂質上で,焼上が混 じる。焼土は面を成さないが,炉跡の可能性が考えられる。

2063号土坑 (S K2063,第 27図 )

S K2063は S K2062の 東隣に位置し,86cm× 70cm以上で調査区外へ続いている。深さは13cmを 測 り,

埋土は黒褐色砂質上で底面に 7 cmほ どの厚さで炭化物が堆積 している。建物の南側柱列に近接 した位

置にあり,補助屋的な空間にあたると思われ,土間などの作業場の可能性がある。

15号建物 (S B15,第26図,図版33。 34)

S B13,S B14と 重なるようにして立つ。 S D170の 東約7mに位置する,主軸N-22° 一Eの南北棟

建物である。桁行4.2m× 梁行3.2mで,平面積13.44rを 測る。 S B14と 同様 に,S D2099,SD

2098。 S D2052を 北辺, S D 2053を東辺とする区画内に位置している。また,S B13に 付属すると考

えられる土坑 S K2092と 柱穴 S P 2103は 切 り合いがあり, S P 2103の方が古いことから, S B15は S

B13よ り古い建物と思われる。柱穴 S P 2066は 南半分が一段深 く掘 り込まれている。埋土は褐灰色シ

ル トで植物遺体を含んでおり,柱痕と考えられる。建物の東側には炭化物の堆積がみられる土坑 6基

があり, S D2053を 境とする区画内に位置しており, S B15ま たはS B14, S B13に 関連する遺構 と

考えられる。

2054号土坑 (S K2054,第 27図 )

S K2054は S B15の 東約 4mに位置する28cm× 21cmの楕円形の上坑で,深 さ3 cmを測る。埋土は責

灰色シル トで,上面に炭化物が薄 く堆積する。炉関連遺構の可能性があり,炉跡 と考えられるSK

2071と セットになると思われる。 S K2054を はじめ S B13, S B14, S B15の東側 4mの一帯では炭

化物土坑が集中してみられる。 S B13,S B14は 炉跡をもち,鍛冶関連の作業場の可能性が考えられ

ることから,こ れらの炭化物土坑は鍛冶関連の遺構 と思われる。 S B15及びS B13, S B14の どの建

物に関連するものであるのかは不明である。

2056号土坑 (S K2056,第 27図 )

S K2056は S B15の 東約 3mに位置する。85cm× 72cmの 精円形で,深 さ20cmを 測る。埋土は炭化物

混じりの黄灰色シル トで,炭化物は藁・小枝状のものが多 く,層 は成さない。炉関連遺構 と考えられ

る注8。 どの建物に関連するのかは不明である。

2070号土坑 (S K2070,第 27図 )

S K2070は S B15の 東0。 7mに位置している。径55cmの円形の土坑で,深 さは 7 cmを 測る。埋土は炭

化物混じりの暗灰黄色砂質上である。 S D2102と 切 り合つており, S K2070の方が古い。

2071号土坑 (S K2071,第 27図 )

S K2071は S B15の 東2.5m,に 位置 している。28cm× 18cmの精円形の土坑で,深さは10cmである。

埋土は黄褐色砂質土,黄灰色シル トの 2層で,上層の黄褐色砂質土は焼上である。埋上の上面には炭

化物が薄 く堆積する。焼上の堆積がみられることから,炉跡と考えられる。どの建物に関連するもの

かは不明である。

2074号土坑 (S K2074,第 27図 ,図版35)
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2 遺構・遺物

S K2074は S B15の 東 3mにあり, S K2054, S K2071と は半径 lm以内の近接 した位置にある。

48cm× 35cmの楕円形の上坑で,深 さ4 cmを 測る。坦土は責灰色砂質シル トで,上面に炭化物が薄 く堆

積する。炉関連遺構 と考えられ, S K2071(炉 跡)と セットになる可能性がある。どの建物に関連す

るものかは不明である。

2091号土坑 (S K2091,第 27図 ,図版35)

S K2091は S B15の 南東角 lmに位置する竪穴状土坑で,185cm× 152cmの 台形で,深 さ14cmを 測る。

埋土は皿状に堆積する炭化物混 じりの暗灰黄色シル トである。底面北東角に集中して炭化物が堆積 し   ,

ており,埋土中の炭化物は上層に多 く混じる。土間などの作業場的な機能をもつと思われ, S B15に

伴う可能性が考えられる。炭化物の集中個所からは,厚さ 141nほ どの木の皮に金箔を貼ったもの (刀。

刀)が出土 している。

道路 1の東側では,建物のさらに東側に土坑,石列遺構,自 然河川がある。これらの遺構は建物と

の関連が不明なものが多 く,こ こではまとめて記述する。

自然河ナ||

B地区を横断し,D地区の北西角へ抜けていく幅約30mの 自然河川である。埋土は浅黄色砂 とピー

ト混じりの灰色粘質シル トが互層を成 している。B・ D両地区ともに北側では浅黄色砂や灰白色砂質

シル トなどの氾濫堆積層が厚 く認められ,頻繁に氾濫を起こしていたと思われる。遺物は出上 してい

ない。

2378号溝 (S D2378,第 28図 )

S D2378は A地区北西端に位置する東西方向の溝で, SB2の南東約10mで ある。 S K2381・ SD

2384を 切 り, S K2385に切られている。溝の深さは 7 cm～ 10cmを 測 り,埋土は炭化物混 じりの灰黄褐

色砂質シル トの単層である。埋土中から珠洲の破片 (万)が出上 している。

2384号溝 (S D2384,第 28図 )

S D23割はSB2の南東約15mに位置する南北方向の溝で, S K2381を 切 り, S D2378に 切られて

いる。溝幅49cm,深 さ9 cmを測る。埋土は暗褐色粘土質シル ト,淡黄色シル トである。

2377号土坑 (S K2377,第 28図 )

A地区の北西端に位置 し,S B2の 南東約13mを 測る。排水溝によって南側半分を切 られている

が,20cm X 38cm以 上の精円形で,深さは36cmを 測る。埋土は明緑灰色砂質シル ト,暗オリーブ灰色砂

質シル トで,柱根が残っている。柱根 (乃つは長さ72cm,径 6 cmで ,先端は斜めにカットされてお り,

炭化 している。

2380号土坑 (S K2380,第 28図 )

S K2380は SB2の南東約14mに位置する227cm× 149cmの 長方形の上坑で,深さ35cmを 測る。埋土

はにぶい責橙色砂礫,褐灰色粘土質シル ト,褐灰色砂,明緑灰色砂質土である。 S K2381, S D2450

を切つている。

2381号土坑 (S K2381,第 28図 )

S K2381は S D 2378, S D2384, S K2380に 切られている土坑で,21lcm× 180cm以 上の不整形を呈

していると思われる。深さは19cmを測 り,埋土は炭化物混じりの褐灰色砂質シル ト,黒褐色砂質シル

トで,下位のほうは炭化 していない藁・小枝状の植物遺体を含んでいる。底面からは板状の木製品が

出上している。
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

2385号土坑 (S K2385,第 28図 )

S K2385は SB2の 南東約12mに位置する。排水溝に北側半分を切られているが,85cm× 50cm以上

の不整形の土坑で,深 さは16cmを 測る。埋土は炭化物混 じりの褐灰色シル トで,炭化物は中層に多 く

みられる。 S D2378を 切ってお り, S K2385のほうが新 しい。

2366号土坑 (S K2366,第 29図 )

S K2366は SB3の北東約 9mに位置する225cm× 134cmの 長方形の上坑で,深さ10cmを 測る。埋土

は灰オリーブ色砂質土混 じりの黒褐色砂質シル トの単層である。

2411号土坑 (S K2411,第 29図 )

S K24■はSB4の 東約7.5mに位置 している。石列遺構 S X2432と S D2393を 切る台形状の土坑

で,240cm× 175cm,深 さ27cmを 測る。埋土は灰色砂質シル トの単層で,地震による噴砂に切られてい

る。

2313号土坑 (S K2313,第 29図 ,図版28)

S K2313は SB5の南東約 7mに位置する。152cm× 136cmの 北西角の欠けた不整形の上坑で,深 さ

は12cmを 測る。埋土は炭化物混 じりの暗灰黄色シル トである。

2449号土坑 (S K2449,第 29図 )

S K2449は S B10の 東 7mに位置する。120cm× 123cmの 円形の上坑で,深さ12cmを 測る。埋土はに

ぶい黄褐色シル トで,上面に10cm代の礫がまとまってみられる。

2109号土坑 (S K2109,第 29図 )

S K2109は S Bllの 東約 8mに位置している。186cm× 176cmの方形の上坑で,深さ17cmを 測る。埋

土は炭化物混 じりの灰オリーブ色砂質シル ト,暗灰責色砂質シル トである。埋上を地震による噴砂が

切つてお り,噴砂は北から西へ抜けている。この他にもS K2109の 周辺では噴砂が確認されている。

X32Y103付近噴砂 (第29図 )

S K2109の 南東 3mの辺 りで東西方向の噴砂が確認されている。噴砂はV層 の下の責褐色砂礫層

(7層 )か ら上がっており,上位へ行 くに従い粒子が細かくなり明黄褐色粗砂 となる。Ⅲa層相当の

1層 を切って, Id層 まで上がっている。地震は記録によると木舟城が崩壊 したと伝えられる天正13

(1586)年の地震の他に,周辺地域では能登・佐渡で享保14(1729)年 ,金沢で寛政11(1799)年
,

越中で安政 5(1858)年 に大きな地震がおきている注9。
中世面で確認された噴砂は,遺構の埋土を切っ

ていることから江戸時代のいずれかの地震によるものと思われる。

2432号石列遺構 (S X2432,第 29図 ,図版28)

S X2432は A地区の東端に位置する石列遺構である。A地区の中央付近から道路 1の カーブに沿っ

て弓なりに北へ伸びて,A地区北端で東へ曲がる。1.5m～ 2.5mの幅で,屈曲部も含め全長約54mを

検出している。 5 cm～ 10cmの石力認0～ 30cmの厚さで集積され,石の間には灰黄褐色シル トが詰められ

た土塁状の遺構で,人為的なものと考えられる。遺跡が東西を自然河川に挟まれた中洲状の地形に立

地 しており,B地区からD地区に抜ける東側の河川は頻繁な氾濫を起こしていたと思われることから,

堤防としての機能をもつものと考えられる。この他にS X2432は 集落の一番東端にあたることから,

防衛・境界などの機能をあわせもつ可能性がある。

道路 1東側の包含層出土遺物は,中世土師器,珠洲,瀬戸美濃,越中瀬戸,中国製の自磁 。青磁・

染付,木製品,石製品,金属製品である。ここでは,種類ごとに記述する。
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

中世土師器 (第30図 ,図版60。 68)

中世土師器はあ～8びで,口縁部に一段のナデを施 し,体部は直線的またはやや内湾気味に開き,越

前氏の分類
注ЮのN」 類にあたると思われる。法量では口径 9 cm台 ,1lcm台 ,13cm以 上の 3タ イプがあ

り,1lcm台 のものが多い。み 。/は口縁部内外面に煤が付着 しており,灯明皿に用いられていたと思

われる。dびは外面にタール状の付着物がみられる。万・方は16世紀中頃,〃・8θ～ν・∂イは16世紀

中頃～後半,潜・刀 。

“

・dj・ じびは16世紀末の時期のものと考えられる。

珠洲 (第30図 ,図版62)

3/・ 8じ イ事橋鉢の口縁で,拶は断面に漆の付着した甕の破片で漆継ぎが施されていたと思われる。破

片はいずれも小さく摩耗しており,3/は Ⅳ期,∂じは I期,拶はⅣ～V期に比定されるものである。拶

の甕の破片はS D170出 上の甕と同一個体の可能性も考えられる。

瀬戸美濃・越中瀬戸 (第30図 ,図版66。 92)

瀬戸美濃では天目茶椀が多く,θ ～男・フσ。フ/・ ′Oθが天目茶椀で,男・ルは皿である。男は断面に

漆継ぎがみられる。%。 ,/の高台は薄く錆釉がかかり,%は内反り高台でトチンの跡が残っている。

グは削りだし輪高台である。男は鉄釉の内禿皿で,高台裏に「十」の字状の釉の跡がみられる。16世

紀後半のものと思われる。ルは灰釉の皿で,内面に菊の印花文が押印されており,16世紀前半の時期

が想定される。/・
"は

越中瀬戸の天目茶抗である。

中国製白磁・青磁 。染付 (第30図 ,図版63～ 65・ 68)

′0′ ～′り・μOは 白磁で,7rθ は′θ′と同一個体の可能性がある。ど0′・′″・′χ・′嚇は小野氏の分

類滋1の 皿C群で,15世紀後半～16世紀後半のものと思われる。′郎はいわゆる菊皿である。

′ν～′りは青磁で,′″は体部が内湾し,口縁部が立ち上がる器形で線描の細蓮弁文を施す。蓮弁

頂部は連弧状の沈線を引くが,縦線との対応関係は若千ずれるものがある。上田氏の分類注ワのB― Ⅳ
′

類にあたり,15世紀後半～16世紀代のものと思われる注お。′鉗は碗の体部を打ち久いて,高台部分を

「陶製円盤」としたもので,内面のほぼ中央に径 3 111alの 孔があいている。この孔は人為的に空けたも

のなのか,欠けたものであるのかは不明である。

′ガ～ガぢは染付で,ガ′はいわゆる「鰻頭心」の碗で,小野分類の碗E群にあたる。16世紀中頃か

ら後半のものと思われる。ガ21よ 碁笥底の皿で,体部外面に芭蕉葉文,内面に花文が描かれている。

15世紀後半～16世紀前半頃のものと思われる。′′ぢは小野分類の皿B群で,内面に「獅子」を描いて

ぃると思われる。

木製品 (第31図 ,図版79)

″イはいわゆる「根来手」の漆椀である。内外面赤色漆で,高台裏は黒色。ttjは蓋で,内赤外黒の

漆塗りで,器壁が薄く丁寧な塗りの上質のものである。ガびは小札で,生草に漆を塗り回めたもので,

黒漆の地に赤色で「×」状の文様を描いている。この手の小札は, S K2403で まとまって出土した他 ,

遺跡の広い範囲から小片で出土している。ガ/は ヒノキの円形板で蓋もしくは底板と思われ,径 5 cm,

厚さ l cmを 測る。

石製品 (第31図 )

′′8は砥石で,長 さ11。 2cm,幅4.5cm,厚さ3.6cmを 測る。石材は砂質泥岩である。

金属製品 (第31図 ,図版85・ 87・ 88)

″ヮ～″′は刃状のものである。′′,は厚さ4 EIn,″ ′は 3 Hllllで あるが,錆がついて厚く膨れている。

νθは柄に差し込まれる中子の部分で,中央の孔は目釘孔である。′″は飾金具で,鎧の袖部分に用い
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第Ⅲ章 開存大滝遺跡

′石
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峯 ヾ
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辻

第31図 遺物実測図 (中世)(′22～′2び
包含層

穆 �
0                 1:2

o                   l:3                 15cm

1/1,′′び・ ′′/・ ′′,・ ′20 1/2,′ Fイ・ ′′j・ ′′8。 ′2′  1/3)

られた「第金物」にあたると思われる。第金物は横長の装飾的な座金物で,鎌倉後期頃から用いられ

るようになったものである担4。 ′″は幅2 cm,長 さ6。 2cmを 測り,枝菊文様が透彫りされており,表面

に金箔が残っている。′必～′2σは古銭で,フイは聖宋元賓,′必は熙寧元賓,′2びは皇朱通賓で,′%
は判読不明である。 (三島道子 )

注 1 河西健二他 1994「開帯大滝遺跡J『埋蔵文化財年報』(0 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注2 注 1に 同じ。   ,
注3 吉岡康暢 1994『中世土師器の研究』 吉川弘文館

注4 河西健二 1993「越中における様相」『中世北陸の家・屋敷・暮らしぶり』北陸中世土器研究会

1994「雑記 建物遺構」『埋蔵文化財年報』151 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所
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2 遺構 。遺物

注5 注 1に同じ。炉関連遺構は金属類に関係する炉跡の可能性が考えられている。

注6 四柳嘉章 1997「北陸の中世漆器」F中・近世の北陸 考古学が語る社会史よ北陸中世土器研究会

注7 宮崎真澄・山岸素夫 1990『 日本甲冑の基礎知識』雄山閣

注8 注 1に同じ。フラスコ状ではないが,藁・小枝状の炭化物を含む点などから,F類に分類されるものであると思われる。

注9 震災予防調査会 1973『大日本地震史料』思文閣

注10 越前慎子 1996「梅原胡摩堂遺跡出土中世土師器皿の編年」F梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編)』 財団法人富山県文

化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注■ 小野正敏 1982「 15。 16世紀の染付碗,皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究』第 2号  日本貿易陶磁研究会

注12 上田秀夫 1982「 14～ 16世紀の青磁碗の分類」F貿易陶磁研究』第2号 日本貿易陶磁研究会

注13 山本正敏 1996「 中国製陶磁器の分類と編年」『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編)』 財団法人富山県文化振興財団埋

蔵文化財調査事務所

注14 注 7に同じ。
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第Ⅲ章 開存大滝遺跡

道路 1西側遺構群

道路 1の西側に面 した掘立柱建物群には短冊状に区画する逆「コ」の字状の溝が伴う。この区画溝

は部分的重複関係が認められ,幾度かの改変,改築が認められる。南北方向に延びる溝は道路 2の東

側掘立柱建物群を,東西方向に延びる溝は町並みを区画する。区画溝の幅は一定でなく,掘 り込みも

浅 く途切れる部分もある。10区画が並び,間口の幅は南側の区画が広 く北側が狭い傾向にある。区画

の面積は100♂ ～700♂台があり,最小の区画は区画 7の 119♂ ,最大は区画 3の 728ポである。中でも

100♂～200ぽ台が 5区画を占め通有規模である。また,北側の区画 9,10と 南狽1の 区画 1は部分的な

区画溝で全体規模は明確でない。

地口幅は 7m～ 28mを測 り,区画 4～ 9は 7m～ 12.5mの小規模な地日,区画 2は 18.5mの 中規模 ,

区画 1・ 3は 23m～ 28mの大規模な地口である。

掘立柱建物は24棟が検出された。その内,道路際に位置する建物は16棟で建物の 7割近 くを占めるも

奥に位置する建物は 6棟で,中程に位置する建物は2棟 と最も少ない。道路際に位置する建物は重複

する建物が顕著で, 2、 3回の建て替えが想定される。建物の配置は大区画の場合は,道路に面 して

数棟並置する例や奥に建物を配置する例があり, 2～ 3棟の建物で構成される。これに対 して小区画

の場合は道路際に 1棟の建物で構成される例が多い。

建物の長軸方向は南北棟のもの18棟 ,東西棟のものが 5棟で,南北棟建物が圧倒する。道路際に位

置する建物は南北棟建物が主体をなし,東西棟建物は3棟で, 2棟は 2間 ×2間の正方形に近い建物

で,明確な東西棟建物は S B16の 1棟のみである。道路際の建物は方位を道路方向に揃え,中程から

奥に位置する建物の方位は区画溝に合わせるため,同一区画内でも建物方位は異なる配置になる。ま

た,道路際の S B27か ら北側に位置する建物 S B30～ 32・ 35'37は道路の変化に合わせて柱筋を揃え,計

画的な配置状況が伺える。

建物の柱形式は側柱建物が18棟 ,棟持柱建物 2棟,総柱建物が 3棟である。建物床面積は 8♂～27

ぽ台,42♂があり,小 。中規模は明確には区分出来ないため小型建物は10♂前後,中型建物は20ぽ前

後としておく。

井戸は12基検出され,全て道路際の建物に伴う。建物との共存が明確な 9基の井戸の位置は建物の

奥 (西)側 に位置するものが 6基,横に位置するものが 2基,手前に位置するものが 1基で圧倒的に

建物の奥狽1に位置する井戸が多い。

区画 1(第32図 )

最も南側に位置 し, S D 575・ 637・ 646・ 802の溝で囲まれ,南側はさらに調査区外に延びる。但 し,

S D802は 南北溝とは直交せず, S B20に伴う溝の可能性が高い。また, S D575は道路や建物の方位

は一致しない。建物と道路方位は比較的近い。

区画内の規模は地口23m以上,奥行きは中央付近で16m程度で,面積は約368♂である。区画内の遺

構には掘立柱建物 6棟・柵 1条・井戸 3基,土坑,溝などがある。掘立柱建物は道路際に 5棟が,ま

た 1間 × 1間 の物置き程度の小規模建物 1棟が奥に位置する。道路際の 5棟の建物の内, 3棟の建物

は重複 し,建物の方位は不揃いである。土坑は区画全体に散在 し,溝は奥側に集中する傾向にあり,

その中でも畠跡と推定する畝状遺構は奥北側の一角のみで,溝方向は南北方向である。

16号建物 (S B16,第32・ 33図 ,図版36)

区画南側の道路からやや奥に下がつた場所に位置する。 3間 × 1間 の規模をもつ,東西棟の側柱建

物で,道路には梁を向ける。桁行は4.8m,梁行1.7m,床面積は8.16♂ を測る。柱穴の位置は比較的
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2 遺構。遺物

揃っており,規模は直径20cm～30cm,深 さは10cm～ 20cmと 浅い。建物には S K593・ 754が伴う。

593号土坑 (S K593,第 33図 )

建物内の中央に位置し,直径36cm,深 さ 8 cmの上坑で埋土中に河原石の石敷がみられる。石敷の隙

間の埋土は黒褐色砂質土で,炭化物は認められないが鍛冶関連遺構の可能性がある。

754号土坑 (S K754,第 33図 )

建物内の南東隅に位置 し,長径72cm,深 さ12cmを 測る土坑で,埋土には多 く炭化物が混じる。

17号掘立柱建物 (S B17,第33図 ,図版36)

16号建物の北側に位置する南北棟の側柱建物で,道路には桁を向ける。18号建物 と重複関係にあ

り,17号建物に付属する井戸 と18号建物の柱穴の重複関係から17号建物が新 しいと推測する。柱穴の

配置は不揃いであるが, 2間 ×2間程度の建物であろう。桁行は3.4m,梁行2.9mで床面積は9。 86♂

を測る。柱穴の規模は直径20cm～40cm,深 さは8 cm～ 20cmで ,浅い柱穴が多い。付属遺構にはSE
765,  S K764・ 842,782・ 815がある。

765号井戸 (S E 765,第 33図 )

建物外の南側横に位置する井戸で,掘形は直径約 lm,深 さ約80cmの規模をもつ。石組は全て抜 き

取られ,埋上の中位から上位に拳大から人頭大の河原石を充填 して埋め戻されている。

764号土坑 (S K764,第 33図 ,図版37)

S K764は 建物の西側柱列上に位置する石敷遺構で,鍛冶関連遺構の可能性をもつ。検出面が高 く掘 り

込みは不明である。拳大の河原石を30cm× 40cmの長方形の範囲に平坦に敷き詰める。

842号土坑 (S K842,第 33図 )

建物内の南側にある長楕円形の土坑で,長径1.3m,短径68cm,深 さ30cmを 測る。埋土は灰黄褐色シ

ル トで最上面に石敷がみられる。埋土には僅かに炭化物が混 じる。

782号土坑 (S K782,第 33図 )

建物内の南東隅に位置し,悟鉢状に掘 り込まれた深さ24cmの上坑である。埋上の大部分は灰黄褐色

砂質シル トで炭化物を僅かに含む。

815号土坑 (S K815,第 33図 )

建物内の北側中央部に位置する小型の上坑で,深さは 5 cmと 浅い。埋土には炭化物が混 じる。

18号建物 (S B18,第34図 ,図版36)

建物は17号建物と同様に道路からやや奥に下がつた位置にある。19号建物とも重複関係にあるが新

旧関係は不明である。建物は2間 × 1間 の南北棟の側柱建物で,桁行の柱間は3mを越える。桁行

6.2m,梁行2.9m,床面積は17.98ぽで中規模程度の建物である。北側の梁行の柱列は桁行 と直交せず

歪でいる。また,南東端の柱穴は S E7651こ 切 られる。柱穴の規模は長径30cm～ 50cm,深 さは 5 cm

～20cmと 全般的に浅い。付属遺構にはS K814。 817・ 829・ 770がある。

814号土坑 (S K814,第 34図 )

西側柱列上に位置する石敷遺構で,鍛冶関連遺構の可能性をもつ。検出面が高 く掘 り込みは不明で,

拳大の河原石を円形に並べる。石の隙間の埋土は褐灰色砂質シル トで炭化物が混 じる。

829号土坑 (S K829,第 34図 )

建物内の北東隅に位置する不整形の上坑で,深 さは5cmと 浅い。底面は平坦で,埋土に石が混 じる。

817・ 770号土坑 (S K817・ 770,第 34図 )

建物内の北側中央に位置し重複する。新旧関係はS K770が新 しい。 S K770の 深さは 5 cmと 浅 く,
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2 遺構・遺物

第34図  遺構・遺物実測図 (中世 )
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

底面は平坦である。 S K817は 長径78cm,深 さ38cmの比較的掘 り込みの深い土坑である。

出土遺物の′2/は銅製の第で全長21.7cm,幅 1.3cm,厚 さ 3 11ullを 測る。頂部には耳掻 きが付 き,肩 に

近い部分の片方に線彫 り文様がみられる。

19号建物 (S B19,第34図 ,図版36・ 37)

20号建物の南側に隣接する2間 ×2間の南北棟の側柱建物である。桁行5。 6m,梁行2.5m,床面積

は14♂で小規模な建物である。梁の柱穴の位置が不規則で梁行 1間の可能性 もある。桁行の柱穴の配

置は比較的揃う。柱穴の形状は略円形で,規模は26cm～ 50cm,深 さは 6 cm～ 20cmで浅い柱穴が多い。

付属遺構には S K808,830。 851, S X807, S E819が ある。 S E819周 辺の上坑も建物に伴う可能性

があるが明確でない。

808号土坑 (S K808,第 34図 )

建物内の北側に位置 し,石敷の一部は梁柱列外に延びる。 S K808は 長径1.lmの隅九方形の上坑で
,

深さは10cmと 浅 く,底面は平坦である。坦土には炭化物が多 く混 じる。石敷は S K808埋土上にもみ

られ,拳大から30cm代の大型の河原石が混ざるが,纏まりは明確でない。何 らかの作業台の可能性が

ある。

830号土坑 (S K830,第 34図 )

建物内の西側桁柱列に接する。長径68cm,深 さ16cmの楕円形の土坑で,埋土上面には拳大の河原石

を疎らに敷き詰める。埋土は黒褐色砂質シル トで炭化物が多 く混入する。

851号土坑 (S K851,第 34図 )

東側桁行柱列に接 した建物外に位置する。直径48cmの 円形の上坑で,括鉢状に掘 り込まれ,深さは

12cmを 測る。底面には薄い炭化物層がみられる。

819号井戸 (S E819,第 35図 )

建物の奥側約2mに位置 し,浅い土坑と重複 し井戸が古い。掘形は不整円形で長径192cm,深 さ58cm

を測る。石組は全て抜 き取られ埋め戻されている。出土遺物には,曲物底板 (′281,加工材がある。

″8は半裁された曲物底板で,裁断側の縁近 くに3箇所の穿孔がみられる。庖丁傷や被熱痕を残す。

20号掘立柱建物 (S B20,第35図 ,図版36。 37)

区画の最北端の道路際に位置する建物で,北側と東側の道路側に溝が巡る。建物は2間 ×2間の総

柱建物で,西側に 1間 × 1間 の狭い張 り出しを設ける。桁行3.5m,梁行3.2mの東西方向に僅かに長

い東西棟で,梁行は張 り出し部を含めると4.2mに なる。床面積は12.22♂である。柱穴の配置は整っ

ているが,規模には大小がみられる。柱穴は形状は略円形で,長径は30cm～ 70cm,深 さは10cm～ 25cm

で比較的深 く掘 り込まれたものが多い。付属遺構にはS K800。 805。 838, S E804, S D802が ある。

800号土坑 (S K800,第 35図 )

建物内の中央に位置する悟鉢状に掘 り込まれた土坑で,埋土はレンズ状に暗灰黄 。黄褐色砂質シル

トが堆積する。出土遺物には瀬戸美濃の小破片,加工材がある。

805号土坑 (S K805,第 36図 )

建物の東側に隣接 して配置された略方形の上坑で,長径1.54m,短径1.lm,深さ 8 cmを測る。底面

はほぼ平坦で, 2箇所に小型土坑が掘 り込まれる。埋土は小礫が混 じるオリーブ褐色砂質シル トの単

層で僅かに戊化物が混 じる。出土遣物には中世土師器がある。

′
"は

中世土師器皿の小破片で,口径は9.9cmの小型法量である。胎土には海綿骨針を含む。
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2 遺構・遺物

838号土坑 (S K838,第 36図 ,図版37)

建物の北側に位置する精円形のフラスコ状土坑で,深 さは53cmを 測る。底面は悟鉢状に掘 り込まれ,

埋土下部に黒色炭化物層が水平進積する。出土遺物に金属製品がある。

804号井戸 (S E 804,第 36図 ,図版37)

建物の東側に位置する石組井戸で,S K805と 並置される。 S B19の 柱穴と重複するが新旧関係は

不明である。石組は遺存状態は悪 く,内側にず り落ちている。また,上部の石組は抜き取られ,礫混

じりの暗褐色砂質シル ト層で埋め戻されている。井戸底までは78cmを 測る。出土遺物には,石臼,小

札・漆器椀の小破片,加工棒,加工板がある。

′づθは井戸内に遺棄された疑灰角礫岩製の石臼 (下臼)で,約半分が遺存する。

802号溝 (S D802,第 35図 )

建物の北側 と東側に逆「 L」 字状に巡る溝で,幅約30cm,深 さ約 5 cmを測る。埋土は黒褐色砂質シ

ル トや褐灰砂質上で,拳大の河原石が混入する。

21号掘立柱建物 (S B21,第36図 ,図版38)

区画の北西側に位置する 1間 × 1間の倉庫的小規模建物である。柱穴は溝と重複するが新旧関係は

不明である。掘 り込みの浅い柱穴が多い。

2号柵 (S A2,第 36図 )

S B16の 東側の道路際に位置し, S B19の桁方向に柱筋を揃える。柱間は不揃いである。

596号土坑 (S K596,第 37図 )

S K596は S B16の 北西側に位置する不整形の大型土坑で,土坑の東西両端の埋土内にSD罷3・ 1287

が構築される。新旧関係は明確でなく,S K596に付随する石敷の可能性が高い。石敷は拳大から人

頭大の河原石を用いる。 S K596は 深さ10cmの 浅い土坑で,底面は平坦である。

591号土坑 (S K591,第 37図 )

S B16建物柱列上に重複する楕円形の土坑で,長径は1.lm,深 さは32cmを 測る。埋土は褐灰・黒褐

色砂質シル トがレンズ状に堆積 し,河原石と災化物が混入する。出土遺物には加工板がある。

′夕 は板状の加工材で両先端は磨滅,久失 して長さは明確でないが,厚さは l cm,幅 は9。 5cmである。

僅かに内側に弧を描 くことから桶の側板かも知れない。

641,750号 土坑 (S K641,750,第 37図 ,図版38)

20号建物の西側に位置する不整形の大型土坑で,掘 り込みは13cmと 浅 く,底面はほぼ平坦である。

埋土は灰黄褐・黒色砂質シル トで炭化物が僅かに混 じる。また,東側の埋土中や土坑外にも石敷が疎

らに広がる。 S K750は 土坑北西隅の埋土層中に石敷された遺構で,検出面が高 く掘 り込みは確認で

きない。鍛冶関連遺構の可能性がある。

605号土坑 (S K605,第 38図 )

区画の中央奥に単独に構築された長楕円形の土坑である。長径は1.lm,深さは10cmと 浅 く,底面

は平坦である。埋上の大半は炭化物層である。

607号土坑 (S K607,第 38図,図版38)

区画の中央奥に単独に構築された土坑である。形状は不整円形土坑に溝状の突出部が付 く。掘 り込

みは浅 く,埋土は炭化物層である。出土遺物にはガラス淳がある。

577号土坑 (S K577,第 38図 )

区画の南側の奥に単独に構築された略方形の土坑である。掘 り込みは12cmと 浅 く,底面はほぼ平坦
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

である。埋土は灰黄褐色砂質シル トのほぼ単層である。

579号溝 (S D 579,第 32・ 38図 )

S K577と 重複 して逆「 L」 字状に東側に延びる浅い溝である。出土遺物の′ν は小ぶ りの漆器椀で
,

日縁部と高台部を欠 く。全体に黒漆を塗 り,体部外面と見込みに赤色漆で文様を描 く。円文の中に文

様が描がかれているが剥落が著 しく明確でない。

区画 2(第39図 )

区画 1の北側に隣接 し, S D646・ 510・ 512・ 1095・ 1158・ 1159で三方を区画する。奥の区画溝 SD

510・ 512の 東西両脇に並行 して延びるS D545・ 548や S D647があり,幾度かの改変,改築がある。ま

た,北側の S D 1095。 1158。 1159と S D 722に挟まれた区域は遺構は疎らであり,一時期,東西に横断

する幅3.5m程度の脇道が構築された可能性が高い。

区画の地口は約18.5m,奥行は中央部で約23mを 測 り,面積は426♂程度になる。遺構の内訳は,掘

立柱建物 5棟,柵 4条,井戸 3基,上坑,溝がある。建物は道路際に重複 して 2棟が,ま た,奥北側

に重複する2棟 を含めて 3棟が構築される。建物の方位は道路側は道路方位に近似 し,ま た,奥の建

物は区画溝の方位に近 く,両建物群の方位は異なる。さらに,両建物群の間の中央部は空白域で遺構

は疎らである。

646号溝 (S D646,第 44図 )

東西に延びる南側区画溝で,延長3.6mを確認 した。幅は30cm～50cmで ,掘 り込みは 2 cmと 浅い。出

土遺物には染付がある。

647号溝 (S D647,第 44・ 47図 )

南北に延びる区画溝で S D510。 512と 重複 し古い。溝の幅は一定でなく,35cm～ 120cm程度で南北

両端は途切れる。深さは 8 cmと 浅 く,底面は平坦である。出土遺物には石臼,石鉢,漆器,木製品が

ある。

′5θ は小ぶ りの漆器椀で口縁部を欠 く。体部の内外面に黒漆が塗られるが剥落が著 しく遺存状態が

悪い。内面には残津付着物がみられる。分析の結果,漆紙の可能性が高 く漆液容器になる。′5′ は曲

物の底板で両面に部分的に黒漆が付着 し,被熱痕を残す。

1095,1158号溝 (S D 1095。 1158,第 59図 )

東西方向に延びる北側区画溝で, S D 1095と 1158は 重複 し,1158が新 しい。また,1158と 1159は 途

中で途切れるが本来は同一の遺構であろう。 S D l158は 幅30cm前後,深 さは 8 cmを 測る。 S D 1095は

道路 2の東側建物群を区画するS D5131こ連なる溝で,幅は40cm～65cm,深 さは17cmで ある。

22号掘立柱建物 (S B22,第39・ 40図 ,図版38・ 39)

建物は道路際からやや奥に下がつた場所に位置する。未検出の柱穴が多いが, 3間 ×2間程度の南

北棟の側柱建物と推定され,桁行5.8m,梁行3.5mを測 り,床面積は約20,3♂の中規模建物である。

柱穴は略円形で直径は30cm台 と小さく,深 さは10cm～ 28cmで浅いものが多い。また,北東隅の柱穴

S P912に は直径約18cmの柱根が遺存する。

付属遺構には S E889, S K878・ 880, SA3な どがある。

889号井戸 (S E889,第 40・ 42図 ,図版39)

建物内の北西隅に位置する石組井戸で,石組の遺存状態は良好である。人頭大の河原石を用い,直

径約60cm,高 さ84cm程度まで組む。出土遺物には石臼,加工棒がある。

石臼は 2個体で,′密 は凝灰角礫岩製の上臼で, S K2403出土破片と接合 した。 4分の 3程度が遺
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

存 し,直径は30.6cmを測る。′ち は擬灰角礫岩製の下臼で遺存状況は良くない。

879号土坑 (S K879,第 41・ 42図 ,図版39)

S K880と 共に建物内の南側に並置され,一部は西側建物外に広がる。形状は略方形で長径は2.2m,

深さは16cmを 測 り,底面はほぼ平坦である。埋土は黒褐色土・暗褐色土・灰責褐色砂質土・褐灰色土

が薄 く水平堆積 し,炭化物が混 じる。また,これらの埋土は噴砂によって切られる。

出土遺物には銅銭,加工板,柱,建築材,自然木,ガラス津などがある。上坑南側に並行 して転が

し根太 2本がみられるが,遺構との関連は明確でない。

巧イは銅銭であるが銭貨名は不明。F"は長さ10cm,厚 さ 7144の板でスギ材である。′
"は

二葉松類

の杭で先端には一方向からの切れ込みを入れる。′イ′は長方形のホゾ穴をもつ建築材で杭に転用され

ている。材質は二葉松類。Fク・F密 とも二葉松類の杭で,′密の長さは159cmを 測る。

880号土坑 (S K880,第 40・ 41図 ,図版39)

建物内の南側に位置する隅九方形の土坑で,長径2.lm,深 さ16cmを 測る。底面は平坦で,埋土は黄

褐色砂質シル トの単層で炭化物が多 く混 じる。出土遺物には瀬戸美濃,中世土師器がある。

′
"は

口径9.4cmの小型の天目茶碗で高台部を欠 く。黒褐色の鉄釉がかかり,下半外面には錆釉を塗

る。断面は漆接ぎが施される。藤沢大窯編年のⅡ～Ⅲ期頃の遺物
注1で

ぁろう。

882・ 888号土坑 (S K882・ 888,第 41図 )

S K882は 建物の西側桁柱列の外側に隣接 し, S K883・ 884・ 888と 重複 し新 しい。径 lmの方形の

上坑で,埋上の黒褐色砂質シル トに炭化物が多 く混 じる。出土遺物には加工板がある。

′Jび 。F」/は 長さ14,3cm,幅4.5cm,厚 さ1。 2cm～ 1.4cmの 板材である。同じ位置に釘穴がな箇所認め

られることから2枚重ねて打ち付けられたのであろう。′J∂ は方形の柱で長方形のホゾ穴や釘跡を残

す。 S K888は不整長楕円形の浅い土坑で,中央部付近に疎らに川原石が混 じる。

886号土坑 (S K886,第 41・ 42図 )

建物内中央部のやや西側に位置する長楕円形の小型土坑である。埋土は暗褐色砂質シル トの単層で

拳大の河原石が多 く混 じる。出土遺物には中世三師器,木製柄がある。

′狗 は木製柄 と推定され,長 さは13,4cm,厚 みは2.8cmを 測る。角は九味をもつ。

878号土坑 (S K878,第 40図 )

建物の南側に隣接する略方形の上坑で,長径 1。 24m,深さ17cmを 測る。埋土は褐灰色砂質シル ト。

3号柵 (SA3,第 40図 )

建物の西側約2.9mに位置する柵で,建物と方位を揃える。柵柱穴の間隔は約50cmで 9個並び,全長

は4.5mを測る。

23号掘立柱建物 (S B23,第43図 ,図版38,39)

22号建物と重複するが新旧関係は明確でない。但 し,建物に伴う井戸が埋め戻されていることから

22号建物より古いと推定する。

建物は道路際に位置し,柱穴に配置は不揃いであるが 2間 ×2間程度の南北棟建物である。桁行は

5。 4m,梁行3.6m,床面積は19。 44♂の中規模程度の側柱建物である。柱穴の規模は30cm程度と小さく,

掘 り込みは 4 cm～ 16cmと 浅い。また,建物内の南側に位置するS K908に は柱根が遺存 しており,新た

な建物が予想される。付属遺構には S E864, S K909・ 910がある。

864号井戸 (S E864,第 43図 ,図版39)

建物の北側梁柱列上に位置する石組井戸である。形状は円形を呈 し,石組の直径は46cm,底 までの

77



2 遺構・遺物

，９２９　一　　　　醒

Ｘ
　
一③

③

洩

き

A

0                             2m

t SK91 3 主

第43図  遺構 。遺物実測図 (中世)

1, SB23  2. SE864・ SP929  3. SK908  4. SK910  5, SK913  6. SK898

SK908(/イO SE864(ノ イカ

78

SB23

鰤 式 評

SK909~    ④  sK914

辮 習
08

封 sЮ∞ 生



第Ⅲ章 開存大滝遺跡

深さは58cmと 小型の井戸である。水溜には桶が転用され,その上部に3～ 4段の石を組む。

′クは手桶で底板,取つ手を外 して転用される。側板15枚 を組み合わせ,底近 くの外面にタガ痕跡

を残す。底径は27cmを 測 り,ヒ ノキ科の材を使用する。

909・ 910号土坑 (S K909・ 910,第43図 )

建物内の中央西側に位置する。両土坑は掘 り込みが浅 く,同一遺構の可能性がある。S K909の 中央

部に拳大の石敷がみられ,さ らに石敷はS K910か ら遺構外にも疎らに広がる。何 らかの作業場や鍛

冶関連遺構が想定される。

24号建物 (S B24,第 39。 44図 ,図版39。 40)

区画の奥南側に位置する。 2聞 × 1間 の南北棟の側柱建物で,梁行の中央内側に2本の棟持柱をも

つ。桁行は3.7m,梁行は2.4m,床面積は8.88♂の小型建物である。柱穴の配置は比較的揃い,掘 り

込みは10cm～ 18cmと 全体に浅い。棟持柱は側柱 とほぼ同様の規模をもつ。付属遺構には S K655・ 656,

SA4が ある。

655号土坑 (S K655,第 44図 )

建物の東側に位置する。形状は略楕円形を呈 し,長径135cm,深さ32cmを 測る。埋土は灰色砂層,灰

色砂質シル ト,黄灰砂質上が水平堆積する。

4号柵 (SA4,第 44図 )

24号建物の北側約1.3mに位置する東西方向の柵で,大略 lm間 隔で柵柱穴が並ぶ。建物方位 と柵

方位は僅かに異なる。また,柵列に並行 して小型柱穴がみられ,そ の内の S P855に は柱根が残 り,新

たな遺構が想定される。

25号建物 (S B25,第39・ 45図 ,図版39。 40)

区画の奥北側に位置 し, S B26建物と重複する。新旧関係は26号建物が新 しい。 2間 × 1間 の南北

棟の側柱建物である。桁行は5。 9m,梁行は2.8m,床面積は16.52だの中規模建物である。柱穴の配置

は比較的揃い,形状は楕円形のいわゆる楕円柱穴で,長径65cm～ 100cm,深さは20cm～30cmと 比較的深

い。付属遺構にはS K676・ 725, S D 701が ある。また, S D715は付属遺構の可能性がある。

676号土坑 (S K676,第 45図 ,図版40)

建物内のほぼ中央に位置する。直径84cmの隅丸方形の土坑で,底面に拳大の河原石を敷き詰める。

石敷の隙間から上面にかけて僅かに炭化物が混 じる灰責掲色砂質シル ト層が入 り面を形成する。この

面の中央部に16cmの 円形焼土面が認められ,鍛冶関連施設が想定される。出土遺物にはガラス津の細

片がある。

725号土坑 (S K725,第 45図 )

建物内の北側中央に位置する小型土坑で,橋鉢状に掘 り込まれ,深さは18cmを 測る。

701号溝 (S D701,第 45図 )

建物の北側 と西側の一部に巡る溝で,幅は20cm前後,深さ 3 cm程度の浅い溝である。東西方向の脇

道の側溝と推定するS D722よ り新 しい。出土遺物には木製容器 (′わ)がある。

′つは正方形の組合せ容器で,底板の内径は12cm,側板の高さは7,3cmを 測 り,ヒ ノキ材が使用され

る。側板は相欠接で組合わせ,底板の小口面に木釘で留める。また,内外両面に補強板が補てがわれ

る。升の可能性がある。

26号建物 (S B26,第 39・ 46図 ,図版39,40)

25号建物と重複する東西棟の側柱建物で柱穴の配置は不揃いであるが 2間 × 1間程度であろう。桁
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2 遺構・遺物

Ｓ
　
　
髄

晰　　　（い》▼

SP663

ＳＰ

　

Ａ

SK∝2⑥
q“ ④

Ｏ
ＳＤ６４６

鮎

SA4

―⑬
―qttr

|モ

0 lm(柱 穴 )

S  ∝

鬱  ⑦

a,((〔
::】 ,ュ

ニrclρ  
彎

(ミこ)
十            

十
`!|:'||十

(キキ|キ
||

盗う。
◇ 4ぎ

SК088

A A

ね
Ｖ

　

　

ο

ば
1魏と

第44図  遺構実測図 (中世)

1. 饂 24・ 幽 ・SD645。 SD646・ SD647  2. SK656  3 SP855  4. SK677  5. SK655  6. SK654  7. SK653  8. SK688

80

勲
ＳＰ６５７　　　◎
螂
　
　
　
蜘

lm(柱穴 )



第Ш章 開諄大滝遺跡

siそろを珍珍多惨珍多多フレ珍多珍夕珍ケシ惨珍タ

Cラ

フ・ra

す拌
鮎
　
＼
は
ほ
８
は
ほ
だ
だ
＼

は
隠
　
―ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳

卜
　
詳
Ⅷ＼
だ
は
ほ
は
ほ
ぼ
Ｅ
隠
隠
Ｅ
Ｋ
は③SЮ93

一中―

lA 卜→②豊

�

第45図 遺構・遺物実測図 (中世 )

1. SB25・ SD701  2. SK676  3. SK725  4. SK693

SK676(′a SD701(′ つ

鰻s師

s聘∞⑧s摩ぉ

SP689 
♂ヽ sP600

∂ヱ



2 遺構・遺物
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第皿章 開群大滝遺跡

行は5m,梁行は3.lm,床面積は15.5♂の中規模建物である。柱穴は円形と楕円柱穴が混 じり,後者

は規模が大きく,深い特徴がある。付属遣構にはS K711・ 700,716, SA5があり,ま た S D837が

伴う可能性があるが明確でない。

711号土坑 (S K711,第 46図 ,図版40)

建物内の東側に位置する大型略長方形土坑で,掘 り込みは 4 cmと 浅い。底面は平坦で幾つかの上坑

が重複する。坦土は黒褐色シル ト層で炭化物の混 じりは少ない。

700号土坑 (S K700,第 46・ 47図 ,図版40)

建物外の北西隅に位置する直径37cm,深さ19cmの小型土坑で,完形の鉄瓶 (′ν)が正位の状態で埋納

される。埋土は浅黄色砂で,鉄瓶の内部は空洞であった。遺構の性格は明確でないが,甑炉等の下部

施設の可能性がある。

′ν は完形の鋳造鉄瓶で底部外面中央に湯込み口を残す。底部には長さ2.6cmの 3足が付 き,胴部に

は 1条の凸帯が巡る。外面には煤が付着 し,使用痕跡を残す。弦の断面形状は長方形を呈する。

716号土坑 (S K716,第 46図 )

15cm

第47図 遺物実測図 (中世)(づ θ 1/3,′5′
。′身 1/4)

SD647(′ jθ ・′j′ ) SK700(′ j7)
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2 遺構 '遺物

建物内の北西隅の柱穴に接する略方形の浅い土坑である。規模は88cmを 測 り,埋土内の東側半分に

疎らな石敷がみられる。出土遺物には板状金属製品の小破片がある。

5号柵 (SA5,第 46図 )

S K26の 南側1.8mに位置する東西方向の柵で,建物桁柱列の方位 とほぼ同一である。柵は15cm

～20cmの小規模柱穴 8個で構成され,柱間の間隔は 2個対で異なる。

6号柵 (SA6,第 46図 )

区画の奥中央に位置 し東西方向の柵である。柵柱穴は 3個検出され更に東側に延びる可能性を残す。

SA5の方位 とは僅かに異なり西に傾 く。柱穴規模は14cm～ 20cmで ,柱間は70cm～ 92cmである。

1160号土坑 (S Kl160,第 48図 )

区画の手前北側に位置する土坑で北側は S D l158に ,ま た,南側は試掘 トレンチに切られる。幅は

90cm,深 さは10cmを 測 り,中央部に石敷がみられる。埋土は褐灰砂質シル ト層である。

1186号 土坑 (S K l186,第 48図 )

区画の北側道路際に位置する。隅丸長方形で長さ2.17m,幅1.22m,深 さ12cmを 測る。底面はほぼ

平坦で,埋土は灰黄褐色砂質シル トで,拳大の河原石が疎らに混入する。

926号土坑 (S K926,第 48図 ,図版40)

区画の中央北寄 りに位置する不整形の大型土坑で,S D 722と 重複 し,北側は試掘 トレンチに切られ

る。東西方向の長さは4.93m,深 さは20cmを 測る。底面は平坦で,埋土は灰黄褐色砂質シル ト,褐灰

色砂質シル ト層がレンズ状に堆積 し,数箇所に噴砂痕跡を残す。土坑の中央部と東側に底面から積み

上げられた集石がみられるが,東側の集石は纏まりは弱い。

■88号土坑 (S Kl188,第 49図 )

北側の道路際に位置する浅い円形土坑で,埋土には河原石が混 じる。直径82cm,深 さ6cmを 測る。

925号土坑 (S K925,第 49図 )

区画中央部に位置する。直径1.22m,深さ8 cmの 略円形の土坑で底面は平坦である。埋土は灰黄褐

色シル ト,褐灰色ンル ト層で噴砂によって引き裂かれる。

876号溝 (S D876,第 49図 )

区画の南端中央付近に位置する東西方向に延びる短い溝で,長 さ約1.7m,最大幅45cm,深 さ 5 cmを

測る。南区画溝 S D646の 東側延長線上にあり,区画溝の可能性を残す。出土遺物には白磁がある。

区画 3(第 50・ 51図 )

C地区調査区道路西側遺構群のほぼ中央に位置する大区画である。区画は南側の S D 1095。 1158・

1159,西側の S D 1093,北 側の S D44で 構成される。また,西狽1溝は S D 1077か らS D 1093に 改築が

なされる。地国の南北幅は約28m,奥行 きの東西幅は改築前が約26m,改築後は約20mを預1り ,面積

はそれぞれ約728,560ポ になる。東側の道路は区画内の中間地点で西側に折れ始める。これに沿って

建物の配置も方位を変える。遺構の内訳は,掘立柱建物 5棟,柵 3条,井戸 3基,土坑,溝がある。

建物は道路際に3棟,奥に2棟が並ぶ。畝状遺構と推定する小溝は区画奥の南側の一角にみられる。

畝方向は南北方向である。

1093・ 44号溝 (S D 1098・ 44,第 59図 )

両溝は同一遺構で幅は38cm～ 90cmと 一定せず,深 さは10cm程度である。南側区画溝の S D 1095と 直

交して連なり, S D 1095は更に東側に位置 し南北方向に延びる S D l123に 直角に折れて連結する。こ

の S D l123は 北上 し,地口幅の中間付近で途切れる。幅は60cm～ 70cm,深 さは10cm前後である。また,

∂δ
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

溝群は28・ 29号建物や畝状遺構と重複 し,溝が新 しいことから最終段階に近い遺構であろう。出土遺

物には S D 1093か ら中世土師器, S D l123か らは瀬戸美濃がある。

45号溝 (S D45,第溌図)

北側区画溝で幅は46cm前後,深 さは 3 cmと 浅い。途中で途切れるが一連の遺構である。

27号建物 (S B27,第 50・ 52図 ,図版41)

区画南側の道路際に位置する南北棟の側柱建物である。 4間 Xl間程度の建物と推定するが未検出

の柱穴が多い。桁行7。 lm,梁行2.lm,床面積は14.91rを 測る。柱穴の規模は30cm～50cm,深 さ8

cm～45cmを測 り,比較的深いものが多い。 S P 1240か ら瀬戸美濃が出土している。付属遺構にはSK

1217,S D 1246。 1231,S E 1216がある。

1217号土坑 (S K1217,第 52図 ,図版42)

建物内の北側東寄 りに位置する略方形の大型土坑で,直径約2.lmを測る。掘 り込みは浅 く6 cm程度

で北側のラインは明確でない。埋土は黄褐色砂質シル トが薄 く全面に堆積 し,中央部の60cm程度の範

囲が新たな掘 り込みがあり,炭化物,小枝,種子などを多 く含む黒色上が入 り込む。

1246・ 1231号溝 (S D 1246。 1231,第 52図 )

建物の北側と東側半分に巡る溝で,コ ーナー部分は S K 1218に 切られる。両溝は同一遺構 と推定す

ると溝の幅は一定でなく,幅は20cm～ 52cm,深 さは 5 cm～ 10cmを 測る。出土遺物に瀬戸美濃がある。

1216号井戸 (S E 1216,第 52図 ,図版42)

建物の西側桁柱列上に隣接する。石組の遺存状況は比較的良好で,直径は95cm,深 さは74 cmを 沢1

り,10段程度に人頭大の河原石を積み上げる。出土遺物には加工材がある。

28号建物 (S B28,第 50・ 54図 ,図版41・ 42)

区画の中央南端に位置し,西側に隣接する29号建物と柱筋を揃える。 3間 × l間の南北棟の側柱建

物で,桁行4.8m,梁行2.7m,床面積は12.96ぜである。柱穴の規模,位置は不揃いであるが,掘 り込

みは深いものが多い。柱穴のうち, SP■ 69。 1227の 2箇所に柱根が遺存する。 S P 1227の柱根は太

さは10cm程度で,長 さ50cmま で残る。また,建物内の S K1229も 柱根が遺存 し新たな遺構が予想され

る。付属遺構にはSK■ 62・ ■67・ 1168・ 1166がある。

1162号土坑 (S Kl162,第 54図 )

建物内の中央西端に位置する石敷で,検出面が高 く掘 り込みは確認できない。拳大の河原石を縦60

cm,横30cmの範囲に敷き詰める。

1167・ 1168号土坑 (S Kl167・ 1168,第 54図 ,図版42)

建物内の中央に位置する。 S K l168は 直径52cmの 略円形を呈 し,深 さは 5 cmの浅い土坑である。土

坑の埋土は比較的多 くの炭化物が混じる褐灰色砂質シル ト層で,埋土層中に円形の被熱痕跡が認めら

れる。平面形は直径17cmの 範囲が焼土化 し,その中の中央部14cm余 りが黒 く炭化する。また,断面で

は焼土は土坑底面までみられ,強い被熱痕跡である。 SK■ 67は南に隣接する長径63cm,深 さ4 cmの

土坑で,埋土中に石敷が施される。両土坑は鍛冶関連遺構であろう。

1166号土坑 (S Kl166,第 54図 )

建物の南東側梁方向延長上に位置する不整形の小型土坑である。掘 り込みは10cmと 浅い。埋土は灰

黄褐色砂質シル トで底面には薄 く炭化物層が堆積する。埋土は噴砂によって引き裂かれる。出土遺物

には瀬戸美濃 (′
j」lがある。

′男 は瀬戸美濃の天目茶椀の小破片で高台を欠 く。口径■.Ocmを 測 り,薄い器壁の体部は口唇部で

9Z
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2 遺構・遺物

屈曲し,端部は外反する。体部内外面には茶色味がかった鉄釉がかかる。

29号建物 (S B29,第 50。 M図 ,図版43)

区画の南端に位置する南北棟の側柱建物で,新 しいと推定する南北区画溝 S D 1093に 切られる。ま

た, S D 1092に切られる畝状遺構 とも重複 して切られることから最も古い遺構群に入るであろう。建

物存続時期の東西区画溝は西側の S D 1077で ある。建物は柱穴を欠 く部分もあるが, 2間 × 1間程度

と想定され,桁行は4。 6m,梁行約 3m,床面積は約13.8『である。柱穴の規模は50cm～ 90cmと 比較的

大型で掘 り込みは10cm～ 30cmである。付属遺構はS Kl125がある。

1125号土坑 (S Kl125,第 54図 )

建物外の東側桁列に隣接 し,畝状遺構の S D 1098と 重複 し切られる。埋土は灰黄褐色砂質シル トで

拳大の河原石が多 く混入する。

30号建物 (S B30,第 50。 55図 ,図版44・ 45)

区画の道路際に並ぶ 3棟の建物の中央に位置する。西 。北側の柱穴は不揃いであるが, 2間 ×2間

程度の東西棟であろう。桁行は3。 2m,梁行は2.8m,床面積は8。 96ぽの小型建物である。柱穴の規模

は28cm～ 60cm,深 さは 8 cm～ 12cmで相対的に浅い。 S P375か ら白磁が出上 している。付属遺構には

S D374・ 373, SA7が ある。

1264号柱穴 (S P 1264,第 55図 )

建物内の中央に位置する小型の柱穴である。中央に立石状に人頭大の河原石が埋置される。

374号溝 (S D374)

建物の南側に巡る浅い溝で埋土に礫を含む。溝は途中で途切れ, S D 151と 重複 し切られる。

7号柵 (SA7,第 55図 )

建物の南側約 3mに位置する東西方向の柵で,方位は建物桁方位に揃える。直径20cm～30cmの浅い

小型柱穴で構成され,延長は約3.2mを測る。

31号建物 (S B31,第 51・ 55・ 56図 ,図版44・ 45)

区画北側の道路際に位置する南北棟の側柱建物で,桁行の中間より東寄 りに3箇所の棟持柱が付 く。

柱穴は未検出が多いが, 4間 ×2間程度の建物が想定される。桁行6.3m,梁行4.4m,床面積は約

27.7♂である。側柱の柱穴は18cm～ 40cmで 相対的に小型である。特 に東側柱の S P391(Fjjl・ 392

(′5Flの小型柱穴には柱根が遺存 し突き刺す状態で検出された。また,S K393に は杭状に打ち込まれ

た柱根 (′50があり,新たな遺構が想定される。付属遺構にはS K171, SA9がある。

′万 は直径約 7 cmの表皮付 き柱根で先端は 2方向から切 り込みを入れ杭状にする。長さは27cmま で

遺存する。′/は直径5.5cmの表皮付 きの柱根で,′万 と同様に先端部に3方向から切 り込みを入れる。

393号土坑出土の′5びは半裁された建材を転用 した柱根で,長 さ40.3cmま で遺存する。表面に快 り痕

や整形痕を残す。

171・ 171b号土坑 (S K171・ 171b,第 55図 )

建物内の北西隅に位置 し重複する。新旧関係はS K171が新 しい。また両土坑は S X385に 切られる。

S K171は 直径2.05mの略方形の上坑で深さは12cmを 測る。底面は平坦で,埋土は黄灰色シル トの単

層である。 S K171bは 浅い土坑で,埋土は暗灰責色シル ト層である。

9号柵 (SA9,第 55図 )

建物南側に隣接する東西方向の柵で大型柱穴である。柵柱穴は65cm～ 78cm,深さ10cmを 測 り,延長

は4.5m程度である。
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

8号柵 (SA8,第 50図 )

区画の奥側中央に位置する南北方向の柵で, S D 1093と 重複 し切られる。柱穴の規模,間隔とも不

揃いである。延長は約5.5mで ,周辺には建物は検出されていない。

1218,1254号土坑 (S K1218,第 53図 ,図版42)

S B27の 北側に位置する大型土坑で建物 との関係は明確でない。長径約1.9mの略方形で,SK
1254と 重複 し切られる。掘 り込みは 8 cmで ,埋土は黄褐砂質シル ト,褐灰色砂質シル ト層がレンズ状

に堆積する。出土遺物には中世土師器がある。 S K 1254は 隅九長方形の小型土坑で,埋土は噴砂によ

って引き裂かれる。

1215号井戸 (S E 1215,第 53図 ,図版42)

27号建物の西側に位置 し付属する建物は明確でない。掘形は楕円形を呈する石組井戸で上部の石組

は部分的に抜き取られる。石組の直径は約65cm,深 さは約80cmを 測る。石組は 5～ 6段程度が残 り,

比較的大型の河原石が使用される。

1203号土坑 (S K1203,第 53図 )

27号建物の南側に位置 し,橋鉢状に掘 り込まれた不整形の上坑で長径 lm,深 さは28cmを 測る。

1211・ 1213号土坑 (S K1211・ 1213,第 53図 )

27号建物の西側に隣接する土坑である。 S K12■ は石組はみられないが,深 さ46cmを 測 り小型井戸

の可能性を残す。埋土は暗緑灰色砂質シル ト,褐灰色砂質シル トが堆積する。 S K1213は 長径92cmの

楕円形を呈 し,深さは28cmを 測る。出土遺物には青磁がある。

1233号土坑 (S K1233,第 53図 )

27号建物の東側に位置し, S D 1231に切られる。長径65cmの不整形の上坑で深さは 4 cmと 浅い。底

面は平坦で,埋土は褐灰砂質炭化物層である。

1204号土坑 (S K12能,第53図 )

27号建物の南東隅柱穴に隣接する位置にある。長径90cmの長楕円形の土坑で,深さは 4 cmと 浅い。

底面は平坦で,埋土は褐灰色砂質シル トの単層で拳大の河原石や炭化物が多 く混入する。

1243号土坑 (S K 1243,第 53図 )

S D 1246の 南側に隣接する小型土坑で柱根が遺存 し,新たな建物が想定される。

1194号井戸 (S E l194,第 53図 )

27号建物の南側に位置 し,断面図から3遺構が重複 し最も古い。深さは62cmを 測 り,石組は認めら

れないが小型井戸の可能性を残す。埋土は灰黄褐色の礫層で埋め戻されている。

1198号土坑 (SK■98,第53図 )

27号建物の南側に位置する長楕円の溝状土坑で長径1.36m,短径30cm,深 さ 9 cmを測る。埋土は褐

灰色砂質シル トの炭化物層で底面に薄いえ層がみられる。

■38号土坑 (SK■38,第58図 )

区画の奥中央付近に位置 し,隣接する建物はないと長径2.27m,短径1.45m,深さ12cmの 略隅丸長

方形の土坑である。底面はほぼ平坦で,埋上には炭化物が多 く混入する。周辺の溝を全て切る。

■77号土坑 (S K l177,第 58図 )

区画のほぼ中央部に位置し,北側は試掘 トレンチに切られる。直径2.62mの隅九方形を呈する大型

土坑で,深 さは 8 cmと 浅い。底面は平坦で,埋土は炭化物を含む灰黄褐色砂質シル トの単層である。

381号土坑 (S K381,第 58図 )

ZO′



2 遺構・遺物

区画のほぼ中央部に位置 し,南側半分は試掘 トレンチに切られる。直径約 2mの不整形の大型土坑

で,掘 り込みの深さは16cmで ある。底面は凹凸があリー定でない。埋土は炭化物を殆ど含まない暗灰

責色シル トである。出土遺物には瀬戸美濃,銅銭 (′ω)がある。

′ωの銅銭は土坑の西端の埋土中位から出土 した。銭貨名は「元祐通宝」で初鋳は1086年 である。

区画 4(第 51図 )

C地区調査区のほぼ中央部に位置する小区画で三方にS D45。 70が巡る。南側と奥側を区画するS

D45は奥偵1から中央部付近まで延びるが手前側にはみられず途切れる。また,奥の中央部付近でも途

切れる。南隣の区画 3の奥側区画溝 S D44は S D45の 南溝の途中に連結 し,両区画の奥行 きは異なる。

S D45は 改築された溝の可能性が高い。区画の規模は地口約12.5m,奥行約18.5mを 測 り,面積は約

23と♂になり,区画 3の半分程度の規模である。

区画内の遺構には掘立柱建物は 3棟,井戸 1基,大型土坑 2基,溝がある。掘立柱建物は道路際,

中央部,奥にそれぞれ 1棟みられる。中央と奥の 2棟は南北方向の柱列を揃えることから同時期の可

能性が高い。区画中央南寄 りの南北方向溝群は畝状遺構 と推定する。奥の南側は遺構がみられず空白

域が広がる。

32号建物 (S B32,第 51・ 57図 ,図版45)

区画中央の道路際に位置する南北棟の側柱建物で,南側に位置するS B31か ら北側に位置するSB
38ま での建物は,道路に面する東側桁列を揃える。南側の柱穴は試掘 トレンチに切られるが 4間 × 1

間程度の建物で,桁行約7.6m,梁行3.3m,床面積約25♂を測る。柱穴は小型楕円柱穴を主体に円形

柱穴が混 じり間隔は比較的揃う。深さは10cm～ 22cm程度で, S P183に は柱根が残る。付属遺構には

SKl・ 2・ 228。 168, SE3がある。

1号土坑 (SKl,第 57図 ,図版45)

建物内の北東隅に位置する略I謁 九方形の上坑で,直径は1.36m,深さ10cmを 測る。底面はほぼ平坦

で埋土は暗灰責色シル トが堆積 し,底面に炭化物が混 じる層が薄 くみられる。

2号土坑 (SK2,第 57図 )

建物内の中央部やや北寄 りに位置する小型円形土坑である。悟鉢状に掘られ,埋土は黒褐色シル ト

層で中央上面に円形の焼土層が乗る。鍛冶関連遺構の可能性がある。

3号井戸 (SE3,第 57図 ,図版45)

西側の桁柱列上に位置する。石組は 6段程度に積み上げられているが地震の影響で上部は北方向に

ずれ崩落寸前の状況である。井戸の深さは58cmを 測る。出土遺物には中世土師器,加工板,加工棒 ,

下駄,曲物,漆器椀がある。

′j/は歯が付かない雪下駄で先端を欠 く。材質は二葉松類である。′男 は曲物の側板断片で桜度によ

る綴目が残る。ヒノキ材を使用 し,高 さは8.8cmを 測る。′59は長さ25.8cm,幅 2 cmの板材である。

33号建物 (S B33,第 51・ 59図 ,図版45)

区画の中央南寄 りに位置する南北棟の側柱建物で,北側の柱穴の数個所は試掘 トレンチに切られる。

不明確な部分 もあるが 3間 × 1間程度の建物で,桁行5.5m,梁行2,7m,床面積は14.85ぽ を測る。柱

穴は円形で規模は直径26cm～40cm,深 さは 4 cm～ 10cmで 相体的に浅い。 S P197か ら瀬戸美濃が出土

した。付属遺構は明確でない。

34号建物 (S B34,第 51・ 59図 ,図版45)

区画の奥北側に位置する東西棟の総柱建物で,南西側の柱穴は試掘 トレンチに切られる。また,北
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2 遺構・遺物

東側の柱穴は未検出であるが,上坑の位置や付属溝の関係から3間 ×2間の総柱建物に復元する。桁

行 7m,梁行3.3m,床面積23。 1♂の中規模建物である。柱穴は直径23cm～28cm,深 さは l cm～ 4 cmと

非常に浅い。 S P64か ら加工材が出上 した。付属遺構にはS K67, S D68が ある。

67号土坑 (S K67,第59図 )

北側桁列上の東側に位置する。長径約 2mの略方形の上坑で,深さは30cmと 深い。埋土は黄灰色シ

ル ト,黒褐色シル ト,責色砂質シル ト層がレンズ状に堆積 し,噴砂に引き裂かれる。出土遺物には中

世土師器,櫛,加工材がある。

68号溝 (S D68,第59図 )

建物の東側に位置する溝で,延長4.2m,幅30cm,深 さ4 cmを 測る。出土遺物に中世土師器がある。

区画 5(第60図 )

C地区調査区の北側に位置し, S D70。 45。 254・ 9で三方を区画する。三方の溝は途中で途切れる。

奥の溝 S D125は 部分的な短い溝で,北・南側溝 も奥側が途切れる。区画の地口は約10m,奥行は約

19.5mで ,面積は約195♂程度の小区画である。区画内の遺構には掘立柱建物 2棟,井戸は 1基,大型

土坑 3基,溝などがある。

掘立柱建物は道路際にあり,奥側半分は土坑,溝が疎らにみられる程度で遺構の空白域である。 S

D9か らは染付,青磁が出土している。

9号溝 (SD9,第 63図 )

北側区画溝で延長約10.2m,幅20cm,深 さ4 cmを 測る。′ωは青磁の口縁部破片で被熱痕を残す。

体部外面にはやや広めの線描連弁文を描 く。

35号建物 (S B35,第 60。 61図 ,図版45,46)

道路際に位置する南北棟の建物で道路と方位を揃える。建物は柱の配置が一定でないが 5間 X3間

程度の建物を想定する。更に南側に 1間 の張 り出しが付 く。桁行は7m,梁行は6m,床面積は42♂

で,張 り出しを含むと46.5♂の大型建物になる。 S B35は 2棟分の柱穴群 とみる解釈 も可能である。

つまり,東側の柱穴群を使用して 6間 × 1間の南北に細長い建物と5間 ×3間の建物に分離する解釈

である。しかしここでは北東側の柱穴に明確な重複が認められないことや井戸の配置状況から1棟 と

した。柱穴は20cm～30cmの小型柱穴が多 く,掘 り込みも10cm程度と浅い。付属遺構にはSK7・ 105,

S E96,SD6な どがある。

7号土坑 (SK7,第 62図 ,図版46)

建物内の北東隅に位置する略隅九方形の大型土坑である。長径2.2m,深 さは10cmを 測る。埋土は

暗灰責色シル ト,黄褐色シル ト層で炭化物が僅かに混じる。出土遺物には桶,木札, しゃもじ,櫛 ,

加工材,小札がある。また,周辺域出土遺物に中世土師器 (′Jjlがある。

′πはヒノキ材のしゃもじで,柄の先端を欠 く。′クは黒漆塗 りの小札で 2枚程度の漆膜部分が残

る。′

“

の櫛は白木材の隅切 り半月形の横櫛で,背の断面は台形を呈する流櫛である。roは ロクロ成

形の中世土師器口縁部破片で,15世紀後半～16世紀前半の遺物である。

105号土坑 (S K105,第 61図 ,図版46)

建物内の北東側に位置する小型の浅い土坑である。土坑内には人頭大から拳大の河原石が敷き詰め

られる。石の隙間に入る埋土はオリーブ褐色ンル トで上層は炭化物層である。

96号井戸 (S E96,第61図 ,図版46)

建物の西側に隣接する石組井戸である。掘形は円形で,深 さは64cmを 測ると地震の影響で井戸の上
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

部は北側にずれ石組は崩落している。出土遺物には中世土師器 (Fa)がぁる。

′αは口径13.2cmの 大型品で,胎上には海綿骨針を含む。口縁端部は丸味をもって収められ,外面

には軽いヨコナデを施す。

6号溝 (S D6,第 61図 )

建物の北東コーナー周辺に逆「 L」 字状に巡る溝で,幅は一定でない力謝Ocm前後,深 さは 4 cm～ 10

cmで ある。埋上には河原石が多 く混 じる。出土遺物には瀬戸美濃,自磁,漆器椀,加工棒がある。

′鬱は長さ7.3cmの加工棒で面取 りがなされる。′傷は口径13cmの 自磁皿の口縁部破片である。′密は

口径17cmの 漆器椀の口縁部破片で,内外面に朱漆を塗る。

36号建物 (S B36,第60。 62図 ,図版45'46)

35号建物と重複する。切 り合いはみられないが,道路 1西側建物群の配置状況から36号建物が新 し

いと推定する。 3間 × l間程度の南北棟の側柱建物である。桁行は6.9m,梁行は3.4m,床面積は

23.46ぽ を測る中規模建物である。柱穴の配置は不揃いで 2間 × 1間の建物の可能性 もある。柱穴の

規模は25cm～60cm,深 さは10cm前後である。付属遺構は明確 には抽出できないが,S K108・ 100。

102・ 109を上げておく。

108号土坑 (S K108,第 63図 )

建物内の北側中央に位置する。長径1,05m,短径86cm,深 さ10cmの楕円形の上坑で,底面は平坦で

ある。埋土はにぶい黄橙色砂質シル トの単層で,炭化物は含まない。

100号土坑 (S K100,第 63図 )

建物内の中央北寄 りに位置する長楕円形の上坑である。長径は82cm,深 さは10cmと 浅い。底面は凸

凹する。埋土は下層はにぶい責橙色砂質シル ト,上層は黒色上で焼けた小木片が混じる。

102号土坑 (S K102,第 63図 )

建物内の中央南側に位置する長楕円形の土坑である。長径1.35m,深 さは12cmを 測る。埋土はにぶ

い黄橙色砂質シル ト層がレンズ状に堆積する。

109号土坑 (S K109,第 63図 )

建物内の南側中央に位置する長楕円形の上坑である。長径は80cm,深 さは12cmを 測 り,底面は一定

でなく凸凹する。埋土は下層ににぶい責橙色砂質シル ト,上層に暗褐色砂質シル トが堆積する。

区画 6(第 6σ図)

C地区調査区の北側に位置する区画でSD9・ 90・ 213で囲まれる。奥側の溝 S D90は 部分的に途切

れる。また,北側の溝 S D2131ま試掘 トレンチに奥側が切られる。地口は約10。 7m,奥行は約19mで面

積は203だの小区画である。区画内の遺構には掘立柱建物 1棟,大型土坑 3基,溝がある。掘立柱建物

は道路際にあり,奥は南西隅に大型土坑がみられるのみで遺構の空白域である。

37号建物 (S B37,第 60・ 64図 ,図版45・ 46)

道路際に位置する南北棟の側柱建物である。柱穴の配置は試掘 トレンチが横切るため明確でない

が, 3間 ×2間の建物であろう。桁行は6.9m,梁行は3,4m,床面積は23.46ぜ の中規模建物である。

柱穴の規模は30cm～70cm,深 さは 8 cm～ 34cmを 測る。西側桁行柱列の S P234に は柱根が残る。付属

遺構にはS Kl12・ 200,210・ 220。 230がある。

199号柱穴 (S P199,第 64図 )

北東隅の柱穴で規模が他に比べて大きく重複が想定される。埋土上面には石敷がみられる。埋土は

オリーブ黒色シル ト層や黒色炭化物層で自然木などを含む。出土遺物には瀬戸美濃,白磁,硯,加工

rοθ
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

棒がある。′刀 は長さ5,7cmの折れた箸である。r〃は瀬戸美濃製品の小型の水滴で,鉄釉がかかる。

234号柱穴 (S P234,第 64図 )

西側桁行柱穴で形状は楕円形を呈 し,長径70cm,深さは44cmを測る。柱根は直径約14cmの 表皮付 き

の九太で先端を尖らし,突 き込む状態で埋め込まれる。

112号土坑 (SK■2,第64図 ,図版46)

建物内のほぼ中央に位置する石敷遺構である。検出面が高 く掘 り込みは確認できない。石敷は拳大

の河原石を60cmの方形に敷き詰める。石敷の中央部は円形状に被熱痕を残す。被熱痕の範囲は直径16

cmで上部では焼土,下部では吸炭層となる。r/Fの 中世土師器は周辺出土遺物である。口径8.9cmの小

型法量で,口縁端部は僅かに外反させる。胎土には海綿骨針を僅かに含み,体部外面から口縁部内面

にかけて煤が付着する。

200・ 210号土坑 (S K200,210,第 64図 )

建物内の北側梁柱列に隣接する。S K200は 長径58cm,深 さ4 cmの 長楕円形の土坑である。底部には

薄 く炭化物を含む層がみられる。出土遺物には折敷がある。′知 は折敷側板の断片で黒漆を塗る。側

面と小口面に木釘穴がみられる。 S K2101ま略楕円形を呈 し,深 さは16cmを 測 り,北側に土坑が重複す

る。

220号土坑 (S K220,第 65図 )

建物内の南東隅に位置する略長精円形の土坑である。長径は1.35m,深さは10cmを 測る。底面は平

坦で,埋土は責橙色砂質シル トの単層で植物遺体,自然木が含まれる。

230号土坑 (S K230,第 65図 )

建物内の南西隅に位置する楕円形の小型土坑で,埋上に礫や拳大の河原石が混 じる。

236号土坑 (S K236,第 65図 )

37号建物の西側に位置 し桁行柱列から外れる。長径67cmの楕円形を呈 し柱根が残る。柱根は北側に

やや傾斜 して長さ48cmが遺存 し,新たな建物が予想される。その他の出土遺物には飾 り金具 (′る)破

片がある。

240・ 241号土坑 (S K240。 241,第 66図 )

両土坑は重複 し, S K240が新 しい。 S K240は 不整形の溝状の大型土坑で北側は試掘 トレンチに切

られる。現存長径は約2.8m,深 さは20cmで底面の深さは一定でなく中央付近が最 も深い。中央南側

には拳大から人頭大の河原石の集石がみられるが纏まりは明確でない。埋土は暗緑灰色シル ト,黒褐

色粘土質シル ト層で植物遺体,木片が含まれる。

S K241は 不整形の大型土坑で東西幅は約3.07mを 測る。掘 り込みは 4 cmと 浅 く,礫が多 く混入する。

埋土はにぶい黄色砂質シル ト層で炭化物が僅かに混ざる。

277号土坑 (S K277,第 65図 ,図版46)

区画の南西隅に位置する略隅丸方形の大型の上坑である。深さは14cmと 浅い。底面は僅かに凸凹し,

埋土は黒褐色砂質シル ト層で炭化物が比較的多 く混ざる。

区画 7(第67図 )

北側に位置 しS D213・ 180・ 192で三方を囲まれる小区画である。奥の区画溝 S D180の 南端は試掘

トレンチに切 られる。地口は約 7m,奥行は約17mで面積は約119♂ で最小区画である。区画内の遺

構には掘立柱建物 1棟,土坑,溝がある。掘立柱建物は道路際にあり,中央部周辺には畝状遺構の溝

が南北方向に延びる。奥は遺構の空白域である。

fr5
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

213号溝 (S D213,第 67・ 68図 )

南側の区画溝で,幅は一定せず28cm～ 50cm,深 さは 6 cmと 浅い。溝の手前から中程にかけてSK

211・ 278,279と 重複する。出土遺物のr潜 は白磁皿の破片で煤が付着する。

38号建物 (S B38,第67・ 68図 ,図版46)

道路際に位置する建物で 1間 × 1間分のみ検出された。地口幅から推定すると,おそらく2間 × 1

間程度の南北棟建物が存在 したのであろう。梁行は2.2mを測る。柱穴 S P252か ら染付 (′力 が出土

した。 ′πは端反の皿の破片で外面に 1条の界線,内面に四方欅文がみられる。体部下半の内面は露

胎になる。建物に伴う遺構は明確でない。

204号土坑 (S K2髄 ,第68図 )

建物の西側 lmに位置する円形の小型土坑で直径は50cm,深 さ12cmを 測る。土坑内には拳大の河原

石の集石がみられる。埋土は灰オリーブ色砂質シル ト層である。

201号土坑 (S K201,第 68図 )

道路際に位置する略楕円形の小型土坑である。長径48cm,深 さ8 cmを測 り,土坑内は拳大から人頭

大の河原石が充填される。埋土はオリーブ褐色砂質シル トで炭化物,自然木が混 じる。

278号土坑 (S K278,第 68図 )

南側の区画溝S D213と 重複するが新旧関係は明確でない。深さは4 cmと 浅く,埋土には河原石が混

じる。出土遺物には染付 (′ zの がある。口縁部の小破片で,内面に2条の界線,外面に雷文帯と唐草

文を黒味の釉調で描く。

279号土坑 (S K279,第 68図 )

南側の区画溝S D213と 重複し切られる。隅丸長方形を呈し,長径1.9m,深 さ16cmを 測る。底面は

平坦で,埋土は灰黄色粘土質シルトの単層で戊化物が僅かに混じる。

C地区道路西側包含層出土遺物 (第 69・ 70図 )

包含層出土遺物には′∂びの須恵器,F"～ ′85の 中世土師器,′∂/の靖蝸,′88～ ′ルの瀬戸美濃,′男

の青磁,′9FF～ ′グの染付,′男～20θの白磁,2θ′。2"～ 2θ/の金属製品,2鉗の越前,2りの珠洲,

2′θ～2′2の漆器,2巧の石製品,2′イ～2′ 3の木製品がある。上層の近世畠跡は中世の薄い包含層を削

平して構築されている。このため,近世の畠跡検出時に出土した中世の可能性がある遺物をここに含

めた。但し,木製品の時期は明確でない。

だびは口径13.6cmの 須恵器杯Aの焼成不良品で時期は8世紀中頃であろう。遺跡からは古代の遺物

は断片的に出土している。砂礫層から出土し,磨減した遺物が多いことから氾濫時に上流から流され

てきたものであろう。

′〃～′85は 中世土師器皿で口径は9.Ocm～ 12.Ocmを 測る小 。中型法量品で,全て手ずくね成形土器

である。口縁部は僅かに外反して端部が巻き込むもの,内湾気味に立ち上がるものがあり前者が多い。

底部は′骸・FMの ように平坦で比率を増す個体が多くなる。煤が付着する個体が 4個体ある。16世紀

中頃～後半代の遺物である。

′∂∂～′
"は

瀬戸美濃である。/88は口径8.4cmの九皿 I類で灰釉がかかる。藤沢大窯編年の2段階に

該当する。′拶 も同様に灰釉の九皿である。りθ～′
"は

天目茶椀で口径は12.2cm～ 14。 2cmを 測る。体

部内外面に鉄釉がかかり,口唇部で屈曲し,端部は外反気味におさめる。

′男は青磁稜花皿の口縁部破片で内面に3条の弧線が描かれる。

′/～′グは染付で,ルYは 口径 7 cmの杯で外面に草花文,内面に界線が描かれる。′95は皿で外面

ヱ
=7
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2 遺構・遺物

に牡丹唐草文,内面に玉取獅子が描かれる。小野編年の皿Bl群Ⅶ類
注2でぁる。7,びは小野編年のE類

に該当する鰻頭心の碗である。り/は器壁が厚 く文様が稚拙で趣を異にする。

′男 ～20θ は白磁端反の皿で,日径は10.8cm～ 16.Ocmを 測る。′
"の

体部内面は露胎となる。

′3/は口径 6 cmの未使用の汁蝸で胎土には砂礫が多 く混入する。

20ど '2嚇～2θ/は金属製品で,2θ′は鉄鏃で茎の先端部を欠 く。鏃の長さは5,5cmで 4面 に面取 りし

ノミ先形にする。≧の断面形状は 311m～ 4 malの方形である。2″～2ンは皮芯の小札で,2"の幅は約

2 cm,片方の先端を欠 くが現存する長さは6.8cmを 測る。外面には朱漆が塗られ,重ね部分には綴穴痕

跡がみられる。2鍔 。2"は漆膜片で黒漆地に朱漆が上塗 りされる。2"は花文様を表す。2いは鳶口で

先端を欠 く。茎の断面は長方形を呈 し,先端は内側に丸めて目釘穿とする。2拓は銅製の匙で全長14.5

cm,厚 さ l mllを 測る。2θ/は銅銭で銭貨名は「熙寧元宝」で初鋳は1068年である。

2弼は越前橋鉢の底部破片で土師質焼成である。2"は珠洲の甕口縁部破片で,吉岡編年のⅣ期か

V期注3の遺物であろう。

2′ 0～ 2′2は漆器で,2′θは椀で口縁部を欠 く。高台はやや高めの平高台で,体部は黒漆の上に朱漆

で文様を描 く。文様は剥落が著 しく明確でないが細線がみられ草花や松などの蓬莱文の一種であろう。

2μ は内外面朱漆の椀,2′ 2は蓋としたが時期を含めて明確でない。

2′Jは石鉢の口縁部破片で厚みは約3。 3cmを 測る。石材は凝灰角礫岩である。

2/～ 2′びは組物容器の脚部と推定され 3点セットをなす。接地面側は「 S」 字状に整形され,容器

本体とはほぞ溝で組合わさる。クフ。2/8は 透かしが入る長方形の板状の加工材で,2′イ～2′びの脚部と

同一地点から出土 していることから同一個体の破片と推定する。また,出土層位は I層 であり時期は

明確でないが近世から近代の遺物でなかろうか。

区画 8(第 67図 )

C・ D区 にまたがる区画で, S D192。 180。 179B(S X4018 28。 401829)で区画される。南北

の区画溝は奥側から中程までで道路際にはみられない。地回は約 7m,奥行は約19mで面積は約133

ぽの小区画である。区画内の遺構は道路際に石敷と小土坑があるが,建物は明確でない。中程から奥

は空白域である。石敷は検出面が高 く掘 り込みは不明である。小礫から拳大の河原石を面的に敷き詰

められるが纏まりとしては捉えられない。部分的に人頭大の大型の河原石が集中する箇所があり,作

業台的な用途が推定される。石敷内には炭化物や小鍛冶淳が含まれる。

4070号土坑 (S K4070,第 75図 )

石敦撤去後に確認 した遺構である。石敷面で検出した S X4018-6・ 4018-16の 直下に当たり同一遺構

の可能性が高い。不整形の浅い土坑である。出土遺物には瀬戸美濃がある。%θは灰釉のひだ皿で
,

藤沢大窯編年の 3段階にあたる。

区画 9(第 71図 )

S D179-B(S X4018 28・ 4018-29)。 S X4018-26Aの 南北区画溝で区切られるが,奥側の溝はみ

られず,ま た南側の区画溝 S D179-Bは 道路 2ま で廷びることから南北方向の区画が大きく変化する

のかも知れない。地口は約8,8m程度である。区画内の遺構は道路際に石敷・土坑・溝がみられるが建

物は未検出である。奥側は明確な遺構はない。石敷は小礫から拳大の河原石を使用する。石敷の検出

面が高 く攪乱を受けた部分もあり,ま た石敷の南西隅は試掘 トレンチに切られるなど遺存状況は良く

ない。

石敷の範囲は道路方位に沿うようにほぼ長方形を呈 し,間回は約8.5m,奥行約6.5m程度になり,

r2θ
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2 遺構・遺物
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2 遺構・遺物

間口幅全体に石敷される。石敷内には炭化物,小鍛冶淳,羽口の小破片が含まれ,作業面と推定され

る。また,石敷内には土坑や溝が掘 り込まれる。

4018-1号土坑 (S X4018 1,第 71。 72図 ,図版48)

石敷のほぼ中央に位置する不整形の土坑で,数基の土坑の重複が想定される。土坑の中央部底面に

は40cm～50cmの範囲に炭化物層がみられる。また,土坑の北側には面的な石敷がみられ埋め戻される。

出土遺物には中世土師器,小札がある。2ヮ～
"′

は中世土師器皿で,2り・″θの胎土は粘土質で海

綿骨針を含まないなど通有の胎土と異なる。口縁端部は軽 く内側に巻き込む。
"′

は完形品で口縁部

は内湾気味におさめ,外面には 1条のヨコナデを施す。中世土師器の時期は16世紀第 2四半期～第 3

四半期である。″イは黒漆塗 りの小札の破片で 2列の綴穴を残す。

4018-14号 土坑 (S X4018-14,第 71・ 72図 ,図版48)

S X4018-1と 重複 し切られる。直径66cmの円形の上坑で,土坑内には拳大の河原石が敷き詰められ

る。石敷上には薄 く炭化物層がみられ,鍛冶関連遺構である。

40182。 401812号土坑 (S X4018 2・ 401812,第 71・ 72図 ,図版48)

両土坑は重複するが新旧関係は不明である。 S X4018-2は 50cmの 円形土坑で,底面に炭化物が多 く

堆積する。 S X4018-12は 不整形の上坑で,埋土は炭化物を含み,中位の炭化物層中に小粒の鍛冶淳が

多 く混 じる。その他の出土遺物に桶の断片,加工材がある。

4018-3,401813号土坑 (S X4018 3,401813,第 71・ 72・ 74図 ,図版48)

S X4018 3は S X4018-1の 東側に隣接する溝状の不整形の上坑で, S X4018-13と 重複 し切られる。

南側は掘 り込みが浅 く途切れるが, S X4018-4に 連なる可能性がある。 S X4018 3の埋土は黄褐色土

の単層で,出土遺物に銅製品がある。225は ねじりが入る火箸状の銅製品で折って丸められている。

S X4018-13は 直径34cmの略円形の小型土坑で,レ ンズ状に石敷がみられ,表面は被熱痕を残す。埋

土は炭化物を含む褐色系の上層である。

40185号土坑 (S X4018-5,第 71・ 72図 ,図版48)

S X4018-4と 並列 して南側に位置する溝状の土坑で,南側半分の埋土は炭化物層である。出土遺物

には炭化材,曲物の底板がある。

4018-10号 土坑 (S X4018-10,第 71・ 72図 )

石敷内の南側に位置する石敷土坑で西側半分を欠 く。径約54 cmの略楕円形の土坑で,炭化物層上に

大型の河原石を敷き詰める。出土遺物には加工材がある。

401811号土坑 (S X4018 11,第 71・ 留図,図版48)
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

S X4018-10の 東側に隣接する小型の円形土坑である。直径22cm,深 さ6 cmを 測る。出土遺物に鉄

製品がある。22♂ は鉄製の引き手金具で,断面円形の針金を九めて引き手とし,先端の打ち込み部は

扁平に仕上げる。

4018-20A号溝 。4018-43号土坑 (S X4018 20A・ 4018-43,第 71・ 73図 )

石敷の北側に位置 し,石敷を区切る溝の可能性がある。長さは約3.45m,幅・深さとも一定しない

が,幅は40cm前後,深 さは10cm前後である。埋土は青灰色砂質シル ト,褐灰色砂質シル トが堆積する。

S X4018-43は S X4018 20Aと 重複するが新旧関係は明確でない。不整形の上坑で,埋土には植物遺

体が腐食 した灰赤色シル ト層が堆積する。出土遺物には箸がある。229は長さ14.7cmの 箸で,細か く

面取 りが施される。

4088号杭 (S X4088,第 75図 )

区画 9の石敷撤去後確認 した杭で,S X4018-24の 直下に位置する。北側に傾斜 して打ち込まれた直

径約10cmの 九太杭で,噴砂と重複する。

区画10(第 73・ 75'76図 )

最北端に位置 し,確認された区画溝はS X4018-26A・ 4079の南側区画溝のみである。遺構は区画 9

の石敷面からつながる高い検出面の溝,土坑があり,掘 り下げて検出した掘立柱建物 1棟,井戸,上

坑,溝がある。両遺構面は生活面の遺構 と,包含層下の遺構に整理でき,時期はほぼ同一である。

39号建物 (S B39,第 75図 )

区画内の南端道路際に位置する南北棟の側柱建物と推定する。桁行 1間以上,梁行 1間 で,梁行は

2.lmで ある。柱穴は楕円柱穴で,長径は50cm～ 60cm,掘 り込みは14cm～ 20cmを 測る。 S P40381こ は柱

根の一部が残る。建物に伴う遺構はS K4034・ 4018-52・ 4018-51,S E4032がある。

4018-52号土坑 (S X4018-52,第71・ 73図 ,図版48)

建物内の中央に位置する石敷土坑で掘 り込みは僅かにみられる。拳大から人頭大の河原石をほぼ円

形に敷き詰める。土坑内から東側遺構面に炭化物層が広がる。鍛冶関連遺構である。

4018-51号 土坑 (S X4018-51,第71,73図 )

S K4018-52の 南側に隣接する。不整形の土坑 2基が南北に重複 し,北側の上坑には厚い炭化物層が

みられる。

4032号井戸 (S E4032,第 75図 ,図版48)

建物の北西隅に隣接する石組井戸である。径86cmの略円形の掘形をもち,深さは約40cmを測る。石
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2 遺構・遺物

組は崩れ落ち明確でない。

4018-53号土坑 (S X4018-53,第 71・ 73・ 鞄図,図版48)

建物外の道路側桁柱列に隣接するが建物に伴うかは明確でない。溝状の土坑で,深さは 6 cmと 浅い。

出土遺物に小柄がある。222は 長さ7.5cmの銅製の小柄の袋で,表面に金箔が残る。

4018号遺構群出土遺物 (第74図 )

S X4018出 土遺物であるが,詳細な遺構呑号が不明な遺物で,砥石 3点がある。″びは断面長方形

に面取 りされた凝灰岩製の小破片である。″/は小型の面取 りされた泥岩製の砥石である。″∂は 2面

が使用された泥岩製の砥石で,一面は使用頻度が高 くレンズ状に袂れる。

4021号土坑 (S X4021,第 76図 ,図版48)

区画の北側の道路際に位置 し,検出面は高い。長径1.12m,深 さ 6 cmの 略円形の上坑で埋土上面に

石敷がみられる。埋土は炭化物が混 じる青灰色粘質土,暗灰黄色シル ト層である。出土遺物は中世土

師器がある。%′ は口径9.6cmの小型法量の中世土師器皿で,口縁端部は尖 り気味に収める。外面のヨ

コナデは部分的である。

4022号土坑 (S K4022,第 76図 ,図版48)

区画の北側の道路際に位置する浅い土坑で,検出面は高い。溝 と重複するが前後関係は明確でない。

掘 り込みラインが不明確な部分があるが,1,2m程度の略楕円形 と推測され,深 さは10cmと 浅い。埋

土には炭化物が僅かに混 じる。出土遺物には木製品がある。252は 曲物の底板で,直径は16.2cmを 測

る。スギ材を使用 し,表面には庖丁傷が残る。

4047号土坑 (S K4047,第 76図 )

略方形の土坑で西側は調査区外に延びる。長さは約2.lm,深 さ22cmを 測る。底面は平坦で,埋土

は責灰色砂層,暗オリーブ灰色砂層が堆積する。出土遺物には加工板がある。

4048号土坑 (S K4048,第 76図 )

S K4047の 南側に隣接する不整形の上坑で,西側は調査区外に延びる。深さは約20cmで ,底面は凸

凹する。底面には厚さ2 cm～ 8 cmの炭化物層が堆積する。出土遺物には加工材がある。

D地区道路 1西側包含層出土遺物 (第77図 )

出土遺物には白磁・瀬戸美濃・金属製品・砥石がある。2"は 白磁の菊皿である。口径は11.9cm,

高さ2,3cmを測 り,全面に厚い釉がかかり,貫入が入る。小野編年の皿D群に該当し,16世紀中頃～後

半代である。%イは口径11.3cmの 天目茶椀口縁部破片で鉄刑がかかる。25jは 薄い銅製の板で 4箇所に

穿孔がみられる。長さは約20.8cm,幅 1.55cm,厚 さ l lllllを 測 り,両端は面取 りが施される。%びは釘

で先端を僅かに欠 く。途中で直角に折れ曲が り使用痕跡を残す。必アは小柄の袋で銅製品である。片

面には馬とひようたんを表現 し,その間を魚々子文様で埋める。また,片面には金箔が残る。男Bは

船釘で先端を僅かに欠 く。長さ12.2cm,幅1,lcm,厚 さ4 HHlを 測る。2ぅ,は面取 りされた粘板岩製の小

型砥石である。                                 (池 野正男 )

注1 藤沢良祐 1993 「瀬戸・美濃大窯の編年」「瀬戸市史』陶磁史編四

注2 小野正敏 1982 「15～ 16世紀の染付碗、皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』No 2

注3 吉岡康暢 1994 『中世須恵器の研究』吉川弘文舘
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

区画 9(第 78図 )

北をS D4039,南 をS D179に より挟まれたもので,内部には S D4031と S A10がある。 S A10は C

地区の最北端に位置 し,畠 のさくと考えるS D176。 S D177・ S D178と 重複 している。 S D176・ S

D177・ S D 178は 幅約30cm,深 さ10cm程の浅いもので,ほぼ90cm間隔で並行 している。遺物の出土は

なく,時期は確定できない。

区画■ (第 78図 )

北をS D179,東をS D90。 S D 180,南 をS D88に より囲むもので,東西方向は約12m,南北方向

は約24mを 測る。内部の遺構分布には偏 りがあり,調査区西端から約4.5m東に位置する S D80以 西

(道路 2側 )は まばらであるのに対 し,以東には遺構が集中してお り,S B40・ S B41,溝 ,土坑が

ある。 S B401こ付属すると考えられる遺構はないが, S B41の内部には竪穴状土坑が付随している。

S B40と S B41の 間には,南西から北東に流れる,幅約60cm,深 さ12cmを 測る S D 1520が あることか

ら,区画11の内部を便宜的にS D 1520以 北と以南に分け,建物 とそれに関連する遺構,さ らに区画内

部の遺構について,それぞれ記述する。

179号溝 (S D179,第 78図 )

区画11を 構成するもので,幅50cm～ 60cm,深 さ 6 cmを測る。東西に伸びる区画溝で,調査区西端か

ら約10mで s D 180が南に分岐する。分岐点以東は区画 8を構成 している。

180号溝 (S D180,第 78図 )

S D179か らT字状に南へ分岐 し,幅 50cm～ 135cm,深 さ4 cmを 測る。 S D 179か ら約 6m南でSD

192が東に分岐しており,区画7・ 区画8と の境界溝としても機能している。

40号建物 (S B40,第 78図 )

S D 1520の 北に位置し,桁行4.8m×梁行2.4m,平面積11.52♂の規模をもち,主軸はN-3° 一Wの

南北棟である。桁行方向で確認した柱穴数は東辺で 2基,西辺で 6基 と不均等であることから,掘立

柱建物と復元してはいるが,礎石・土台等を利用したより複雑な構造をもつ建物の可能性があると考

える。柱穴からの出土遺物は無い。

S D 1520以 北には, S B40か ら3m以上離れて土坑が数基あるが,これらはS B40に 付随するもの

ではないであろう。

195号土坑 (S K195,第 79図 ,図版62)

S B40の 西,調査区端に位置し,南北108cm,東西約80cm,深 さ10cmを測る。平面形は不整形を呈す

る。埋土は灰黄色粘土質シルトで,底面には礫が多い。遺物は珠洲 (男② と漆器椀が出上している。

/θは珠洲片口鉢で,底部に近い破片である。体部は直線的に伸び,内面には2.2cm幅 に10条 の粗い卸

目があるが,小破片であるため卸目の間隔は不明である。時期は珠洲Ⅵ期注1と
考える。

227号土坑 (S K227,第 79図 )

S B40の 西,S K195の 北に位置し,長径190cm× 短径120cm,深さ8 cmを測る。平面形は隅丸方形で

ある。埋土はオリーブ褐色砂質シルトで,礫が多く混じる。

290号土坑 (S K290,第 79図 )

S B40の 南約 lmに位置する。長径■6cm× 短径38cm,深 さ6 cmを測る。埋土は暗灰黄色砂質シルト

で,λ化物が混じる。

1525号土坑 (S K 1525,第 79図 )

S B40の 南約 3mに位置し,長径150cm× 短径■Ocm,深 さ3 cmを測る。埋土は灰白色粘質上である。
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

1529号土坑 (S K1529,第 79図 )

S K1525の 南に位置し,長径140cm× 短径110cm,深 さ10cmを 測る。埋土は青灰色砂質シル トである。

規模・形態が S K1525と ほぼ同じであることから,関連がある可能性が高い。

285号土坑 (S K285,第 79図 )

S K 1529よ り新 しく,70cm× 60cm,深 さ 5 cmを 測る。埋土は炭化物であるが,遺物の出土もなく,

その性格は不明である。

80号溝 (S D80,第81図 ,図版65)

S D 1520以 南で,調査区西端から約4.5m離 れて位置し,遺構の疎密を分けているもので,幅43cm,

深さ 7 cmを 測る。区画■と区画12と を分けるS D88付近で一旦途切れ,約2.5m南 に続いている。出

土遺物には瀬戸美濃,中国製染付 (男② がある。身9は口縁部が直線的に立ち上がる碗で,日縁部内

面に2条の界線があ り,日縁部外面には雷文帯が巡 り,体部には唐草文 ?が描かれている。小野分

類
注2で

碗 E群 6類にあたり,16世紀中頃～後半のものである。

88号溝 (S D88,第81図 )

0          1:3(2イの         15cm

螂
＼

泳
は
ほ
〓

A

▲

▲ 卜

▲ 卜

手1締灰働効

0                                               2m

蛇
。

麒ヽ』ヽ吋ヘヘ峠吋ヽ峠囀ヽ吋吋囀卜吋囀吋中帥
す                 a.

け � 斡
1輸鴇錦鰍励

▲ 卜

4   
母・

第79図 遺構・遺物実測図 (中世)

1. SK195  2. SK290  3. SK1525

SK195(2孝ω

デ

Ｙ

静
で

鎖

争

ο

4. SK227  5。  SK285。 SK1529

Z3=



2 遺構・遺物

区画11と 区画12を 分けるもので,幅約30cm,深 さ10cmを 測る。

90号溝 (S D90,第81図 )

S D80と 平行 して南北に走る区画溝で,幅57cm,深 さ4 cmを 波1る 。北端からわずかに南で S D213

が分岐しており,区画 6と の境界溝 としても機能している。 S D80同 様にS D88付 近で一旦途切れ,

約 2m南に続いている。

41号建物 (S B41,第80図 ,図版49)

S D 1520の 南に位置し,桁行 5m×梁行3.5m,平面積17.5ぽの規模をもち,主軸はN-3° 一Wの南

北棟である。桁行方向の柱間は東辺と西辺では不均等であるが, 3間 ×2間 と復元 している。また,

建物内部の S P 1504。 S P 1522は 棟持柱 と考える。柱穴からの出土遺物にはS P 1504か ら加工材, S

P1522・ S P 1523か ら金属製品がある。

また,建物内部には竪穴状土坑,埋土に炭化物を多 く含む土坑があり, S B41に付属 していると考

える。

1522号柱穴 (S P 1522,第 81図 ,図版84)

S B41の 内部にある北側の棟持柱で,長軸50cm× 短軸40cm,深 さ12cmを 測 り,平面形は楕円形を呈

する。埋土は青灰色砂質シル トである。出土遺物には金属製品 (/′)がある。2イ′は鉄製の輸状の金

具である。輪の部分は外径71 2cln× 5。 8cm,内径5.6cm× 4.5cmの楕円形を呈する。また,鋲等で固定す

るための座金部分は幅2.lcm,厚 さ約 4 nulで ,直径1.5cmの 穴が穿たれている。

117号土坑 (S Kl17,第 81図 )

S B41の 内部,南東隅に位置し,径115cm,深 さ8 cmを測る。埋土は灰黄褐色砂質シル トで,礫や砂

利を多 く含む。出土遺物はないが,土間や作業場のような機能をもっていたのではないかと推測する。

284号土坑 (S K284,第 81図 )

S B41の ほぼ中央に位置 し,68cm× 58cm,深 さ 8 cmを 測る隅丸方形の上坑である。 S K299よ り新

しい。埋土は暗灰黄色砂質シル トで,炭化物が混 じる。

299号土坑 (S K299,第 81図 )

S K284と 重なり,S B41の 中央に位置する。長軸95cm× 短軸65cm,深 さ16cmを 測る。埋上のほぼ中

層には,災化物を多 く含む砂質土が皿状に堆積 している。出土遺物はないが,炉に関連 したものと推

定する。

区画11内 の S D 1520以 南には,S B41に 関連 した遺構の他に, S D80以西に溝・数基の上坑がある。

これらは S B41に 付随したものではない。

301号溝 (S D301,第 81図 )

S B41の 東, S D 180の ほぼ延長上に位置し,幅44cm,深 さ3 cmを 測る。 S D90と S D301は 二股に

分かれるようである。これ以南は道路 1側 の区画溝と道路 2側の区画溝との間に,遺構のない空間が

ある。これは区画が作 り替えられた結果と推測する。

118号土坑 (SK■8,第81図 )

S D80の 北端西側に位置 し,110cm× 87cm,深 さ10cmを 測 り,平面形は不整形な方形を呈する。最下

層の埋土は炭化物層で,約 5 cmの厚さで皿状に堆積 している。炭化物は意識的に入れられたものと推

測されるが,関連遺構は付近にないため遺構の性格は不明である。

1526号土坑 (S K1526,第 81図 )

調査区西端, S D 1520の南に隣接 しており,長軸160cm× 短軸■8cm,平面形は楕円形を呈する。深
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さは僅か 2 cmで ,埋土は褐灰色粘質土である。

区画12(第 80・ 82図 )

北をS D88,南 をS D76,東 をS Allと S D39に より囲まれたもので,東西方向は約12m,南北方

向は約20mを 測る。遺構は南北に並ぶ S D80。 S Dl15。 S D355以 東に集中してお り, S B42の他に

溝,土坑がある。遺構の分布状況は, S D88か ら南約■mに位置するS D78と 南北方向に分岐するS

D255付近で一旦少なくなり,S D76の付近で増加することから,こ れらが区画溝として機能していた

可能性が高い。ただし, S D78は西へ伸びないことから,区画12の内部を南北に分けるものではない

と考える。

11号柵 (S All,第80図 )

S D88か ら約3.5m南 ,S B42の 東側に位置する。柵穴の規模は径25cm～ 50cm,深 さ4 cm～ 8 cmを測

り,70cm前 後の間隔で並んでいる。 S Allの 方向とS B42の 棟方向とは一致せず,む しろ区画12の東

側区画溝 と方向が合うことから,区画を確保することを重視 したものと考える。

78号溝 (S D78,第81図 )

区画12の北端から南約■mに位置 し,東西に伸び,幅45cm,深 さ4 cmを測る。西端からlm程で,

南へ S D255が分岐している。

255号溝 (S D255,第 81図 )

S D78か ら南に分岐するもので,幅28cm,深 さ3 cmを 測る。 SA■の延長上にあり,南に2.5m離れ

た S D39と ともに,区画12の東側区画溝として機能している。

42号建物 (S B42,第80図 ,図版49)

区画12の北端に位置 し,桁行5。 5m× 梁行2.4m,平面積13.2だの規模をもち,主軸はN-5° 一Wの

南北棟である。桁行方向の柱間は東辺と西辺ではやや不均等である。 S B42に 付属 した遺構としては
,

東に幅20cm,深さ4 cmの 雨落ち状の S D270,内 部に炭化物が堆積 した土坑が 2基ある。柱穴からの出

土遺物はない。

81号土坑 (S K81,第81図 )

S B42の 北辺にある平面形が楕円形を呈するもので,長軸76cm× 短軸46cm,深 さ 6 cmを測る。埋土

は底部には炭化物が皿状に堆積 しているが,焼上がないこと,炭化 していない木片が混 じることから,

炉として使用されたものではないと考えられる。出土遺物には炭化物上面から鉄津 鬱密)がある。

83号土坑 (S K83,第81図 )

S B42の ほぼ中央に位置し,長軸50cm× 短軸35cm,深 さ 6 cmを測 り,平面形が楕円形を呈するもの

である。埋土は仄オリーブ色砂質シル トで,他の上坑・柱穴の埋土に比べて炭化物が多 く混 じるが
,

S K81と の関連は不明である。

87号土坑 (S K87,第81図 )

S D88と S B42と の間に位置 し,123cm× 108cm,深 さ4 cmを 測る。埋土は灰黄褐色粘土質シル トで,

炭化物が混じる。出土遺物はなく, S B42と の関係は不明である。

区画12の南端には方形の竪穴状土坑や炭化物が堆積 した土坑が集中している。これらは南側の区画

溝 S D76と S D355。 S D39に 東西を囲まれた,東西約12m,南北約 4mの僅かな範囲で,南の区画

13と 2m程 しか離れていない。ここでは柱穴や礎石,土台の痕跡を検出できなかったことなどから,

建物を復元 していない。しかし,こ れらの土坑群の北に遺構の少ない空間があること,土間状の竪穴

状土坑があること,遺物が出土 した土坑が比較的多いことなどから,建物が存在 した可能性があると

Z∂∂
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2 遺構・遺物

考える。

38号土坑 (S K38,第83図 ,図版51)

S D77の 東に位置 し,長軸68cm× 短軸40cm,深 さ10cmを測る。埋土には焼土がブロック状に混 じり,

底部には炭化物が厚さ4 cmで 皿状に堆積 している。約 lm北東に石組炉と考えられる遺構があること

から,こ の炉に関連する炭化物を廃棄したものと考えられる。

29号土坑 (S K29,第83図 ,図版51)

S D76の 西端から1.2m離れて位置し,長軸77cm× 短軸66cm,深さ8 cmを 測る。埋土は上層から径 5

cm～ 15cm大の礫が多量に入っているが,戊化物,焼土などは確認できない。北西にある,埋土に炭化

物が多 く混 じる S K73よ り新 しい。

55号土坑 (S K55,第83図 )

S D355の 東約 3m,S D76の 北約 2mに位置 し,90cm× 59cmの規模をもつ隅九方形の上坑で,深 さ

25cmを 測る。南半部の壁際には礫を積み重ねており,内部に黄灰色粘土質シル トや黄灰色砂質土を充

填 している。北半部には壁際の礫はなく,埋上のほぼ中間に厚さ約 4 cmの 炭化物層がある。上面南半

には礫が敷き詰められ,さ らに上面には黄灰色砂質シル トが薄 く堆積する。焼土は確認されていない

が, S K55は炉として機能 していた可能性が高 く,北半部には排出された炭化物が堆積 してお り,鍛

冶関連の石紅炉と考えられる。遺物は南半部壁際の礫中から石鉢 (2匂 が出土 している。244ヽま凝灰

角礫岩製で,底部付近の破片で,器壁は厚さ4.8cmあ る。

332号土坑 (S K332,第 83図 )

S D39の 西に位置 し,140cm X 105cmの 規模をもつ隅丸方形の上坑で,深 さ 6 cmを 測る。埋土は下層

東寄 りにのみ黒褐色砂質上が薄 く堆積 し,その上部に礫が混 じる黄灰色砂質シル トがある。この付近

では建物を復元できなかったが,遺構の状況から建物があった可能性 も考えられ,S K332は建物と関

連する竪穴状土坑ではないかと推測する。

333号土坑 (S K333,第 83図 )

S D76の 北に近接 してお り, S K32よ り古い。165cm× 150cmの 規模をもつ不整形の上坑で,深さ4

cmを 測る。埋土は灰オリーブ色砂質シル トで,炭化物が僅かに混 じる。ただし,南西の角が内側に約

40cm,ほぼ直角にカットされてお り,その快れた部分にS K347があることから,意図的にS K347を

避けるように成形しているようである。これはSB2内に位置する竪穴状土坑SK8と 同様であるこ

とから, S K333は建物に付随した竪穴状土坑で,土間などの作業場である可能性が高い。

32号土坑 (S K32,第83図 )

S K333よ り新しく,南東隅に位置する。長軸74 cm× 短軸55cm,深 さ4 clnを 測る。埋土は灰オリー

ブ色シルトで,炭化物が比較的多く混じる。

113号土坑 (S Kl13,第 83図 )

S K333の 北東に位置し,長軸117cm× 短軸47cm,深 さ6 cmを測る。埋土は灰黄色シルトで,礫が多

い。出土遺物には金属製品 (20がある。男ぢは釘で,両端が欠損しており,断面は四角形を呈する。

区画13(第 82・ 85図 )

北をS D76,南 をS D513,東をS D39。 S D41。 S D 1077に よって囲まれたもので,南北約32m,

東西約20mを 測り,道路 1西側の区画としては最大規模である。 S D14・ S D 945以東は遺構の密度が

高く,北半にはS B43が,南半にはS B44～ S B47の 4棟が密集して確認された。F建物内部には炭化

物や焼土が堆積した土坑が確認されたほか,建物に付随すると考えられる溝,土坑,井戸がある。他

:
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

に建物 とは直接関連付けられない遺構 として土坑・畠のさくがあり,最 も近接 した建物とともに記述

する。

また,東側区画溝とS D45。 S D44・ S D 1093に 挟まれた,幅約 7m～ 9mの部分には畠のさくと

考えられる溝がみられるだけで,区画12の東側から続 く遺構の空白地帯である。

76号溝 (S D76,第M図 )

区画12と 区画13を 分ける溝で,幅25cm,深 さ3 cmを測る。西から約 7m付近で, S D39と 交差 し,

さらに遺構の空白地帯へ伸びている。

14号溝 (S D14,第84図 )

区画13の西端に位置 し,遺構の疎密を分けている溝である。幅80cln,深 さ 6 cmを測 り,S D945に 続

くと考えられる。平行するS D15よ りは古い。出土遺物には瀬戸美濃,中 国製白磁,漆器椀,加工板

がある。

39号溝 (S D39,第84図 )

区画13の東側区画溝で,幅28cm,深 さ 3 cmを測 り,途切れながら南北に伸びる。 S D327と 近接 して

いるが, S D41・ S D ll13へ とつながる。

45号溝 (S D45,第84図 )

区画 4の西側区画溝で, S D39と ともに遺構の空白地帯を挟む。南北方向に途切れながら約12m,

直角に東に折れて約10mの範囲を囲み,幅46cm,深 さ3 cmを 測る。コーナーから約 2m東で S D44が

南に分岐している。

44号溝 (S D44,第84図 )

区画 3の西側区画溝で,S D45か ら分岐しており,幅45cm,深 さ3 cmを測る。試掘 トレンチを挟み
,

南の S D 1093に つながる。

43号建物 (S B43,第82図 ,図版50)

区画13の北側区画溝 S D76か ら約 lm南に位置し,桁行7.8m× 梁行4.lm,平面積31.98♂ の規模を

もち,主軸はN-2° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は長軸50cm～ 90cm× 短軸30cm～60cm,深 さ10

cm～30cmを 測 り,平面形が楕円形を呈する柱穴が主体である。梁行方向の柱間は北辺と南辺で異なり,

北辺は西から2.6m,1.5m,南辺は西から2.3m,1。 3mと 不均等であることから,西側が主屋 と推定

する。付属する遺構としては,建物内部に炭化物と焼上が堆積 した土坑が 1基 ,S P335の南東約 lm

に炭化物が堆積 した土坑が 1基ある。

11号土坑 (S Kll,第83図 ,図版50)

S B43内 やや南に位置 し,60cm× 55cm,深 さ10cmを測る。埋土は下層に厚さ3 cmの 炭化物が皿状に,

上層に暗オリーブ褐色シル トが堆積 してお り,上層の埋土には朝黄色シル トがブロック状に混 じる。

鍛冶関連の炉に関連 した遺構と推定するが,建物内には炉と断定できる遺構はない。出土遺物には瀬

戸美濃,近世磁器,加工材がある。

33号土坑 (S K33,第83図 )

S B43の 柱穴 S P335の 南東約 lmに位置 し,42cm× 40cm,深 さ 6 cmを 測る。埋土に炭化物が混 じる

が, SK■内に堆積 した炭化物とは様相を異にする。

12号土坑 (S K12,第84図 ,図版51)

S B43の 東約3.5mに位置 し,長軸213cm× 短軸70cm,深 さ10cmを 測る,平面形が楕円形を呈するも

のである。埋上には噴砂が確認された。
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2 遺構・遺物

34号土坑 (S K34,第84図 )

S B43の 東約1.5mに 位置 し, S K12に近接する。規模は長軸215cm× 短軸180cm,深 さ10cmを測る。

埋土に炭化物が混じる S K13よ り古いが,南北方向に流れるS D23。 S D24よ りは新 しい。

331号土坑 (S K331,第 84図 )

S B43の 東約 3m,S D76の 南約50cmに 位置 し,規模は205cm× 185cm,深 さ6cmを 測る,不整形なも

のである。埋土は上層に炭化物が混 じる黒褐色砂質土が堆積 している。周囲 lm～ 1.5mに は畠のさ

くがあるが,こ の上坑との関連は不明である。

20号溝 (S D20,第84図 )

S B43の 南端に位置 し,幅84cm,深さ10cmを 測る。試掘 トレンチを挟み S D946に つながると推定す

る。遺物は中世土師器が出上している。 S B43と の新旧関係については, SK■が S B43に 付随した

遺構であると考え, S D20が古いと推定する。

23号溝 (S D23,第84図 )

S K34よ り古 く南北に流れる溝で,幅45cm,深 さ 5 cmを 測る。 S D86よ り新 しく,S K40よ り古い。

出土遺物には中国製白磁がある。

319号井戸 (S E319,第 83図 )

S D23の 南約50cm,試掘 トレンチ内にあり,58cm× 55cm,深さ18cmを 測る。埋土は灰色粘土質シル

トで,径 5 cm～ 10cm大の礫が混 じる。 S B43と S B44の ほぼ中間に位置する素掘 りの井戸で,どちら

の建物に付随したものかは不明である。出土遺物には曲物,加工材がある。

945号溝 (S D945,第 89図 )

区画13の南半に位置 し,幅45cm,深 さ10cmを 測る。 S D945以 西には土坑 2基,溝が 1条確認された

のみで,試掘 トレンチを挟み, S D14と つながる区画内の遣構の疎密を分ける溝と考える。

946号溝 (S D946,第 86図 )

S D945の 東約 2mに位置 し,幅23cm,深 さ3 cmを 測る。 S D20か ら南に続 くもので,区画端までの

びている。 S B45の 柱穴を切つていることから, S B45よ り新 しい溝である。出土遺物には加工材が

ある。

1077号溝 (S D 1077,第 86図 )

区画13の東側区画溝で,幅75cm,深さ9 cmを測る。 S D39。 S D41か ら続くもので,試掘 トレンチ

を挟んで南に約15mの ところで東に屈曲し, S D 1095と なって区画 3の南側区画溝となる。またコー

ナーから約 7mで S D 1093が 分岐している。 S D 1077と S D 1093に 挟まれた部分は,溝が数条あるの

みの遺構の疎な空間であるが, S D 1093以南にはこのような空間はみられない。

513号溝 (S D513,第 86図 ,図版63・ 83)

区画13の南側区画溝で,幅55cm,深 さ12cmを 測る。試掘 トレンチを挟み S D 1095に つながり,約3.5

m南に位置する,区画14の北側区画溝 S D 1265,S D631と 平行している。S D513と S D 1265。 SD
631間 はほとんど遺構がないことから,道路と考えられる。出土遺物には砥石 (力の と中国製白磁修奄)

がある。2イ/は片面にのみ擦痕があり,断面形が台形を呈する。石材は泥岩である。2考∂は中国製白磁

杯で,口径7.6cm,器高3.lcm,底径4.4cmを測る。畳付けは釉剥ぎされ,九みをもった体部から口縁に

かけ端反る。時期は15世紀後半～16世紀後半と考えられる。

44号建物 (S B44,第 85・ 86図 ,図版51・ 52)

区画13の南半では3棟の建物が重複しており,その最も北に位置する。桁行3.6m X梁行3.2m,平

Z38



鬱
SD957

第Ⅲ章 開群大滝遺跡

Q

一
　

飩趨

岬
難

地

∝
　
　

　

　

　

Ｄ３

凰
焔
感

・落

弾

房

　

　

ｃａ

③SE349

第82図  遺構実測図 (中世 )

SB43

⑬s翻

:d:
甲

56

娃 む

韻出

◎
ＳＫ３４

出∝
O sd

SP304

筵9)SK342

軋sP難

が
∝

z39・ rttο



第Ⅲ章 開群大滝遺跡

A 目・

→悦 毎 甥贈̈

1:2(24)
1:4(24奇

A

SKl13

-伊 ―

D

>

92Fj

第83図  遺構 。遺物実測図 (中世 )

1, SKl1  2. SX318  3. SK29。 SK73
10. SE319  11, SK332

SK55(24奇  SKl13(243

4 SK30'SK337  5 SK38

0)蒻 �̈̈笏ょ%二 ,1`】
D

8. SKl13  9. 躙 3

碑 υ
ω  

①

熱 学

0   %

6. SK55 7. SK32・ SK333

どを′



2 遺構・遺物

o                               2m

下   響   す

斡

學    す

蒻 易 蒻 ラ タ 9

%14

%蒻易夕,7

125Y3P‖門色砂Fli

%18

%4 タラフラ″杉多多多 ぅ

響   す

蒻 甥 彦 12

以 上Э

‐ ２

　

ぅ

　

　

　

一∬

笏 珍 笏 15
蒻 物 ≫ %16

2Э

鯵疹蒻蒻蒻〃多24

笏 蒻 蒻 ″ 蒻 蒻 珍
20

下   響   す   響

蒻 賜 蒻 夕 29

%25

蒻フラ吻易多′6

杉多易ウフラ易
7

杉 蒻 蒻 蒻 蒻 91

蒻 %♭ ♭ 蒻 影 22

ク
|¨

郷
第84図  遺構実測図 (中世 )

1. SK331  2. SK13・ SK34  3. SK12  4, SD355  5 SD77  6´ -8, SD39  9. SD76  10 SD45  11. SD44

12・ 13. SD334  14. SD356  15, SD27  16. SD28  17. SD327  18 SD330  19。  SD14  20 SD15  21. SD19  22. SD21

23.〔胡D20  24. SD22  25, SD23  26. SD36  27. SD24  28 SD120  29, SD41  30。  SD42・ SD43  31, SD359
どつ



第Ⅲ章 開存大滝遺跡

面積11.52だの規模をもち,主軸はN-4° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は長軸40cm～ 80cm× 短軸30

cm～ 60cm,深 さ10cm～ 20帥を測 り,平面形が楕円形を呈する柱穴が主体である。 S P 994に は柱根が残

っており,横に40cm× 70cmほ どの石があり,柱を固定していたと考えられる。また,S P990は 畠のさ

くと考えるS D950よ り古いが, S P 1032は S D 1014・ S D 1015よ り新 しい。 S D950は S D947。 SD

997と 約1.8m間隔で, S D 1014・ S D 1015は S D 1029,S D 1030・ S D 1032と 約30cm間隔で平行 して

いる畠のさくと考えるものであることから,S B44は S D 1014の 畠より新 しく,S D950の 畠より古い

といえる。建物に付属すると考えられる遺構には,井戸が 1基,炭化物が堆積 した土坑が 1基ある。

1035号井戸 (S E 1035,第 86図 ,図版53)

S B44の 北東約 2mに位置し,規模は100cm× 88cm,深 さ80cmを 測る。 S D 1029よ り新 しいことから,

S B44に 付属すると推定する。井戸側は石組で,上部の石組は壊され,石が内部に落ちている。井戸

狽1の裏込土は褐灰色粘質シル トで,下層には青灰色砂,褐灰色砂質上が堆積 している。出土遺物には

羽口 (勿り ,加工材がある。2イびは7.5cm× 6.Ocmの羽日の破片で,器壁の厚さ2.Ocmを 測る。外面と先

端部には鉄が付着 してお り,製鉄に関連 したものと考えられる。

1011号土坑 (S K1011,第 86図 ,図版53)

S B44の 内部に一部重複するように位置 し,長軸95cm× 短軸62cm,深 さ4 cmを 測る。平面形はやや

不整形な楕円形を呈 し,上面には5cm～ 10cm大 の礫が敷きつめられている。埋土は災化物を含む灰責褐

色シル トであるが,礫の上面に焼土を確認できなかったため,炉 と断定することは困難であるが, S

E1035か ら出土 した羽口と関連 した製鉄関連の炉である可能性が高いと考える。

45号建物 (S B45,第 85。 87図 ,図版51・ 52)

重複する建物 3棟のうち最大規模のもので,桁行6。 lm× 梁行4.9m,平面積29,89♂ を測る。主軸

はN-5° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は長軸60cm～ 110cm× 短軸40cm～ 60側 ,深 さ10cm～ 30cmを 測

り,平面形が楕円形を呈する柱穴が主体である。西側桁行方向の柱穴の多 くが S D 946・ S D 951よ り

古 く,ま た S P 1054は 畠のさくと考える S D952よ り古い。柱穴からの出土遺物はない。建物に付属

すると考えられる遺構には,焼土と炭化物が堆積 した土坑が 1基ある。

984号土坑 (S K984,第 87図 ,図版53)

S B45の ほぼ中央に位置 し,長軸52帥 X短軸42cm,深 さ1lcanを 測る。北端が僅かに S D952に 切 ら

れているが,平面形が楕円形を呈する。中央部に直径10cmを 測る円形の焼土があり,その周辺に炭化

物が堆積 している。石組はないが鍛冶関連の炉と考えられ,焼土が円形を描 くことから上部に炉体が

あつたと推定する。

1068号土坑 (S K 1068,第 87図 ,図版84)

S B45の 中央やや東寄 りに位置 し,長軸76cm,深 さ16cmを 測る。 S D952に 南半部分を削られてお

り全体は不明であるが,埋土は灰責褐色砂質シル トである。出土遺物には警 (2791がある。2を9は銅

製の警で,先端を欠損 してお り,残存長6.8硼,幅1.3cm,厚 さ0。 lcm,重 さ6.46gを 測る。断面は両端

と中央の文様帯の部分が盛 り上がる凸形を呈する。中央の文様帯は沈線が 1条入る単純なものである。

46号建物 (S B46,第85。 87図 ,図版51～ 53)

重複する建物 3棟のうち最も南に位置し,桁行3.7m× 梁行3.5m,平面積12.95♂ を測る。主軸は真

北の東西棟である。柱穴の規模は長軸40cm～ 70c14× 短軸25cm～ 40cal,深 さ10cm～ 30cmを 測 り,平面形

が楕円形を呈する柱穴が主体である。北側桁行方向の柱穴は S D 952に切られている。建物に付属する

と考えられる遺構には,炭化物が堆積 した土坑が建物内部に 1基 ,約 lm南東に 1基, S B45か SB
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2 遺構・遺物

46に付属すると推定する井戸が 1基ある。

983号土坑 (S K983)

S B46の 中央やや北寄 りに位置 し,畠 のさくと考えられるS D952よ り古い。長軸70cm× 短軸60cmを

測 り,平面形は楕円形を呈 し,埋土には炭化物が皿状に堆積 している。建物内部にあることから,炉

との関連を推測するが,遺構の性格は不明である。

1107号土坑 (S K l107,第 87図 )

S B46か ら南東約 lmに位置 し,S D952よ り古 く,試掘 トレンチに切 られているため,確認でき

た部分の規模は幅140cm,深 さ16cmを 測る。上面には直径10cm前後の礫が敷き詰められており,東側は

壁状に積み上げられている。下層の埋土は炭化物が混 じる褐灰色砂質シル トである。礫の上面に焼土

はないが,炉のようなものと考えられる。

958号土抗 (S K958,第 87図 )

S B46よ り南約 3mに位置 し,北部を試掘 トレンチに切られているが,長 さ170cm,深さ16cmを 測る。

埋土は灰黄褐色砂質シル トである。 S B461こ付属 したものではないと考えられる。

■82号井戸 (S E l182,第 87図 )

S B46の 南約70cm, S B45か ら約2.5m南の試掘 トレンチ内に位置し,110cln× 95cm,深 さ30cmを 測

る。平面形は円形で,石組や水溜の施設は確認できなかったが,下層に礫が多 く堆積 していたことか

ら,本来は石組であつた可能性が高い。立地する地点からはS B45と S B46の どちらに付属するもの

かは不明である。

47号建物 (S B47,第85。 88図 ,図版51～ 53)

区画13の重複 した 3棟の建物群の東に位置し,桁行3.lm× 梁行2.4m,平面積7.44ド を測る。主軸

はN-1° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は20cm～35cm,深さ10cm～ 20cmを 測 り,平面形は円形を呈

する。 2間 ×2間の総柱建物と復元 しているが,桁行方向の柱間は不均等で,南から1.8m,1.3mを

測る。梁行方向北西には 1間 × 1間の付属屋 と考えられるものがあ り,その部分を加えると平面積

8.98♂ となる。また,北側柱列に近接する竪穴状土坑が建物に付属すると考えられることから,本来

は掘立柱の他,礎石や土台等を利用 した,よ り複雑な構造をもつ建物の可能性があると考える。SP

1036が畠のさくS D 1029よ り新 しいことから, S B47は S B45。 S B46よ り古いと考えられる。建物

に付属すると考えられる遺構 として,約 1.5m西 に丼戸が 2基あるほか,関連があるか不明な遺構 と

して約 3m南に炭化物が堆積 した土坑 1基がある。

1043号土坑 (S K 1043,第 88図 ,図版54)

S B47の 北に隣接 し,237cln× 193cm,深 さ10cmを 測る不整形な竪穴状土坑である。埋土は上層が炭

化物の混 じる灰黄褐色砂質シル ト,下層が暗褐色砂質シル トで,中央やや西にはS K1041がある。 S

K1041は長軸27cm× 短軸20cal,深 さ 8 cmを測 り,平面形が楕円形を呈する土坑で,埋土は炭化物主体

の黒褐色砂質シル トである。焼土はなく,周囲に石組等の施設もないため,遺構の性格は不明である

が,S K 1043と ともにS B47に 付随していると推測する。

1010号井戸 (S E 1010,第 88図 )

S B47の 約1.5m西に位置し,86cm× 82cm,深 さ62cmを 測る。石組,水溜等の施設はなく,埋土は上

層が暗オリーブ褐色砂質シル ト,下層は黒褐色砂礫である。下層の埋土には10cm～ 20cm大の石が多 く

入つてお り,本来石組であったものが破壊されて廃棄されたと考えられる」出土遺物はない。

1026号井戸 (S E 1026,第 88図 ,図版54)
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第Ⅲ章 開諄大滝遺跡

S B47の 約1.5m西 ,S E 1010の 約30cm南 に位置 し,84cm× 80cm,深 さ52cmを 測る。石組,水溜等の

施設はなく,埋土はオリーブ褐色砂質シル トである。畠のさくS D 997よ り新 しいことから,S B47よ

り新 しい可能性が高い。

1066号土坑 (S K 1066,第 88図 )

S B47の 南約 2mに位置 し,長径125cm× 短径53cm,深 さ6 cmを 測 り,平面形が不整形なものである。

埋土は炭化物主体の灰黄褐色砂質シル トで,底面には炭化物が皿状に堆積 している。上面や埋土中に

焼土は確認できなかったが,炉 と関連するものと考えられる。しかし, S B471こ付属するかどうかは

不明である。                ‐

942号土坑 (S K942,第 89図 )

区画13の ほぼ中間,S D945の 西1.5mに 位置 し,長径170c皿 ×短径53cm,深 さ8 cmを 測る。平面形は

不整形で,埋土は暗褐色砂質シル トである。出土遺物はない。
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

944号土坑 (S K944,第 89図 )

S D945の 西 lm, s K942の 南約 3mに位置 し,長径77cm× 短径75cm,深 さ■cmを 測る。埋土は灰

責褐色砂質土である。

535号土坑 (S K535,第 89図 )

区画13の南側区画溝 S D513の 北に位置し,幅85cm,深 さ 8 cmを測る。 S D513よ り古いもので,埋

土は灰色砂質シル トである。

537号土坑 (S K537,第 89図 )

S K535の 南東,区画13の南側区画溝 S D513の 南に位置し,長 さ67cm,深 さ6 cmを測る。 S D513よ

り古いもので,埋土は灰白色砂質シル トである。

528号土坑 (S K528,第 89図 )

S D513の 南に約 3mに位置 し,平面形はL字状を呈する。規模は長さ66cm,深 さ14cmを 測 り,埋土

は上層が暗灰黄色砂質シル ト,下層が責灰色砂質シル トである。 S K530。 S K529よ りは新 しいが
,

S D509よ り古いことから,区画13・ 区画14ができる以前のものであると考える。

534号土坑 (S K534,第 89図 )

S D513の 南に隣接 し,長 さ115cm× 幅98cm,深 さ 6 cmを測る不整形な土坑である。埋土は上層が灰

色砂質シル ト,下層が灰白色砂質シル トである。

区画14(第 90。 94図 )

北をS D631。 S D 1265,東 をS D510。 S D512。 S D 548・ S D545。 S D647・ S D637,南 をSD
400に囲まれてお り,南北方向約23m,東西方向は北端で約12m,南端で約14mを測る。遺構の分布状

況は,調査区端から約 5m東に位置するS D509と S△ 12以東に集中しており,建物 3棟,建物に付属

する井戸 1基,土坑の他,関連が不明である土坑,溝等が確認されている。建物は北に 1棟 と南に2

棟重複 してお り,各建物に土坑が付属 している。これらは S D509や S A12に 隣接 しており,東側区画

溝 との間には約 6m～ 8mの遺構の疎な空間がある。 S D509と S A12と の間隔は約1lmで ,こ こが

区画14の 間口と考えられる。

1265号溝 (S D 1265,第 93図 )

区画14の北側区画溝であり,北の S D513と 平行 して道路の側溝として機能していると考えられる。

幅32cm,深 さ6 cmを測 り,東に約 4m離れた S D6311こ つながる。埋土は灰黄褐色砂質シル トである。

631号溝 (S D631,第 93図 ,図版65)

S D 1265と ともに区画14の北側区画溝であり,道路の側溝として機能していたと考えられる。幅33

cm,深さ 6 cmを測 り,埋土は灰白色砂質シル トである。さらに5.5m東の S D7221こ つながると推定す

る。出土遺物には中国製染付 (必′)がある。必′は口縁部端反りの皿で,日径11。 9cmを 測る。日縁部

外面には界線が 1条,内面には四方欅文が描かれている。これは小野分類の皿B2群 9類か10類注2で
,

時期は16世紀中頃～後半と考えられる。

512号溝 (S D512)

区画14の東側区画溝で, S D631と 直交するように南北に流れ,幅70cm,深さ6 cmを測る。S K511

を挟み,さ らに南の区画溝 S D5101こ 続く。道と推定するS D513と S D 1265。 S D631間 を突き抜け

ていることから,道 より新しい区画溝と考える。また, S D548・ S D647よ り新しいことから,区画

が作り替えられていると推測する。

510号溝 (S D510,第 93図 )

rσ
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2 遺構・遺物

区画14の東側区画溝で,北の S D512,南 の S D637に つながると考える。幅55cm,深 さ6 cmを測 り,

埋土は灰黄色砂質シル トである。 S K511と の新旧関係は不明であるが,S D 548・ S D647よ りは新

しセヽ。

548号溝 (S D548,第 93図 )

S D509か ら東約1lmに位置 し,幅54cm,深 さ 6 cmを沢1る 。埋土は浅黄色砂質シル ト,灰白色砂質シ

ル トである。北端は1.5m東に平行するS D647と つながっており,南に向かって4m～ 6m間隔でロ

の字状につながる。さらにS K511を 挟んで S D545へ と続 くが,南端は試掘 トレンチに切られて不明

である。 S D545は 幅50cm,深 さ4 cmを 測 り,埋土は上層が灰責色砂質シル ト,下層が浅責色砂質シル

トである。出土遺物はないが, S D512・ S D510よ り古い溝である。

509号溝 (S D509,第 93図 )

調査区端から約 5m東 ,区画14北端に位置し,遺構の疎密を分けている。規模は幅40cm,深 さ 4 cln

を測 り,北端から6m地点で東へ分岐している。その約60cm南 にはS B48があることから,南半部は

建物に付属 していると推定する。また,北は区画13・ 区画14間 の道上にのびていることから, SD

512と 同時期の可能性が高い。

48号建物 (S B48,第90図 ,図版54・ 55)

区画14の北に位置 し,北 と西をS D509に L字状に囲まれている。規模は桁行 6m×梁行 3m,平面

積18♂ を測 り,主軸はN-8° 一Wの南北棟である。西側桁行方向の柱穴規模は長軸50cm～ 60cm,短軸

40cm～ 50cm,深 さ10cm～ 20cmを 測 り,平面形は楕円形を呈する。これに対 し,東側では柱穴が 1基 し

か確認できず,S D515が北端に,S K522が南端に位置する。 S D515は 幅32cm,深 さ4 cmを 測 り,埋

土はにぶい黄褐色シル トで,建物の上台痕の可能性が高いと考えられることから, S B48は掘立柱 と

土台を併用 した構造をもつと推測する。

建物内部には炭化物や焼土が堆積 した土坑 2基 と,石敷炉と考えられる土坑 1基がある他, S B48

に付属すると考えられる遺構として,石敷炉とみられる土坑 1基,炉 と考えられる土坑 1基,井戸 1

基が近接 している。このように付属する遺構に炉や,炉の可能性が高い遺構が多い建物は他に例をみ

ないことから,他 とは異なる性格をもつ建物であると推測される。また, S B48と の関連が不明な遺

構として,約 6m東に土坑が数基ある。

521号上坑 (S K521,第 91図 )

S B48内 部北端に位置 し,160cm× 150cm,深 さ4 cmを 測る,不整形な掘形をもつものである。埋土

は上層が暗灰責色土,下層が責灰色砂で,噴砂によつて切られている。噴砂は平面的には S D515か ら

S K521・ S K566に かけて,最大幅約10cmの 帯状で確認されてお り,S K566手前で枝分かれしている。

周囲には遺構が集中し,S K521の 内部にはS K566,西 にはS K567,さ らにS K567に S D514が重複

しているが, S B481こ付属するものは S K521と S K566と 考える。出土遺物には中世土師器があるが ,

小破片であるため時期は不明である。

566号土坑 (S K566,第 91図 )

S K521の 内部に位置し,53cm× 50cm,深 さ6 cmを浪1る 。埋土は上層が炭化物層,中層が焼土層,下

層がにぶい責褐色砂質シル トで,噴砂に切られている。焼土は S K566の ほぼ中央に堆積するのみで
,

上層の炭化物層が S K521の 上面に広がってお り,炉に関連 した遺構 と考えられる。 S B48に 付属す

ると推定する。

567号土坑 (S K567,第 91図 )
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